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①
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②

ブ

ル

ム

派

③
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①
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③
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人
民
戦
線
の
敗
因
の
な
か
で
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
高
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
ロ
カ
ル
ノ
体
制
の
再

建
を
め
ざ
す
フ
ラ
ン
ス
の
努
力
を
、
徒
爾
に
終
わ
ら
せ
た
と
い
う
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
国
際
関

係
の
再
編
を
促
進
し
た
の
み
な
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
も
重
大
な
政
治
的
帰
結
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ル
ム
内
閣
成
立
後
、

四

0
日
余
で
勃
発
し
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
こ
の
間
に
獲
得
し
た
社
会
経
済
諸
立
法
に
よ
っ
て
昂
揚
し
た
左
翼
の
士
気
を
阻
喪
さ
せ
る
の

に
十
分
な
事
件
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
人
民
戦
線
に
亀
裂
を
も
た
ら
す
最
初
の
事
件
と
な
っ
た
。
こ
の
亀
裂
は
共
産
党
と

非
共
産
左
翼
政
党
の
間
に
生
じ
た
の
み
な
ら
ず
、
社
会
党
の
如
く
一
政
党
内
部
に
も
混
乱
と
対
立
と
い
う
形
で
具
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
、
人
民
戦
線
の
結
合
を
崩
壊
さ
せ
る
有
力
な
一
因
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
武
器
援
助
問
題
と
し
て
争
点
化
さ
れ
た
。
筆
者
は
既
に
ブ
ル
ム
人
民
戦
線
政
府
が
、
な
に
ゆ
え
に

武
器
援
助
を
断
念
し
不
干
渉
政
策
を
決
議
し
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
不
干
渉
の
起
源
は
イ
ギ
リ
ス
に
で
は
な
く

て
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
た
こ
と
、
不
干
渉
の
背
景
に
は
人
民
戦
線
の
解
体
を
回
避
し
、
仏
英
協
調
の
外
交
路
線
を
墨
守
す
る
と
い
う
考
慮
が

あ
っ
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
た
。
分
析
方
法
と
し
て
は
、
内
閣
を
中
心
と
し
た
政
策
決
定
機
構
に
焦
点
を
あ
て
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試

み
た
。
そ
の
際
、
決
定
機
構
へ
の
圧
力
と
し
て
機
能
す
る
諸
集
団
の
要
求
と
か
支
持
は
、
意
図
的
に
考
察
の
対
象
か
ら
省
い
て
お
い
た
。

な
ぜ
な
ら
武
器
供
給
問
題
は
直
接
、
政
策
決
定
中
枢
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
決
定
中
枢
内
部
に
お
い
て
政
策
が
造
成
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
の
対
象
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
り
、
分
析
の
対
象
は
決
定
機
構
の
一
環
境
因
子
で
あ
る
左
翼

の
政
治
集
団
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
諸
集
団
の
な
か
で
も
政
権
党
を
含
む
与
党
の
政
治
態
度
が
、
政
府
の
意
思
決
定
に
影
響
力
を

は

じ

め

に

~ 
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す
る
争
点
を
内
在
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
外
交
問
題
を
め
ぐ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
に
水
平
分
割

な
く
て
、
左
翼
内
部
・
右
翼
内
部
に
も
亀
裂
と
混
乱
を
も
た
ら
し
、

い
き
お
い
左
右
の
境
界
線
を
曖
昧
に
し
、
政
治
潮
流
の
再
編
を
促
進

を
諦
め
さ
せ
る
環
境
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
分
裂
し
た
の
は
一
般
的
な
国
民
世
論
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
人
民
戦
線
で
あ
っ
た
。
あ

る
意
味
で
こ
の
分
裂
を
糊
塗
す
る
政
策
が
、
不
干
渉
政
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
考
え
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に

(
4
)
 

内
戦
前
夜
の
状
況
を
見
い
出
し
、
不
干
渉
決
議
の
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
分
裂
を
強
調
す
る
ブ
ル
ム
説
へ
の
批
判
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
以
下
に
お
い
て
次
の
二
つ
の
こ
と
を
論
証
し
よ
う
。
第
一
に
不
干
渉
政
策
が
短
期
的
に
は
、
平
和
を
望
む
フ
ラ
ン
ス
世
論
の

大
勢
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。
も
っ
と
も
不
干
渉
の
決
定
に
世
論
が
直
接
的
圧
力
を
加
え
た
と
い
う
の
で
は
な
く

て
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ム
は
一
般
世
論
か
ら
は
自
由
に
自
立
的
に
決
定
を
な
し
、
結
果
的
に
世
論
の
動
向
に
沿
っ
た
政

策
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
に
、
長
期
的
に
は
不
干
渉
政
策
が
世
論
の
深
層
に
仏
独
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
言
わ
ば
精

神
的
外
傷
を
残
し
た
こ
と
を
提
示
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
伝
統
的
な
左
右
の
対
立
を
惹
起
す
る
争
点
で
あ
っ
た
だ
け
で
は

る゚
モ
チ
ー
フ
は
同
じ
で
あ
る
）
。

行
使
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
な
お
右
翼
の
政
治
集
団
お
よ
び
左
右
の
社
会
集
団
の
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
が
、

左
翼
の
政
治
集
団
が
武
器
供
給
問
題
に
い
か
に
反
応
し
、
ブ
ル
ム
内
閣
の
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
あ
る
い

は
及
ぽ
さ
な
か
っ
た
の
か
。
本
稿
は
こ
れ
ら
政
治
集
団
の
意
見
を
俯
厳
す
る
こ
と
で
、
不
干
渉
を
世
論
レ
ヴ
ェ
ル
で
捉
え
な
お
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
不
干
渉
へ
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
対
応
の
な
か
に
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
の
原
型
を
、
即
ち
対
独
宥
和
•
平

和
の
維
持
と
い
う
社
会
心
理
的
態
度
を
看
取
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
政
府
へ
の
武
器
供
給
問
題
が
争
点
と
な
っ
た

時
点
で
は
、
世
論
は
深
く
分
裂
せ
ず
、
ブ
ル
ム
政
府
の
不
干
渉
決
議
に
対
し
て
積
極
的
支
持
な
い
し
消
極
的
黙
認
を
与
え
た
と
考
え
て
い

つ
ま
り
国
内
世
論
の
分
裂
か
ら
ブ
ル
ム
が
武
器
援
助
を
断
念
し
た
の
で
は
な
く
て
、
過
半
数
の
介
入
反
対
の
世
論
が
ブ
ル
ム
に
援
助

―
二
四
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を
も
た
ら
し
、

―
二
五

一
方
で
左
翼
の
平
和
主
義
者
と
右
翼
の
ネ
オ
平
和
主
義
者
か
ら
な
る
宥
和
多
数
派
と
、
他
方
で
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

と
左
翼
の
一
部
か
ら
な
る
抵
抗
少
数
派
と
に
再
編
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
宥
和
政
策
の
多
数
派
が
形
成
さ
れ

る
に
至
る
。
も
っ
と
も
か
か
る
事
態
が
顕
在
化
す
る
の
は
三
七
年
以
降
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
の
原
型

(
5
)
 

の
具
体
的
発
現
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
論
に
移
る
前
に
、
外
交
政
策
研
究
に
お
け
る
世
論
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
西
欧
型
民
主
主
義
国
に
あ
っ
て
は
世
論
が
二

0
世
紀
と
り
わ
け
第
一
次
大
戦
後
の
政
治
社
会
に
お
い
て
、
政
策
形
成
過
程
に
無
視
し
え
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

（
例
え
ば
一
九
三
五
年
の
ラ
ヴ
ァ
ル
1
1

ホ
ー
ア
案
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
反
応
は
そ
の
典
型
で
あ
る
）
。
と
く
に
反
共
と
か
平
和
希
求

と
い
っ
た
社
会
心
理
的
態
度
を
内
容
と
す
る
宥
和
主
義
を
分
析
す
る
に
は
、

そ
れ
自
体
す
ぐ
れ
て
社
会
心
理
学
的
現
象
で
あ
る
世
論
を
素

材
と
す
る
こ
と
は
正
攻
法
で
あ
る
と
言
い
う
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
世
論
は
国
民
一
般
の
意
識
や
価
値
判
断
と
い
う
広
義
の
世
論
で
は
な

く
、
効
果
的
世
論
と
い
う
狭
義
の
世
論
で
あ
る
。
広
義
の
世
論
と
は
受
動
的
な
世
論
の
風
潮
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
狭
義
の
世
論
と

は
能
動
的
な
明
確
に
表
明
さ
れ
た
政
策
に
関
す
る
意
見
と
い
う
意
識
的
世
論
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
世
論
は
厭
戦
気
分
•
平
和
願
望
・

革
命
的
熱
狂
と
い
っ
た
ム
ー
ド
で
あ
り
、
情
報
不
足
に
規
定
さ
れ
感
情
的
本
能
的
に
反
応
す
る
多
数
者
の
世
論
で
あ
る
。
こ
れ
が
影
響
を

及
ぽ
す
の
は
、

さ
し
迫
っ
た
戦
争
の
危
機
な
ど
、
国
家
（
国
民
）

殊
的
で
あ
る
が
、

の
安
全
に
関
わ
る
決
定
に
限
ら
れ
る
。
後
者
の
世
論
は
政
党
や
政
治
社

会
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
・
政
治
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
・
財
界
首
脳
と
い
っ
た
少
数
者
の
意
見
で
あ
る
。
少
数
者
の
意
見
と
い

え
ど
も
、
こ
れ
ら
政
策
意
見
エ
リ
ー
ト

(
G
．
ア
ー
モ
ン
ド
）
な
い
し
世
論
形
成
者
（
J
．
ロ
ー
ゼ
ナ
ウ
）
の
意
見
は
無
視
し
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
政
策
決
定
過
程
に
吸
収
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
の
意
見
は
個
人
的
性
格
と
同
時
に
一
般
的
性
格
を
も
つ
と
言
い
う
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
意
見
表
出
の
形
態
の
点
で
は
個
人
的
特

そ
の
内
容
に
お
い
て
は
集
合
的
一
般
的
影
響
力
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
が
直
観
に
よ
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さ
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
武
器
援
助
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

っ
て
国
民
一
般
の
内
に
潜
む
考
え
を
先
取
り
し
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
諸
資
源
の
配
分
と
歴
史
的
国
際
的
な
社
会
関
係
に

そ
れ
に
構
造
を
与
え
て
表
明
す
る
こ
と
で
国
民
一
般
に
反
作
用
し
世
論
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
の
中
に
、
少
く
と
も
あ
る
社
会
層
な
い
し
あ
る
利
益
団
体
の
意
見
の
反
映

を
窺
知
し
う
る
の
で
あ
る
。
意
識
的
世
論
が
政
策
決
定
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
容
易
に
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
外
交

政
策
研
究
の
場
合
、
世
論
の
実
体
は
一
般
に
意
識
的
世
論
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
意
識
的
世
論
か
ら
ム
ー
ド
と
し
て
の
世
論
に
迫
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
も
分
析
の
道
具
と
し
て
用
い
る
の
は
狭
義
の
世
論
、

っ
と
も
意
識
的
世
論
も
決
定
中
枢
へ
の
影
繹
度
と
い
う
点
で
は
序
列
が
あ
り
、

ム
の
行
動
に
よ
り
影
孵
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。

大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
争
点
で
あ
っ
た
。

ら
の
意
見
は
議
会
・
新
聞
・
雑
誌
・
小
説
・
集
会
の
な
か
で
表
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
多
く
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
が
意
見
を
表
明
し
、
議
論
は
白
熱
し
た
。
か
れ

(
8
)
 

と
く
に
新
聞
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス

で
は
政
治
活
動
と
は
新
聞
活
動
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
新
聞
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
次
の
二
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

発
行
部
数
の
多
寡
と
社
会
的
影
繹
力
の
度
合
の
間
に
は
何
ら
相
関
関
係
は
な
い
こ
と
、
外
交
問
題
の
場
合
、

リ
で
発
行
さ
れ
る
新
聞
の
方
が
影
響
力
は
大
き
い
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
政
治
主
張
が
鮮
明
な
フ
ラ
ン
ス
紙
の
場
合
、
新
聞
は
世

論
を
反
映
す
る
と
い
う
よ
り
、
世
論
を
造
成
す
る
機
能
を
果
た
す
意
識
的
世
論
の
典
型
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
世

論
研
究
の
素
材
と
し
て
新
聞
は
そ
れ
自
体
で
価
値
が
あ
り
、
た
と
え
報
道
に
偽
り
が
あ
っ
て
も
資
料
的
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
当
時
の
主
要
な
新
聞
の
種
類
•
発
行
部
数
・
政
治
傾
向
の
一
覧
表
を
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
も
っ
と
も
本
稿
お
よ
び
別
稿
で

用
い
る
一
次
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
で
は
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
・
『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
・
『
ル
・
プ
ー
プ
ル
』
・
『
ヴ
ァ
ン
ド
ル
デ
ィ
』
．

『
ル
ー
ヴ
ル
』
・
『
ル
・
タ
ン
』
・
『
セ
ッ
ト
』
・
『
ル
・
フ
ラ
ン
ボ
ー
』
・
『
ジ
ュ
・
ス
ュ
イ
・
パ
ル
ト
ゥ
』
・
『
カ
ン
デ
ィ
ッ
ド
』
・
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・

一
＼
二
の
地
方
紙
を
除
き
パ

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
ケ
ー
ス
で
は
、
与
党
内
の
意
見
が
ブ
ル

と
く
に
意
識
的
世
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も

―
二
六
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不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

新 聞 名 編集者・協力者 1936 発行部数
党 派1936 

L'Humanite Cachin, Peri, 
31.9万 共産党V. -Couturier 

左 Le Populaire Bracke, Rosenfeld 30 社会党

Front Socialiste Marcel Deat ？ ネオ・ソシアリスト

政 L'CEuvre Piot, Tabouis, Kayser 
23 急進党左派Delbos, Cot, Ba yet 

I 翼 L'Ere Nouvelle Gaboriaud, Delbos 
1 急進党右派

Proust, Milhaud エリオ

La Republique Kayser, Roche, 
14.2 急進党プー~・右派Dominique, Bayet ダラ イエ

La Fleche Gaston Bergery 6 
フロンティスト
週刊

治
中

L'Homme Libre L.-0. Frossard 3 中央左派

L'Ordre Bure, L如nTreich ！ 1.2 急進系反ファシズム反
ヒトラー

道

Le Petit Bleu W丘omrms, Michel, 
ery 0.15 I 左翼共和派

， 

L'Ami du Peuple Taittinger, Mandel 15 
フランス連帯団

集 夕刊
.. 

La Nation Marin, Henriot '． ) 共和連盟

右

Le Flambeau de La Rocque ？ 
クロワ・ド・フー
週刊

" -

La Liberte Tardieu, Flandin, 4 愛国青年団・タ刊・
Reynaud 1937.5に人民党へ

団 La Victoire Gustave Herve 1.3 国家社会主義
親ドイツ

Le Franciste Marcel Bucard ？ 
フランシスト
親伊週刊

翼 ... 

L'Emancipation Jacques Doriot 13 人民党
Nationale 週刊

L'Action Maurras, Daudet, 
7 

アクシオン・フランセ
Franc;aise Pujo, Bainville ーズ・反独親伊

七

4 -1-127 (香法'84)



新 聞 名 編集者・協力者 1936 発行部数
政 治傾 向1936 

Le Peuple JM ouhaux, Bouyer, 
illion 3万 CGT 

左

Vendredi ChamsRoonll , Guehenno, 10 
左翼知識人

Gide, and 週刊

La Lumiere Boris, Cot, Alain, 2.4 社週会党と急進党
Auriol, Buisson 刊

Marianne 
Herriot, Gallimard, Moch, 

6 穏週健刊左翼
Bloch, Berl, Frossard 

社 翼
La Ca_,_nard 
enchame 

B如ard,Marechal 25 独立派

力
La Jeune Hoog, M. Lacroix ？ 左派・週刊Republique 

卜 L'Aube Bidault, J. Lacroix, 1.25 人民民主党系
Borne, F. Gay キリスト教民主主義

リ Sept Bernardot, Mauriac, 
5 ドミニク派・週刊Maritain, Bernanos 

会

ツ Etudes Marc Le Mondeque ？ イエズス派 月 2回

ク La Croix Guiraud, Caret 15 右派・タ刊

L'Intransigeant Leon Bailby, Fabry 20 中央右派・タ刊

保

Paris-Midi Lazareff, Prouvost 8 モデレ

集

JDoeubrnatas l des BemusしChaumeix,
de Naleche 4 親中央ス共ラ和フ派

Le Temps Chastenet, 
7 

モデレ・タ刊
Mireaux, de Mares 半官紙

Le Figaro Dubois, d'Ormesson, 
5 リベラル保守Maurois, Romier, Brisson 

守

L'Excelsior Lafitte, P. Dupuy 10 社交界紙

団

Le ]our Leon Bailby 20 反動

極

Candide Gaxotte, Bainville 33.9 
PSFや AFの
リーグと親密

Gringoire Beraud, Tardieu, 60 反英親伊
Carbuccia, Suarez 週刊

右 /¥ 
Je Suis Gaxotte, Lesca, 

10 親ファシズムPartout Brasillach 
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不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

紙 誌 名 編集者・協力者 1936 発行部数
政 治傾 向1936 

五 Le Petit Parisien Dupuy, E.-J. Bois 131万 親共和英親同伊盟系

大
Bunau-Varilla, 

情 Le Matin 
Lauzanne 50 反ソ親枢軸

報

紙 Le Journal Saint-Brice, Guimier 65 反独反ソ親伊
,-, 

1937. 7に PSFヘ右 Le Petit Journal Patenotre, Mallet 22 
親伊反独

翼
Simond, de Kerillis, 1938にル・ジュールに吸盟収系、~ 

L'Echo de Paris 10 Pertinax, Castelnau カトリック全国連

夕 Paris-Soir J. Prouvost 160 中立・モデレ

刊 Ce Soir Aragon, N izan, Bloch 20 共産党
1937刊

専
La Journee Gi如 OUX 2 (1937) I経済紙

~ 
lndustrielle 

L'Information Fernand de Brinon 5 (1939) 株式専門， 
保

！守~ Le Bulletin Henry, Herbette, ？ 鉄鋼連合会Quotidien Mireaux 

• 主 ii Le Midi Socialiste Auriol, L. Hudelle 2.5 I 社会党

26 急進党

な

22 共和派
-

35 
キ民派
プルターニュ

＇方
， 

紙一—- I 
32.5 モデレ

1 L'Express du M叫~tor Lespine 2 1 右翼

I ： Cah;e, du Th cez Duclos ？ 共産党
Bolchev1sme ，゚ 月 2回

雑 LaVoix du Peuple Jouhaux, Belin ？ CGT月刊

I Esprit Mounier, Izard 0.4 カトリック左派
' 月刊
' ！ 

I Paulhan, Gide, Valearuyd, e La Nouvelle ？ やや左派Revue Franc,aise Alain, Malraux, Cl I 

九

L I , MReovnude e des Deux 
Chaumeix, Doumic ？ 保守月 2回

I i e ue s de Paris de Fels, Thiebaut ？ 保守

I ，I 誌

La Revue H. Massis, Bainville ？ アクシオン・
universe lie フランセーズ系

L'Illustration Baschet, Sorbets ？ 保守週刊
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(
6
)
 

ル
で
あ
る
。

ヽ

リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』

急
進
党
の
大
会
議
事
録
、

外
交
文
書
、

ム
』
・
『
ラ
・
ヴ
ォ
ワ
・
デ
ュ

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
・
『
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
』
・
『
レ
マ
ン
シ
パ
シ
オ
ン
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
、

・
プ
ー
プ
ル
』
・
『
エ
ス
プ
リ
』
・
『
パ
リ
評
論
』
・
『
両
世
界
評
論
』
・
『
世
界
評
論
』
・
『
政
治
議
会
評
論
』
・
『
リ

下
院
議
事
録
、

こ
れ
以
外
は
二
次
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

お
よ
び
政
治
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
の
メ
モ
ワ
ー

(
l
)
同
様
の
見
解
は

S
a
m
u
e
l
M
.
 O
s
g
o
o
d
,
 "
T
h
e
 P
o
p
u
l
a
r
 F
r
o
m
 :
 Viev.rs f
r
o
m
 t
h
e
 R
i
g
h
t
'
9
9
I
n
k
)
n
i
d
h
.
0
}
i
d
[
R
c
r
i
e
u
:
 :J..f 
S
oミ
U
[
H
芝
ミ
3
)
•I
X
 

(
1
9
6
4
)
 

`
 
1
9
5
.
 横
山
＿1

『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
．
八
ヒ
0
了
．
九
五
八
』
（
福
村
出
版
、
．
九
六
八
年
）
、
こ
（
（
〗
三
＼
六
貞
。

(
2
)
拙
稿
「
不
干
渉
政
策
の
決
定
過
程

I
ー
ブ
ル
ム
内
閣
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦

L

『
香
川
法
学
』
第
一
．
，
巻
．
号
、
て
号
（
↓
九
八
：
年
）
。

(
3
)
平
瀬
徹
也
教
授
も
今
後
の
宥
和
政
策
研
究
の
方
向
と
し
て
、
世
論
に
着

H
し
国
民
各
層
を
も
巻
ぎ
こ
ん
だ
「
行
和
現
依
L

を
解
明
す
る
こ
と
を
提
起
さ
れ

て
い
る
（
『
史
学
雑
誌
n
第
九
こ
編
第
五
号
、
―
九
八
一
一
．
年
、
一
•
一
ご
六
貞
）
。
も
っ
と
も
本
稿
が
光
を
あ
て
う
る
の
は
、
「
宥
和
現
象
」
の
政
党
政
治
的
・

社
会
心
理
的
側
面
で
あ
っ
て
、
宥
和
政
策
の
軍
事
的
・
経
済
的
動
機
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
今
日
の
宥
和
政
策
研
究
の
水
準
を
ボ
す
好

個
の
文
献
と
し
て
、
論
文
集
で
は
あ
る
が

W
o
l
f
g
a
n
g
J. 
M
o
m
m
s
e
n
 a
n
d
 L
o
t
h
a
r
 K
e
t
t
e
n
a
c
k
e
r
'
e
d
s
.
,
 T
h
e
 l”(lSl、i.s[Clミ
[
[
ミ
唸
ミ
～
d
[
h
e
pミ
i.(ぃ-

o
f
 A
p
p
e
a
s
e
n
z
e
n
t
 
(
L
o
n
d
o
n
,
 1
9
8
3
)
.
 
が
あ
る
。

(
4
)
自
己
弁
護
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
一
九
四
こ
年
七
月
の
手
紙
の
中
で
ブ
ル
ム
は
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
内
乱
が
対
外
戦
争
に
先
行
し
た
」
と
主
張
し
て
下

干
渉
を
正
臼
化
し
た
の
で
あ
る
。

C
i
t
e
e
p
a
r
 C
o
l
e
t
t
e
 A
u
d
r
y
,
 L
e
o
n
 B
l
u
m
 o
u
 la 
po!itique 
d
u
 ju,'ite 
(Paris. 1
9
7
0
)
,
 
p. 1
3
0
.
 

(
5
)
後
述
す
る
よ
う
に
左
翼
内
部
で
は
不

f
渉
を
め
く
っ
て
対
立
が
見
ら
れ
た
が
、
右
翼
内
部
で
は
仏
独
閃
係
を
め
ぐ
る
対
応
の
相
違
が
分
岐
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
三
七
年
ご
月
の
モ
ロ
ッ
コ
事
件
へ
の
対
応
の
な
か
に
看
取
し
う
る
。
ま
た
一
・
一
六
年
八
月
中
旬
の
フ
ラ
ン
コ
軍
に
よ
る
バ
ダ
ホ

ス
虐
殺
事
件
は
、
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
に
分
裂
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
勿
論
こ
れ
ら
の
分
岐
は
い
ま
だ
決
定
的
対
立

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
外
交
問
題
へ
の
態
度
の
相
違
と
し
て
存
在
し
、
今
後
、
強
力
な
外
交
政
策
の
展
開
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
協
定
を
め
ぐ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
派
と
反
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
派
の
新
た
な
対
立
に
つ
い
て
は
、
横
山
信
、
前
掲
書
、
ニ
―
―
―
頁
。
な
お
本
稿
に
い
う
左
翼
と
は

人
民
戦
線
に
左
担
す
る
政
治
集
団
の
こ
と
で
あ
り
、
右
翼
と
は
人
民
戦
線
に
反
対
す
る
政
治
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。

P
i
e
r
r
e
 G
e
r
b
e
t
,
 "
L
'
i
n
f
l
u
e
n
c
e
 d
e
 !'opinion p
u
b
l
i
q
u
e
 et d
e
s
 p
a
r
t
i
s
 s
u
r
 la p
o
l
i
t
i
q
u
e
 e
t
r
a
n
g
e
r
e
 d
e
 la F
r
a
n
c
e
"
,
 in J. ー

B.
D
u
r
o
s
e
l
l
e
 ed., 

L
d
P
o
l
i
t
i
q
u
e

へirミ
n
g
5、e
et 
ses f
o
n
d
e
m
e
ミ
s
(Paris, 1
9
5
4
)
,
 8
3
-
9
1
.
,
 
C
h
a
r
l
e
s
 A. M
i
c
a
u
d
,
 T
h
e
 F
r
e
n
c
h
 R
i
g
h
t
 a
n
d
 N
a
z
i
 G
e
r
m
a
n
y
 1
9
3
3
 

雑
誌
で
は

『
カ
イ
エ
・
デ
ュ
・
ボ
ル
シ
ュ
ヴ
ィ
ス

二―
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不干渉とフランス世論一九三六 （渡邊）

-
1
9
3
9
:
 A
 S
t
u
d
y
 o
f
 P
u
b
l
i
c
 O
p
i
n
i
o
n
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1964), pp. 3ー

11.,
A
l
f
r
e
d
 S
a
u
v
y
,
 L
'
o
p
i
n
i
o
n
 publique, 7e 
ed. 
(Paris, 1977), pp. 

3-14. 花
井
等
『
現
代
外
交
政
策
論
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
）
一

0
0＼
九
頁
。

E
.
H
・
カ
ー
『
危
機
の
二
十
年
』
井
上
訳
（
岩
波
書
店
、

一
九
五
二
年
）
四
一
＼
七
、
一
七
一
＼
一
八
五
貞
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
『
外
交
に
お
け
る
政
策
決
定
』
河
合
秀
和
訳
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
〇

年
）
九
三
¥
1
0
七
頁
。
既
に
ご
0
年
近
く
も
前
に
ル
ヌ
—
ヴ
ァ
ン
は
国
際
関
係
の
分
野
に
お
い
て
も
、
心
理
学
的
探
求
|
|
＇
国
民
の
気
質
・
伝
統
・
想

像
カ
・
歴
史
体
験
・
熱
望
．
感
情
の
研
究
ー
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

(
P
i
e
r
r
e
R
e
n
o
u
v
i
n
,
 "
R
e
s
e
a
r
c
h
 in M
o
d
e
m
 a
n
d
 C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
 

H
i
s
t
o
r
y
.
 "
J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 M
o
d
e
r
n
 History. V
o
l
.
 3
 
00 

N
o
.
 1. 
M
a
r
c
h
 1966. 9. 
詳
し
く
ぱ

R
e
n
o
u
v
i
n
et D
u
r
o
s
e
l
l
e
,
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
a
 l'histoire 

d
e
s
 
relations 
internationales, 
Paris, 
1964.)
。
し
か
し
わ
が
国
の
フ
ラ
ン
入
外
交
研
究
に
は
、
こ
の
教
え
が
十
分
に
吸
収
さ
れ
て
い
な
い
と
の
印

象
を
受
け
る
。

(
7
)
世
論
は
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
構
造
を
も
つ
が
、
広
義
の
世
論
と
狭
義
の
憤
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
義
の
世
論
が
あ

る
外
交
問
題
に
つ
い
て
無
知
て
無
関
心
な
場
合
、
狭
義
の
世
論
は
政
策
を
提
起
し
そ
の
政
策
を
強
制
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
c

し
か
し
狭
義
の
世
論
と

い
え
ど
も
広
義
の
世
論
が
そ
の
政
策
を
拒
否
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

Cf.,
G
e
r
b
e
t
,
 
op. 
cit., 
91. 

ピ
ー
ク
は
「
一
九
三

0
年
代
の
世
論
を
新
聞
の
な
か
で
広
め
ら
れ
た
意
見
と
同
．
視
す
る
こ
と
も
不
条
理
で
は
な
い
」
と
す
ら
述
べ
て
い
る

(
D
a
v
i
d
W
.
 

P
i
k
e
,
 L
e
s
 frarn;;ais et 
la q
u
e
r
r
e
 d
'
E
s
p
a
g
n
e
,
 Paris, 
1975, p. 
24.)
。
ま
た
竿
R
-
-

．
共
和
政
の
地
方
紙
に
関
す
る
研
究
書
を
も
の
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・

ケ
ー
ゼ
ル
は
「
世
論
へ
の
新
聞
の
影
輯
力
を
算
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
」
だ
と
記
し
つ
つ
も
、
新
聞
が
歴
史
研
究
の
「
貴
重
な
基
本
要
素
」
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る

(
J
a
c
q
u
e
s
K
a
y
s
e
r
,
 "
L
'
h
i
s
t
o
r
i
e
n
 et 
la presse", R
e
v
z
 

`
 

e
 Historique, C
C
X
V
I
I
I
 o
c
t
 ,
 
dee. 1957, 3
0
 0ー

l.
）
。
他
方
プ
ル
ム
は
「
フ

ラ
ン
ス
紙
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
世
論
を
判
断
し
な
い
よ
う
に
」
求
め
、
「
わ
が
国
ほ
ど
新
聞
が
公
衆
の
生
活
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
国
は
な
い
」
と
断

言
し
て
い
る
（
L
e
o
n
B
l
u
m
,
 "
P
u
b
l
i
c
 O
p
i
n
i
o
n
 in F
r
a
n
c
e
"
,
 Political 
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
 ̀
 No
.
 4, 
1933, 59.)
。
商
業
紙
や
情
報
紙
を
念
頭
に
お
い
た
プ

ル
ム
の
指
摘
は
、
新
聞
の
主
張
が
意
識
的
世
論
の
範
疇
に
属
す
る
こ
と
を
逆
に
裏
付
け
て
い
る
と
言
い
う
る
。
や
は
り
ト
ー
マ
ス
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
活
躍
し
た
「
外
国
特
派
員
の
偉
大
な
時
代
し
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
新
聞
を

1

次
資
料
と
し
て
用
い
る
価
値
は
あ
る

の
で
あ
る

(
H
u
g
h
T
h
o
m
a
s
,
 T
h
e
 S
p
a
n
i
s
J
 ~
 Civil 
W
a
r
.
 3
r
d
 ed. 
L
o
n
d
o
n
 1977, p. 
369.)
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
の
重
要
性
は
、
例
え
ば
急

進
党
が
そ
の
党
規
約
で
同
党
系
の
新
聞
の
人
党
を
認
め
て
い
た
事
実
に
も
窮
知
し
う
る

(
D
a
n
i
e
l
B
a
r
d
o
n
n
e
t
 ̀
E
m
[
 ut
i
o
n
 d
e
 la s
t
m
c
t
u
r
e
 d
u
 p
m
1
i
 

r
d
d
尽/,
P
a
r
i
s
 1960, p. 
31. 石
原
司
「
急
進
派
と
そ
の
政
治
行
動
L

山
本
桂
編
『
フ
ラ
ン
ス
第
．
こ
共
和
政
の
研
究
』
有
信
堂
、
一
九
六
六
年
所
収
、

1
一
六
頁
）
。

(
9
)
 

(
8
)
 C

l
a
u
d
e
 B
e
l
l
a
n
g
e
r
,
 J
a
c
q
u
e
s
 G
o
d
e
c
h
o
t
 et 
al., 
Histoire g
e
n
e
r
a
l
e
 d
e
 la 
presse franr;aise, t. 
III (Paris, 
1972), pp. 5
1
0ー

6
1
6•• 

P
i
k
e
,
 op. 
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ン
像
の
三
点
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
よ
う
。

三
六
年
春
の
政
治
状
況

「
す
べ
て
が
可
能
で
あ
る
」

（
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
）

三

と

cit., 
p
p
.
 3
3
-
5
6
.
,
 
M
i
c
a
u
d
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 2
3
8
-
2
4
3
.
,
 
E
d
o
u
a
r
d
 B
o
n
n
e
f
o
u
s
,
 Histoire po!itique 
d
e
 la 
T
r
o
i
s
i
e
m
e
 R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 t. 
V
 (Paris, 

1
9
7
3
)
,
 
p
p
.
 3

9
6ー

4
0
1
.
,

J
a
c
q
u
e
s
 C
h
a
s
t
e
n
e
t
,
 Histoire 
d
e
 
la 
T
r
o
i
s
i
e
m
e
 R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 t. 
I
V
 (Paris, 1
9
7
 4)
,
 
p
p
.
 2

3
5ー

2
4
0
.

武
器
供
給
問
題
に
対
す
る
左
翼
政
治
集
団
の
反
応
を
検
討
す
る
前
に
、
春
の
総
選
挙
の
特
徴
と
左
右
両
翼
の
対
外
政
策
お
よ
び
ス
ペ
イ

表
ー
お
よ
び
表

H
は
三
二
年
と
三
六
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
各
党
が
第
一
回
投
票
で
獲
得
し
た
票
数
と
最
終
の
議
席
数
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
議
席
数
の
う
え
で
は
人
民
戦
線
派
の
圧
勝
で
あ
る
が
、
得
票
数
か
ら
は
左
右
両
翼
の
間
に
大
き

な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。
反
人
民
戦
線
派
は
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
票
を
失
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
完
敗
し
た
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
共
産

党
の
躍
進
に
窺
え
る
よ
う
に
左
翼
内
部
で
の
票
の
移
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
社
会
党
は
議
席
を
増
や
し
た
も
の
の
、
得
票
数
で
は
三
二
年

を
下
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
未
来
の
首
相
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
が
五
月
末
の
社
会
党
大
会
で

．．． 
は
や
る
ミ
リ
タ
ン
に
対
し
て
、
社
会
党
は
単
独
で
過
半
数
を
獲
得
し
え
な
か
っ
た
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
党
を
糾
合
し
て
も
過
半
数
に
達

人
民
戦
線
に
批
判
的
で
あ
り
、

こ
れ
は
有
権
者
の
深
部
に
お
い
て
は
左
右
の
政
治
的
流
れ
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
に
ブ
ル
ム
が
気
づ

し
て
い
な
い
と
自
重
を
求
め
た
が
、

(
2
)
 

い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
選
挙
で
敗
北
し
第
二
党
に
転
落
し
た
急
進
党
に
あ
っ
て
は
、
当
選
議
員
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

し
か
も
第
二
回
投
票
で
右
翼
の
支
持
を
え
て
当
選
し
た
議
員
が
三
二
年
の
選
挙
よ
り
増
え
た
こ
と
（
五
パ

(
3
)
 

ー
セ
ン
ト
か
ら
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
）
な
ど
の
意
味
は
、
人
民
戦
線
派
の
勝
利
と
い
う
祝
祭
的
雰
囲
気
の
な
か
で
見
の
が
さ
れ
た
。
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不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

表 I 第一回投票（フランス本土のみ）

1932 1936 

登 録 有 権 者 11,533,593(100%) 11,798,550(100%) 

北/' 産 党 783,098(6.78) 1,468,949(12.45) 

社 会 党 系 2,034,124(17.63) 1.996,667(16.!"12) 

急 進 党 系 2,315,008(20.07) 1,955.174(16.57) 

（小 計） 5,132,230(44.48) 5,420,790(45.94) 

右 翼 4,307,865(37.35) 4,233,928(35.88) 

有 効 投 票 9,440,095(81.84) 9,654, 718(81.82) 

（出所） Georges Dupeux, Le front populaire et les electio瓜 de1936 

(Paris, 1959), p. 126. 

表II 議 席 数

~ 

選挙前 選挙後 差

辻，,, 産 党 10 72 +62 

プロレ タリ ア統 一党 11 10 - 1 
そ の 他

社 会 党 97 146 +49 

社会 共和連合 45 26 -19 

独 jJ_ ＇ 派 22 11 -11 

急 進 党 159 116 -43 

左 翼 急 進 派
I 66 31 -35 

独 J.L ＇ 急 進 派

左 翼 ノ士ヒ‘ 和 派 I I 

99 84 -15 

人 民 民 主 派 ！ 23 23 

゜民主共和連合 77 88 +11 

保 守 派 6 11 + 5 

計 615 618 

（出所） Dupeux, op. cit., p. 138. 
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こ。t
 

一
三
四

こ
の
よ
う
な
左
右
の
政
治
意
識
の
安
定
な
い
し
均
衡
を
再
確
認
し
、
急
進
党
右
派
の
伸
張
を
目
撃
し
た
選
挙
で
、
外
交
問
題
は
ど
の
よ

一
般
に
選
挙
は
国
民
全
体
の
政
治
意
識
の
表
明
の
機
会
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
通
常
、
有
権
者
の
選
択
は
内
政
問
題
に
つ

い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
選
挙
か
ら
外
交
問
題
に
つ
い
て
の
世
論
の
手
掛
り
を
引
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
も
第
二
次
大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
外
交
問
題
に
対
す
る
国
民
の
一
般
的
態
度
は
無
関
心
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と

ロ
カ
ル
ノ
条
約
が
侵
犯
さ
れ
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
事
件
直
後
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
交
問
題
は
選
挙

(
5
)
 

の
主
要
な
争
点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
国
際
政
治
の
奔
流
か
ら
離
れ
自
閉
的
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
各

政
党
の
外
交
の
取
り
扱
い
は
控
え
目
で
あ
り
具
体
性
に
乏
し
か
っ
た
。
従
っ
て
政
党
の
ド
ク
ト
リ
ン
や
政
策
を
、
有
権
者
の
意
見
と
完
全

に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
政
党
が
「
社
会
と
政
府
の
間
に
存
在
す
る
中
心
的
な
中
間
・
媒
介
構
造
」
（
サ
ル
ト
ー

リ
）
で
あ
る
以
上
、
各
政
党
の
綱
領
を
検
討
す
る
こ
と
は
無
意
味
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
は
選
挙
綱
領
の
中
か
ら
外
交
に
関
す
る
項
目

を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

左
翼
は
一
月
に
発
表
さ
れ
た
人
民
連
合
綱
領
を
共
同
の
選
挙
綱
領
と
は
せ
ず
、
独
自
の
綱
領
を
掲
げ
て
第
一
回
投
票
に
臨
ん
だ
。

と
は

い
え
党
と
し
て
の
選
挙
綱
領
を
有
権
者
に
提
示
し
た
の
は
社
共
両
党
の
み
で
あ
っ
た
。
急
進
党
は
「
急
進
党
と
対
外
問
題
」
と
題
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
表
し
て
い
た
と
は
い
え
、
組
織
的
脆
弱
性
ゆ
え
に
全
党
的
綱
領
を
候
補
者
に
強
制
し
え
ず
、
候
補
者
お
よ
び
地
方
委
員

会
の
自
由
裁
鼠
に
委
ね
た
た
め
に
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
綱
領
が
多
か
っ
た
。
共
産
党
の
綱
領
は
戦
争
挑
発
者
た
る
国
際
フ
ァ
シ
ス
ト
の
危
険

を
説
き
、
親
ソ
政
策
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
。
社
会
党
は
平
和
の
政
策
を
説
き
、
軍
縮
会
議
再
開
に
向
け
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ヴ
を
主
張
し
て
い
た
。
急
進
党
は
執
行
委
員
会
の
名
で
、
集
団
安
全
保
障
と
相
互
援
助
と
軍
縮
に
基
づ
く
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
主
要
三
政
党
の
戦
争
と
平
和
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
基
本
的
立
場
は
、
人
民
連
合
綱
領

は
三
六
年
春
に
も
妥
当
し
、

う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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不干渉とフランス世論一寸九三六（渡邊）

A

こ゚

て
し

t

だ
ひ
と
つ
止
目
す
べ
き
点
は
、

望
し
軍
事
力
に
よ
る
平
和
と
安
全
を
訴
え
る
者
も
い
た
。

は
利
目
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

右
翼
陣
営
で
も
選
挙
綱
領
か
ら
、

に
お
け
る
「
平
和
の
擁
護
」

ガ
リ
ー
共
産
党
員
）

の
要
求
項
目
と
合
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ら
直
接
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
左
翼
の
反
応
を
類
推
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

ス
ペ

（
ハ
ン

ス
ペ
イ
ン
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
直
視
せ

し
か
し
「
平
和
の
擁
護
」
は
「
パ
ン
と
自
由
」

の
問
題
の
取
り

扱
い
の
具
体
性
に
比
し
て
抽
象
性
を
否
め
ず
、
綱
領
全
体
の
中
に
占
め
る
比
重
は
小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
選
挙
綱
領
か

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
外
交
政
策
を
窮
知
し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
急
進
党
以
上
に
右
翼
政
党
の
党

と
し
て
の
選
挙
綱
領
は
な
く
、
候
補
者
に
一
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
道
右
派
の
あ
る
候
補
の
よ
う
に
国
際
連
盟
と
集
団
安
全
保

障
を
支
持
し
、
急
進
党
と
同
じ
立
場
を
と
る
者
も
お
れ
ば
、
共
和
連
盟

F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
e
の
候
補
の
よ
う
に
国
際
連
盟
に
失

一
般
に
右
翼
候
補
は
、
国
防
の
強
化
と
同
盟
政
策
と
い
う
伝
統
的
な
外
交
政
策

に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
と
平
和
を
維
持
せ
ん
と
訴
え
て
い
た
が
、
右
翼
と
し
て
の
一
致
し
た
外
交
政
策
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た

ア
ン
リ
・
ド
・
ケ
リ
リ
ス

H
e
n
r
i
d
e
 Kerillis
ら
が
編
集
し
た
国
民
共
和
派
宣
伝
セ
ン
タ
ー

C
e
n
t
r
e
d
e
 

の
。
ヽ
／
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
右
翼
候
補
の
選
挙
戦
に
資
す

p
r
o
p
a
g
a
n
d
e
 d
e
s
 republicains n
a
t
1
0
n
a
u
x

ノ
、

共
産
主
義
の
恐
怖
を
煽
動
し
、
人

る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
『
人
民
戦
線
と
闘
う
た
め
に
』
と
題
さ
れ
た
こ
0
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

民
戦
線
か
ら
利
益
を
得
る
の
は
共
産
党
で
あ
り
、
そ
れ
は
共
和
的
自
由
の
抑
圧
と
内
戦
、
革
命
独
裁
、
対
外
戦
争
を
も
た
ら
す
と
主
張
し

ス
ペ
イ
ン
に
人
民
戦
線
政
府
が
出
現
し
て
以
降
の
混
乱

こ
の
主
張
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
右
翼
・
保
守
紙
は
選
挙
戦
の
間
、

し
た
状
況
を
詳
述
し
、
有
権
者
に
フ
ラ
ン
ス
も
ス
ペ
イ
ン
の
二
の
舞
を
演
ず
る
の
か
と
警
告
を
発
し
て
い
た
。
右
翼
紙
は
「
ム
ル
シ
ア
に

戒
厳
令
」
（
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
）
、
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
銃
撃
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
よ
、

ょ
」
（
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
）
、
「
ア
リ
カ
ン
テ
近
郊
の
教
会
に
放
火
」
（
『
ル
・
ジ
ュ
ー
ル
』
）
、
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
ベ
ラ
・
ク
ー
ン

(
8
)
 

と
書
き
た
て
た
。
『
ル
・
タ
ン
』
で
す
ら
三
月
一
九
日
に
選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

が
？
」
（
『
ル
・
タ
ン
』
）

一
三
五

ど
の
政
党
も
等
し
く
平
和
を
強
く
訴
え
て
い
る
こ
と
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に
反
応
し
た
こ
と
が
指
摘
し
う
る
。
左
翼
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
の
な
か
に
フ
ァ
シ
ス
ト
と
戦
う
民
主
主
義
者
の
シ
ン
ボ
ル
を
見
、
右
翼
は

し
左
右
両
翼
の
反
応
は
、

ヴ
ネ
ル

B
e
r
t
r
a
n
d
d
e
 J
 o
u
v
e
n
e
l
は、 一

般
に
ス
ペ
イ
ン
と
は
闘
牛
と
フ
ラ
メ
ン
コ
の
国
、

イ
ン
ヘ
の
言
及
が
増
え
た
。
『
ル
・
タ
ン
』
は
社
会
的
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
「
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
の
実
験
」
に
つ
い
て
社
説
で
再
三

三
月
一

0
日
以
降
の
騒
動
と
死
傷
者
数
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
、
急
進
党
に
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
を
他
山
の
石
と
す
る
よ
う
に
訴

ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
言
及
は
選
挙
戦
で
は
功
を
奏
さ
ず
、
選
挙
後
に
は
右
翼
紙
の
紙
面
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
記
事
は
消
え
た
が
、
内

戦
が
勃
発
し
て
か
ら
は
政
府
批
判
の
道
具
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
は
ず
で
あ
る
。

選
挙
戦
で
は
『
ル
・
タ
ン
』
や
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
が
内
政
上
の
考
慮
か
ら
ス
ペ
イ
ン
を
取
り
あ
げ
た
が
、

そ
れ
ま
で
ス
ペ
イ
ン

は
三
面
記
事
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
三
一
年
に
開
か
れ
た
植
民
地
博
覧
会
は
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
目
を
海
外
に
見

(10) 

開
か
せ
る
機
会
と
な
っ
た
が
、
当
然
な
が
ら
そ
の
視
野
か
ら
ス
ペ
イ
ン
は
脱
漏
し
て
い
た
。
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
東
の
隣
国
ド

(11) 

イ
ツ
が
一
貫
し
て
関
心
を
引
き
つ
け
た
の
と
対
照
的
に
、
南
の
隣
国
ス
ペ
イ
ン
は
殆
ん
ど
関
心
を
引
き
お
こ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
ス
ペ
イ
ン
が
内
肛
に
苦
し
み
、
国
際
政
治
の
容
体
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
従
っ
て
ご
く
限
ら

(12) 

の
国
で
あ
っ
た
。
こ
れ

れ
た
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
除
き
、

が
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
ス
ペ
イ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
知
識

人
で
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
た
。
も
と
急
進
党
員
で
こ
の
時
期
、
極
右
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
党
に
接
近
し
て
い
た
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
ド
・
ジ
ュ

ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
の
「
認
識
の
極
端
な
不
十
分
さ
」
を
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
に
友

人
を
持
っ
て
い
た
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

S
i
m
o
n
e
d
e
 B
e
a
u
v
o
i
r
で
す
ら
、
三
二
年
の
旅
行
時
に
無
知
か
ら
王
党
派
の
シ

(14) 

ン
ボ
ル
・
カ
ラ
ー
を
染
め
た
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
町
を
歩
き
、
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
罵
詈
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(15) 

と
こ
ろ
が
内
戦
勃
発
後
、
新
聞
・
雑
誌
に
こ
れ
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
の
記
事
が
進
出
し
た
。
し
か

ス
ペ
イ
ン
の
現
実
か
ら
切
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
生
じ
て
い
た
。
第
一
に
左
右
両
翼
と
も
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

と
り
あ
げ
、

(
9
)
 

え
て
い
た
。

メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』

一
三
六
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不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

1932 1936 差

共産党 11 72 +61 

社会党 131 147 +16 

左翼小政党 37 51 +14 

急進党 157 106 -51 

人民戦線派
2 

の無 所属

反人民戦線
6 

派の無所属

中道左派 120 76 -44 
モ デ レ

中道 右派 138 138 

゜右 翼

計 594 598 

（出所） Dupeux, op. cit., p.139. 

フ
ラ
ン
コ
派
の
な
か
に
野
蛮
な
共
産
主
義
と
戦
う
西
洋
文
明
の
擁
護
者
の
シ
ン
ボ
ル
を
見
い
出
し
て
い
た
。
第
二
に
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
は
、

フ
ラ
ン
コ
の
反
乱
を
自
分
自
身
へ
の
攻
撃
と
同
一
視
し
た
。

同
じ
人
民
戦
線
政
府
を
い
た
だ
く
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
政
治
状
況
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
利
用
さ
れ
た
。
左
翼
（
と
く
に
社
共
両
党
）
は
、

(16) 

一
方
選
挙
戦
中
、
「
人
民
戦
線
、
そ
れ
は
戦
争
I
.
」
（
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』

こ
の
予
言
が
適
中
し
た
こ
と
に
勢
い
を
得
、
プ
ル
ム
の
実
験
を
頓
挫
さ
せ
る
た
め
に
ス
ペ
イ

一
般
的
に
は
以
上
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
反
応
を
要
約
し
う
る
が
、
武
器
供
給
問
題
に
対
す
る
左
翼
政
治
集
団

(
1
)

も
っ
と
も
下
院
に
届
け
ら
れ
た
議
会
会
派
の
数
に
よ
れ
ば
、
各
党
の
議
席
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
数
字
は
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
検
討
し
よ
う
。

ン
を
援
引
し
た
。

三
月
二
三
日
）
と
主
張
し
て
き
た
右
翼
は
、

一
三
七

4 -1-137 (香法'84)
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降
の
展
開
を
勘
合
す
れ
ば
、

な
政
策
形
成
に
も
協
議
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ム
は
政
策
決
定
が
党
の
圧
力
か
ら
絶
対
に
自
由
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

首
相
と
し
て
党
の
常
任
執
行
委
員
会

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
Administrative P
e
r
m
a
n
e
n
t
e
 
(
以
下
C
A
P
)

へ
の
出
席
も
と
り
や
め
て
い
た

(
1
)
 

の
で
あ
っ
た
。
武
器
援
助
問
題
が
争
点
で
あ
っ
た
と
き
も
、
社
会
党
は
党
と
し
て
不
干
渉
の
決
定
に
関
与
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
反
応
は
早
か
っ
た
。
社
会
党
は
七
月
二
三
日
、

C
A
P
と
社
会
党
議
員
団
の
名
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
ペ
イ
ン
人
民
と

(
2
)
 

の
連
帯
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
、
月
末
か
ら
は
募
金
活
動
も
開
始
し
た
。
『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
は
既
に
七
月
―
二
日
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

(
3
)
 

で
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
を
フ
ァ
シ
ス
ト
と
反
逆
将
軍
の
プ
ロ
ヌ
ン
シ
ア
ミ
ェ
ン
ト
か
ら
守
る
と
宣
言
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
社
会
党
は
連

帯
行
動
と
い
う
点
で
は
共
産
党
に
先
ん
じ
た
の
で
あ
る
が
、
党
内
に
多
様
な
潮
流
を
抱
え
る
た
め
に
そ
の
後
の
活
動
は
凝
集
力
を
欠
い
た

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

三
三
年
に
社
会
愛
国
主
義
的
右
派
を
除
名
し
た
社
会
党
は
こ
の
時
期
、
中
央
派
と
左
派
の
二
潮
流
四
派
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
国
務

大
臣
か
つ
党
書
記
長
の
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル

P
a
u
l
F
a
u
r
e
の
も
と
に
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
、
ブ
ル
ム
首
相
の
も
と
に
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
（
も

っ
と
も
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
三
六
年
段
階
で
は
敵
然
と
判
別
し
え
ず
、
党
多
数
派
で
あ
る
中
央
派
を
形
成
し
て
い
た
が
、
三
八
年
以

フ
ォ
ー
ル
派
と
ブ
ル
ム
派
と
を
分
け
て
考
え
る
の
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
、

マ
ル
ソ
ー
・
ピ
ヴ
ェ
ー
ル

M
a
r
c
e
a
u
Pivert
を
中
心
と
す
る
革
命
左
派
と
ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー

J
e
a
n
Z
y
r
o
m
s
k
i
を
中
心
と
す
る

社
会
主
義
戦
闘
派
の
四
つ
で
あ
る
。

は
あ
る
が
少
数
の
議
員
を
集
め
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ル
派
が
多
く
の
議
員
と
地
方
の
党
役
員
を
掌
握
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ブ
ル
ム
派
は
有
力
で

ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
と
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
は
、

そ
れ
に
左
派
の
ニ
グ
ル
ー
プ
、

セ
ー
ヌ
や
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ

の
県
連
を
支
配
し
て
い
た
。
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
が
公
式
の
組
識
を
も
た
な
い
の
に
対
し
て
、
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
は
党
内
党
的
存
在
で
あ
り
、

独
自
の
党
員
証
や
党
費
を
制
度
化
し
執
行
部
も
選
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
革
命
左
派
の
一
部
と
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
は
最
も
非
妥
協

的
な
不
干
渉
の
反
対
者
で
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
た
め
の
社
会
主
義
行
動
委
員
会

C
o
m
i
t
e
d'Action Socialiste 
p
o
u
r
 l'Espagne 
(
以
下

一
四
〇

4 -1-140 (香法'84)



不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

フ
ォ
ー
ル
派

C
A
S
P
E
)
」
を
組
織
し
て
行
動
し
た
。
こ
れ
以
外
の
潮
流
は
論
理
を
異
に
す
る
と
は
い
え
不
干
渉
を
支
持
し
た
。

平
和
主
義
と
反
共
産
主
義
の
論
理
か
ら
積
極
的
に
不
干
渉
を
支
持
し
、

承
支
持
し
、

ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
は
絶
対
平
和
主
義
や
ス
ペ
イ
ン
革
命
を
圧
殺
す
る
帝
国
主
義
戦
争
反
対
の
立
場
か
ら
不
干
渉
を
支
持
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
四
潮
流
に
つ
い
て
順
に
分
析
を
加
え
よ
う
。

国
務
大
臣
の
フ
ォ
ー
ル
は
不
干
渉
の
決
定
に
は
主
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
な
い
が
、
全
面
戦
争
を
恐
れ
る
外
相
の
意
見
を
支
持
し
て
不

(
6
)
 

干
渉
を
擁
護
し
た
。
こ
の
後
フ
ォ
ー
ル
は
社
会
党
内
で
最
も
積
極
的
な
不
干
渉
の
擁
護
者
と
な
り
、
プ
ル
ム
を
援
護
し
た
の
で
あ
る
。
フ

ォ
ー
ル
は
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
不
干
渉
を
支
持
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
書
記
局
発
行
の
週
刊
紙
『
ル
・
ビ
ュ
ル
タ
ン
・
ソ
シ
ア

リ
ス
ト
』

の
な
か
で
、

一
四 フ

ォ
ー
ル
派
は
反
戦

ブ
ル
ム
派
は
状
況
に
押
さ
れ
仏
英
協
調
を
維
持
す
る
た
め
不
承
不

か
れ
は
「
プ
ル
ム
政
府
は
平
和
を
救
っ
た
」
、
「
中
立
政
策
は
平
和
を
救
っ
た
」
と
繰
り
返
し
訴
え
て
い
た
し
、
地

(
7
)
 

方
集
会
で
も
「
ブ
ル
ム
政
府
は
戦
争
を
阻
止
し
た
」
、
「
わ
れ
わ
れ
は
戦
争
を
後
退
さ
せ
た
」
と
発
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
か
れ
は

ス
ペ
イ
ン
に
干
渉
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
国
境
で
戦
争
が
お
こ
り
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
絶
滅
を
意
味
す
る
と
考
え
た
こ
と
を
戦

(
8
)
 

後
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
フ
ォ
ー
ル
の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
よ
り
劣
勢
で
あ
り
、
戦
争
の
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
敗
北
す

の
意
図
は
仏
独
戦
争
を
惹
き
起
こ
し
、
世

る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
干
渉
を
主
張
す
る
共
産
党

(11
ソ
連
）

界
革
命
な
い
し
独
ソ
戦
の
回
避
に
資
す
る
こ
と
だ
と
同
僚
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
敗
北
主
義
と
反
共
産
主
義
に
色
ど
ら
れ
た

平
和
主
義
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
ル
は
不
干
渉
を
支
持
し
た
が
、
か
れ
の
立
場
は
多
く
の
社
会
党
員
に
影
響
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
指
導
者
と

(
9
)
 

し
て
は
尊
敬
さ
れ
つ
つ
も
貴
族
的
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
め
に
ミ
リ
タ
ン
か
ら
慕
わ
れ
な
い
ブ
ル
ム
と
比
べ
て
、
フ
ォ
ー
ル
は
ミ
リ
タ
ン
に

人
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ル
が
党
書
記
長
と
し
て
各
支
部
を
精
力
的
に
巡
回
し
、
各
県
連
の
書
記
や
社
会
主
義
青
年

4 -1-141 (香法'84)



る
と
主
張
し
て
介
入
に
反
対
し
た
。

こ

へ
の
介
入
に
強
く
反
対
し
た
。

ス
ピ
ナ
ス
国
民
経
済
相
は
ス
ペ
イ
ン
に
介
入
す
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
が
国
際
紛
争
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

代
表
的
な
フ
ォ
ー
ル
派
に
は
イ
ゼ
ー
ル
県
の
下
院
議
員
ジ
ュ
ス
タ
ン
・
ア
ル
ノ
ル

Justin
A
r
n
o
!
、

ン
県
の
下
院
議
員
ル
イ
・
レ
ヴ
ェ
デ

L
o
u
i
s
L
'
H
e
v
e
d
e
r
、
J
S
の
総
裁
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
シ
ョ
シ
ョ
ワ

B
e
r
n
a
r
d
C
h
o
c
h
o
y
、
小
学
校
教

員
組
合
書
記
長
ア
ン
ド
レ
・
デ
ル
マ
ス

A
n
d
r
e
D
e
l
m
a
s
ら
が
い
た
。

ア
ル
ノ
ル
は
危
機
的
な
国
際
状
況
の
中
で
世
論
が
冷
静
さ
を
保
っ
た
こ
と
、
共
産
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
民
が
平
和

(10) 

に
希
望
を
託
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
九
月
以
降
に
は
ド
フ
ィ
ネ
地
方
の
人
々
が
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
公
然
と
支
持
し
、

員
の
間
で
影
孵
力
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
紛
争
を
二
つ
の
全
体
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
抗
争
と
見
な
し
、

レ
ヴ
ェ
デ
は
ミ
リ
タ
ン
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
影
饗
力
も
あ
る
議
員
で
あ
っ
た
。

の
意
志
と
共
産
党
へ
の
不
信
、
不
干
渉
の
擁
護
と
い
う
点
で
は
書
記
長
を
凌
駕
し
て
い
た
。

か
れ
は
共
産
党
の

か
れ
は
平
和
へ

「
フ
ラ
ン
ス
戦
線

F
r
o
n
t

F
r
a
n
~
a
i
s

」
を
批
判
す
る
論
説
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
共
産
党
の
新
戦
術
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
侵
略
か
ら
ロ
シ
ア
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
社
会
主
義
者
は
戦
争
の
不
可
避
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
対
立
ブ
ロ
ッ
ク
の
衝
突
を
促
す
「
妄
想
」
を
広
め
る
こ
と
を

拒
否
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
平
和
こ
そ
が
フ
ラ
ン
ス
の
尊
厳
と
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
点
で
満
場
一
致
で
あ
る
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

こ
で
は
直
接
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
が
論
理
は
同
じ
で
あ
り
、

に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

シ
ョ
シ
ョ
ワ
は
フ
ォ
ー
ル
の
友
人
で
大
臣
官
房
の
一
員
で
も
あ
っ
た
。

「
共
産
党
の
新
戦
術
」
と
い
う
語
句
を
「
共
産
党
の
干
渉
要
求
」

か
れ
は

J
S
（
二
八

0
0
0人
）
の
機
関
紙
『
青
年
の
叫
び

L
e

ス
ペ
イ
ン

独
伊
と
ソ
連
と
の
争
い
に
巻
き
こ
ま
れ
な
い
党
固
有
の

「
平
和
の
政
策
」
を
政
府
に
求
め
て
い
る
と
語
っ
た
。

ル
ー
ケ
ロ
ル
は
社
会
党
議

こ
れ
ら
の
議
員
は
同
時
に
県
連
の
書
記
で
も
あ
っ
た
。

ン
・
ル
ー
ケ
ロ
ル

F
e
r
n
a
n
d
R
o
u
c
a
y
r
o
l
、
コ
レ
ー
ズ
県
出
身
の
国
民
経
済
相
シ
ャ
ル
ル
ス
ピ
ナ
ス

C
h
a
r
l
e
s
S
p
i
n
a
s
s
e
、

団
J
e
u
n
e
s
s
e
s
 Socialistes 
(
以
下
J
S
)

エ
ロ
ー
県
の
下
院
議
員
フ
ェ
ル
ナ

の
リ
ー
ダ
ー
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
負
っ
て
い
る
。

一
四

モ
ル
ビ
ア
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幻

ブ

ル

ム

派

,
1
,
 

月
上
旬
に
開
か
れ
た
J
S
の
研
修
週
間
合
宿

S
e
m
a
i
n
e
d
'
E
t
u
d
e
s
 (
全
国
か
ら
二

0
0名
以
上
の
代
表
が
参
加
）
を
振
り
返
っ
て
シ
ョ
シ

ョ
ワ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

J
S
は
共
和
国
防
衛
の
た
め
に
戦
う
ス
ペ
イ
ン
の
兄
弟
へ
の
連
帯
と
共
鳴
を
再
確
認
し
た
。
か
れ
ら

フ
ラ
ン
ス
の
民
主
主
義
と
自
由
と
平
和
の
運
命
は
か
れ
ら
の
勝
敗
に
か
か
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
か

ら
要
求
さ
れ
た
精
神
的
物
質
的
援
助
を
与
え
な
い
な
ら
そ
れ
は
裏
切
り
で
あ
る
と
す
ら
述
べ
、
国
際
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
フ
ラ
ン
コ
の
側
に
あ

(12) 

る
の
に
わ
れ
わ
れ
は
中
立
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ョ
シ
ョ
ワ
と
い
え
ど
も
参
会
し
た
青
年
層
の
国
際
主

義
的
反
応
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
か
か
る
立
場
も
共
産
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
激
化
と
ブ
ル
ム
の
リ
ュ

ナ
・
パ
ル
ク
演
説
後
に
は
後
退
し
、

J
S
指
導
部
は
積
極
的
な
不
干
渉
支
持
に
回
る
の
で
あ
る
。

デ
ル
マ
ス
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
フ
ォ
ー
ル
派
の
論
理
を
隠
述
す
れ
ば
、
二
つ
の
全
体
主
義
の
抗
争
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
紛
争

に
対
し
、
好
戦
派
の
共
産
勢
力
と
一
線
を
画
し
、
政
策
と
し
て
戦
争
を
受
け
い
れ
る
こ
と
を
峻
拒
し
、
平
和
主
義
を
不
可
侵
の
原
理
と
し

て
掲
げ
、
不
干
渉
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
の
ち
の
宥
和
主
義
を
予
告
し
て
い
る
。
時
期
的
に
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ル
派
の

態
度
が
明
確
に
形
成
さ
れ
る
の
は
、

(13) 

あ
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
号
事
件
（
後
述
）

ブ
ル
ム
の
側
近
か
ら
な
る
ブ
ル
ム
派
は
不
干
渉
の
決
定
に
直
接
干
与
し
、
権
力
の
責
任
を
分
有
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

の
戦
い
は
わ
れ
わ
れ
の
戦
い
で
あ
り
、

C
r
i
 d
e
s
 J
 e
u
n
e
s
』
を
通
じ
て
、
青
年
層
を
フ
ォ
ー
ル
派
に
吸
引
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
機
関
紙
に
は
平
和
主
義
と
反
共
産
主
義
、

不
干
渉
支
持
と
書
記
長
へ
の
讃
辞
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

フ
ォ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
魂
と
讃
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

八
月
の

J
S
は
い
ま
だ
不
干
渉
に
反
対
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

八
月
上
旬
の
書
記
長
の
慎
重
な
態
度
が
影
饗
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
八

に
よ
る
ド
イ
ツ
の
脅
し
と
共
産
党
の
煽
動
が
激
化
し
た
八
月
下
旬
で

か
れ
ら
の
多
く

一
四
三
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以
上
、

は
不
干
渉
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ル
ム
と
親
密
な
関
係
に
あ
り
首
相
の
苦
悩
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
禁
輸
反
対
の
矛
先

も
鈍
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
で
も
か
れ
ら
の
間
か
ら
不
干
渉
へ
の
批
判
が
間
欠
的
に
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。

『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』

の
編
集
長
オ
レ
ス
ト
・
ロ
ー
ザ
ン
フ
ェ
ル

O
r
e
s
t
e
R
o
s
e
n
f
e
l
d
は
初
め
政
府
の
政
策
に
留
保
を
示
し
て
い
た

が
、
八
月
下
旬
に
は
擁
護
に
転
じ
た
。

タ
ン
に
同
情
的
で
、

か
れ
は
八
月
九
日
の
サ
ン
・
ク
ル
ー
平
和
大
集
会
で
「
ス
ペ
イ
ン
に
飛
行
機
を
」
と
叫
ん
だ
ミ
リ

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
が
何
で
あ
る
か
を
知
り
た
け
れ
ば
バ
ダ
ホ
ス
を
見
よ
と
、
フ
ラ
ン
コ
軍
に
よ
る
虐
殺
に
抗
議
を

し
も
し
た
。
し
か
し
八
月
一
八
日
に
ド
イ
ツ
商
船
カ
メ
ル
ー
ン
号
が
共
和
国
軍
艦
に
停
船
を
命
じ
ら
れ
、
臨
検
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
緊
張
が
イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、

ン
フ
ェ
ル
は
ブ
ル
ム
の
平
和
の
論
理
を
受
け
い
れ
る
の
で
あ
る
。

ソ
連
の
不
干
渉
協
定
の
受
諾
に
よ
っ
て
弛
緩
す
る
に
つ
れ
て
、

か
れ
は
政
府
の
外
交
政
策
の
国
際
的
成
功
を
た
た
え
、
仏
・
英
・
ソ
三

国
が
平
和
の
政
策
を
強
力
に
続
行
す
る
こ
と
を
訴
え
、
人
民
戦
線
政
府
が
戦
争
を
後
退
さ
せ
平
和
を
行
き
渡
ら
せ
る
目
的
の
た
め
に
献
身

(15) 

す
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
オ
リ
オ
ー
ル

V
i
n
c
e
n
t
A
u
r
i
o
l
蔵
相
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
モ
ネ

G
e
o
r
g
e
s
M
o
n
n
e
t
農
相
は
、
沈
黙
し
て
多
く
を
語
ら
な

か
っ
た
。
オ
リ
オ
ー
ル
は
近
年
公
表
さ
れ
た
八
月
―
二
日
付
け

（
不
干
渉
決
議
の
四
日
後
）

の
ブ
ル
ム
ヘ
の
手
紙
の
中
で
、
中
立
に
加
わ

っ
た
と
き
の
苦
し
い
胸
中
を
語
っ
て
い
る
。
蔵
相
は
初
め
決
し
て
介
入
を
考
え
な
か
っ
た
が
、
反
徒
が
さ
る
外
国
の
援
助
を
受
け
て
い
る

ス
ペ
イ
ン
の
正
統
政
府
を
フ
ラ
ン
ス
が
支
援
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
戦
争
の
危
険
を
避
け
共
和
フ
ラ
ン
ス
を

守
る
必
要
性
が
中
立
の
立
場
を
フ
ラ
ン
ス
に
と
ら
せ
た
こ
と
を
理
解
し
た
オ
リ
オ
ー
ル
は
、
渋
々
中
立
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
列
強

の
中
立
は
た
だ
ち
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
外
交
交
渉
は
進
捗
を
見
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
蔵
相

は
、
不
干
渉
の
フ
ラ
ン
ス
提
案
へ
の
回
答
と
中
立
を
保
証
す
る
組
織
を
即
時
に
要
求
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
、
さ
も
な
く
ば
不
干
渉
が
「
い

(16) 

ん
ち
き
の
取
引

le
jeu d
e
 d
u
p
e
s
」
に
堕
す
と
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
蔵
相
の
態
度
は
自
己
が
属
す
る
県
連
の
機
関
紙
の
不

一
四
四

ロ
ー
ザ
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か
れ
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
力
が
平
和
の
中
心
部
分
た
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、

(22) 

が
国
際
連
盟
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
総
理
府
の
国
務
次
官
で
一
―
月
か
ら
内
務
大
臣
を
務
め
る
マ
ル

ク
ス
・
ド
ル
モ
ワ

M
a
r
x
D
o
r
m
o
y
は、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
既
に
介
入
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア

(23) 

と
同
じ
自
由
を
行
使
す
る
権
利
を
も
つ
し
「
内
外
の
独
裁
に
決
し
て
屈
し
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
三
七
年
に
は
「
平
和
の
理
想
」

を
訴
え
て
不
干
渉
を
熱
心
に
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。

に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。

―
二
月
に
は
、

干
渉
批
判
を
止
め
さ
せ
ず
、
間
接
的
に
不
満
を
表
明
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
モ
ネ
は
八
月
初
め
の
集
会
で
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
が

勝
利
す
る
希
望
を
表
明
し
た
が
、
九
月
に
は
暴
力
と
戦
争
の
心
理
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
弱
め
つ
つ
あ
る
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
的
平
和
的

(17) 

伝
統
に
忠
実
で
あ
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
三
七
年
二
月
の
県
連
大
会
で
は
次
の
よ
う
に
政
府
の
立
場
を
弁
護

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
介
入
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
を
惹
起
し
た
ろ
う
し
、

は
今
日
も
不
変
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
わ
れ
わ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
。
こ
の
見
解

モ
ネ
は
当
時
の
ブ
ル
ム
の
行
動
を
独
伊
の
連
合
と
国
内
世
論
の
不
二
致
に
直
面
し
、

(18) 

で
進
軍
す
る
危
険
を
回
避
し
た
愛
国
主
義
の
発
露
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

社
会
党
最
大
の
県
連
で
あ
る
ノ
ー
ル
県
出
身
の
労
相
ジ
ャ
ン
1
1

バ
テ
ィ
ス
ト
・
ル
バ

Jean‘Baptiste
L
e
b
a
s
も
ス
ペ
イ
ン
問
題
で
は

沈
黙
し
た
が
、
県
連
機
関
紙
は
「
唯
一
可
能
な
政
策
」
だ
と
積
極
的
に
不
干
渉
を
擁
護
し
、
干
渉
政
策
は
人
民
戦
線
を
解
体
さ
せ
仏
英
両

国
を
引
き
離
し
戦
争
の
脅
威
を
高
め
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
党
の
権
威
あ
る
外
交
問
題
の
専
門
家
で
下
院
外
交
委
員
会
副
委
員
長
で
も

(19) 

あ
る
サ
ロ
モ
ン
・
グ
ラ
ン
バ
ッ
ク

S
a
l
o
m
o
n
G
r
u
m
b
a
c
h
は
、
独
伊
の
介
入
に
気
を
も
み
つ
つ
も
状
況
が
強
い
た
不
干
渉
を
黙
認
し
た
。

か
れ
は
世
界
の
平
和
諸
勢
力
が
団
結
し
て
対
処
し
な
い
な
ら
、
フ
ァ
シ
ス
ト
独
裁
レ
ジ
ー
ム
に
よ
る
国
際
連
盟
へ
の
挑
戦
と
王
党
反
動
と

(20) 

結
託
し
た
反
逆
将
軍
に
よ
る
共
和
国
襲
撃
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
奈
落
に
導
く
道
程
と
な
る
こ
と
を
認
め
は
す
る
。
し
か
し
他
方
で
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
仏
独
両
国
間
の
「
平
和
を
維
持
す
る
い
か
な
る
可
能
性
も
無
視
し
な
い
」
と
語
る
と
き
、
グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
は
ブ
ル
ム
の
立
場

八
月
初
め
は
な
お
不
干
渉
に
留
保
を
示
し
、

一
四
五
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両
者
の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
位
置
づ
け
の
差
に
起
因
し
て
い
る
。

ブ
ル
ム
の
対
応
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ム
派
に
と
っ
て
不
干
渉
の
決
定
は
苦
渋
に
満
ち
た
選
択
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ム
派
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
を
支
持
し
そ
の
勝
利
を
望
ん
で
い
た
が
、
政
権
担
当
者
に
余
儀
な
く
さ
れ
る
現
実
主
義
的
要
請
と

か
れ
ら
自
身
の
平
和
主
義
か
ら
不
干
渉
を
渋
々
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
仏
英
協
調
を
重
視
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、
他
方
で
モ
ネ

や
グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
不
干
渉
の
決
定
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
責
任
に
言
及
す
る
こ
と
で
不
満
を
相
殺
す
る
も
の
も
い
た
。
不
干

渉
採
択
後
ブ
ル
ム
派
は
平
和
主
義
の
論
理
を
前
面
に
押
し
出
し
て
正
統
化
を
図
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
不
干
渉
は
か
れ
ら
の
心
に
触
れ
ら
れ

ブ
ル
ム
派
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
合
法
的
な
共
和
政
府
に
対
す
る
軍
部
反
動
派
の
反
乱
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
内
戦
の
階
級
性
や

(24) 

革
命
的
性
格
を
重
視
し
た
の
が
次
に
述
べ
る
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
と
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
の
党
内
左
派
で
あ
る
。
も
っ
と
も
両
派
の
反
応
は
対
踪

的
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
社
会
党
左
派
の
二
人
の
指
導
者
の
溝
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
ヴ
ェ
ー
ル
も
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
も
共
に
反
乱
軍
の
背
後
に
国
際
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
存
在
を
見
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
が
必
要
と
し
て
い
る
物

的
技
術
的
手
段
を
供
給
す
る
よ
う
に
訴
え
た
が
、
こ
れ
以
外
の
点
で
は
両
者
は
態
度
を
異
に
し
た
。
政
府
の
一
員
で
も
あ
り
平
和
主
義
と

国
際
主
義
の
間
で
引
き
裂
か
れ
た
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
が
不
干
渉
を
擁
護
し
た
の
に
対
し
て
、
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
は
不
干
渉
を
恥
ず
べ
き
降
服
と
捉

え
た
。
そ
れ
に
武
器
の
供
給
方
法
に
し
て
も
両
者
は
異
な
っ
て
い
た
。
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
は
直
接
、
政
府
が
武
器
を
引
き
渡
す
よ
う
に
求
め

た
。
と
こ
ろ
が
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
は
武
器
供
給
競
争
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戦
争
が
勃
発
す
る
危
険
を
告
発
し
、
帝
国
主
義
的
な
全
面
戦
争
を
避

け
る
た
め
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
を
介
し
て
で
は
な
く
て
、
直
接
、
労
働
者
の
手
で
武
器
援
助
を
な
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は

(3) 

左

派

た
く
な
い
傷
を
残
し
た
と
言
い
う
る
。

一
四
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さ
ら
に
絶
対
平
和
主
義
に
執
着
す
る
モ
デ
ィ
ア
ー
ノ
夫
妻

H
e
l
e
n
e
et R
e
n
e
 M
o
d
i
a
n
 0
に
と
っ
て
、
援
助
政
策
は
神
聖
連
合

U
n
i
o
n

(29) 

sacree
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
が
ブ
ル
ム
政
府
の
再
軍
備
政
策
を
非
難
し
た
こ
と
に
も
明
ら
か
な
よ
う

か
れ
ら
は
革
命
的
敗
北
主
義
や
絶
対
平
和
主
義
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
を
仲
介
す
る
ス
ペ
イ
ン
支
援
の
考
え
を
拒
否
し
、
帝
国
主
義

戦
争
を
押
し
と
ど
め
る
も
の
と
し
て
不
干
渉
を
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
個
性
の
強
い
知
識
人
の
集
合
で
あ
る
革

(30) 

命
左
派
に
と
っ
て
、
戦
争
と
革
命
を
め
ぐ
る
理
論
的
ア
ポ
リ
ア
と
な
っ
た
。

不
干
渉
の
最
も
非
妥
協
的
な
反
対
者
で
あ
っ
た
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
は
、
七
月
三
一
日
の
ジ
ョ
レ
ス
追
悼
集
会
で
政
府
の
中
立
政
策
を
批
判

(31) 

し
共
和
派
に
武
器
を
送
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
か
れ
は
八
月
四
日
付
け
の

に
ヽ

え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
民
兵
を
組
織
し
、

な
い
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
に
反
対
し
、

衆
の
直
接
行
動
を
訴
え
た
。

『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』

の
中
で
、

一
四
七

そ
の
立
場
を
明
確
に
し
て

一
切
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ス

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
中
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
社
会
主
義
の
戦
い
を
見
た
。
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
象
徴
さ
れ

(25) 

る
よ
う
に
、
内
戦
を
革
命
と
捉
え
た
。
「
ス
ペ
イ
ン
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
世
界
革
命
の
難
攻
不
落
の
砦
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

革
命
を
押
し
潰
さ
ん
と
す
る
帝
国
主
義
戦
争
に
反
対
し
た
。
内
戦
が
国
際
的
戦
争
に
発
展
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ら
解
放

(26) 

さ
れ
る
た
め
に
戦
争
に
同
意
す
る
こ
と
」
を
「
最
悪
か
つ
非
常
識
な
考
え
」
だ
と
し
て
却
け
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
全
面
戦
争
を
も
辞
さ

八
月
八
日
の
決
定
（
不
干
渉
決
議
）
が
帝
国
主
義
戦
争
の
勃
発
を
回
避
し
た
と
評
価
し
、
ブ
ル
ム
を
讃

ス
ペ
イ
ン
革
命
を
支
援
し
、
帝
国
主
義
戦
争
を
阻
止
す
る
労
働
者
大

(27) 

ス
ペ
イ
ン
革
命
を
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
革
命
の
触
媒
と
見
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
革
命
左
派
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ゲ
ラ
ン

Daniel
G
u
e
r
i
n
の
立
場
も
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
「
ス
ペ
イ
ン
革
命
を
援
助
す
る
最
良
の
方
法
は
、

(28) 

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
革
命
を
押
し
進
め
る
こ
と
だ
」
と
考
え
た
。
そ
れ
で
革
命
左
派
の
同
志
が
、

ペ
イ
ン
と
の
連
帯
に
捧
げ
る
の
を
悔
や
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
ゲ
ラ
ン
も
自
己
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
を
優
先
す
る

立
場
は
、
間
接
的
に
不
干
渉
支
持
を
結
果
し
た
と
言
い
う
る
。

ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
は
、

こ
の
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仏
・
英
・
ソ
三
国
の
反
ヒ
ト
ラ
ー
軍
事
同
盟
の
支
持
へ
と
進
む
の
は
、

ル
イ
・
レ
ヴ
ィ

L
o
u
i
s
L
e
v
y
ら
は
C
A
S
P

い
る
。
か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
政
府
の
援
助
要
請
に
好
意
的
に
答
え
る
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
権
利
で
あ
る
と
述
べ
、
「
国
際
法
、
国
際

連
盟
規
約
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
国
の
連
帯
の
要
請
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
国
際
連
帯
と
い
う
義
務
、
国
益
と
安
全
保
障
」
な
ど
を
そ
の

根
拠
と
し
て
あ
げ
た
。
か
れ
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト
の
勝
利
は
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
独
裁
の
拡
大
」
と
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ

(32) 

る
フ
ラ
ン
ス
の
「
包
囲
」
を
意
味
し
た
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
か
れ
は
政
府
に
武
器
の
援
助
を
執
拗
に
求
め
た

の
で
あ
る
。
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
本
質
を
、
国
際
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
主
主
義
と
の
闘
い
と
考
え
て
い
た
。
従
っ
て
か
れ
が

に
行
動
の
自
由
を
与
え
て
い
る
と
平
和
主
義
潮
流
を
批
判
し
も
し
た
。
こ
の
よ
う
な
か
れ
の
立
場
は
共
産
党
に
最
も
近
か
っ
た
。
し
か
し

ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
に
も
論
理
上
の
曖
昧
さ
が
あ
っ
た
。

か
れ
は
反
ヒ
ト
ラ
ー
軍
事
同
盟
が
、
旧
式
の
軍
事
同
盟
に
堕
し
て
は
な
ら
な
い
と
も

述
べ
て
矛
盾
を
示
し
た
。
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
も
、
紛
争
を
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
と
定
義
し
た
か
と
思
え

ば
他
方
で
紛
争
の
革
命
的
性
格
に
言
及
し
も
し
た
し
、

か
も
明
示
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
な
の
か
革
命
的
社
会
主
義
な
の

か
か
る
論
理
的
曖
昧
性
に
組
織
的
脆
弱
性
が
付
加
さ
れ
た
。
既
述
の
よ
う
に
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
は
ピ

ヴ
ェ
ー
ル
派
と
異
な
り
、
自
己
の
組
織
を
も
た
な
か
っ
た
。
依
拠
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
機
関
誌
『
社
会
主
義
戦
闘

Bataille
Socialiste』

で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
六
年
―
一
月
に
、
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
は
最
も
親
し
い
協
力
者
で
不
干
渉
を
容
認
す
る
ブ
ラ
ッ
ク

B
r
a
c
k
e
を
説
得
し
え

(33) 

ず
、
機
関
誌
の
編
集
か
ら
降
り
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
の
指
導
力
に
も
限
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ジ
ロ
ム
ス
キ

ス
ペ
イ
ン
救
援
組
織
で
あ
っ
た
。

三
七
年
初
め
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
と
革
命
左
派
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
コ
リ
ネ

M
i
c
h
e
l
Collinet
、

レ
ッ
ト
・
オ
ー
ド
リ

Colette
A
u
d
r
y
、
中
央
派
の
ジ
ャ
ン
・
ロ
ン
ゲ

J
e
a
n
L
o
n
g
u
e
t
、

ー
が
依
拠
し
た
の
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム

ジ
ャ
ン
・
プ
ラ
デ
ル

J
e
a
n
P
r
a
d
e
r、

E
を
組
織
し
て
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
批
判
し
た
。

C
A
S
P
E
は
労
働
団
体
に
ス
ペ
イ
ン
政
府
へ
の
補
給
を
保
証
し
、
反
徒
へ
の
補

コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
抽
象
的
な
平
和
主
義
は
、

一
四
八

コ
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タ
ン
に
自
己
の
能
力
に
応
じ
て
物
的
財
政
的
個
人
的
援
助
を
ス
ペ
イ
ン
人
民
に
与
え
る
よ
う
求
め
、
ま
た
政
府
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
シ

(35) 

ス
ト
を
粉
砕
す
る
物
的
手
段
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
コ
リ
ネ
は
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
に
か
れ
が
政
府
に
留
ま
る
こ
と
は
、
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策

支
持
を
意
味
す
る
の
で
政
府
を
去
る
よ
う
求
め
た
。

C
A
S
P
E
書
記
長
の
プ
ラ
デ
ル
は
、
政
府
に
対
す
る
労
働
者
の
直
接
行
動
を
訴
え

る
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
の
原
則
（
ブ
ル
ム
政
府
1
1

ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
を
意
味
）
と
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
が
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と

の
矛
盾
を
指
摘
し
、
労
働
者
の
小
規
模
な
援
助
で
は
な
く
て
人
民
戦
線
政
府
に
よ
る
大
規
模
な
援
助
を
要
求
し
た
。
同
時
に
プ
ラ
デ
ル
は
、

(36) 

フ
ラ
ン
ス
の
国
家
的
安
全
と
い
う
論
理
で
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
援
助
を
主
張
す
る
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
や
共
産
党
を
批
判
し
も
し
た
。

月
に
し
て
の
「
最
初
の
敗
北
」

ル
ム
派
か
ら

C
A
S
P
E
に
参
加
し
た
唯
一
の
ミ
リ
タ
ン
で
あ
っ
た
。

(37) 

で
あ
る
と
見
な
し
た
。

そ
れ
で
も
「
一
方
的
中
立
」
を
「
恥
ず
べ
き
喜
劇
」
と
形
容
し
、

全
な
中
立
、

さ
も
な
く
ば
仏
英
両
政
府
は
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
必
要
と
し
て
い
る
物
資
を
売
却
す
べ
き
だ
」
と
不
干
渉
を
非
難
し
た
。

(38) 

ゲ
も
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
の
運
命
と
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
を
同
一
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

C
A
S
P
E
は
タ
ン
ダ
ン
ス

(39) 

t
e
n
d
a
n
c
e
を
異
に
す
る
集
ま
り
ゆ
え
に
、
ブ
ル
ム
1
1

フ
ォ
ー
ル
派
の
中
央
多
数
派
の
壁
を
食
い
破
れ
ず
具
体
的
成
果
も
生
ま
な
か
っ
た
。

ム
ス
キ
ー
と
は
理
解
を
異
に
し
て
い
た
。

一
四
九

ロ
ン

給
を
妨
げ
る
た
め
の
自
律
的
活
動
を
求
め
、
プ
ル
ム
政
府
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
封
鎖
政
策
の
撤
回
と
通
商
の
自
由
を
求
め
た
。
と
こ
ろ
が

C

(34) 

A
S
P
E
は
イ
ギ
リ
ス
の
同
意
を
え
る
よ
う
努
め
つ
つ
、
封
鎖
撤
回
を
政
府
に
求
め
る
と
い
う
撞
着
を
示
し
た
。

C
A
S
P
E
と
い
え
ど

フ
ラ
ン
ス
が
単
独
で
行
動
し
え
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
コ
リ
ネ
、
プ
ラ
デ
ル

ら
の
革
命
左
派
は
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
の
平
和
主
義
を
批
判
し
は
す
る
が
、
内
戦
自
体
の
位
置
づ
け
で
は
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
と
一
致
し
て
お
り
、
ジ
ロ

も
イ
ギ
リ
ス
の
協
力
な
し
に
、

コ
リ
ネ
は
反
禁
輸
闘
争
を
大
衆
的
革
命
行
動
の
槙
粁
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

か
れ
は
ミ
リ

か
れ
は
不
干
渉
政
策
を
、
ブ
ル
ム
が
政
権
に
就
い
て
わ
ず
か
ニ
カ

ロ
ン
ゲ
は
他
の

C
A
S
P
E
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
穏
か
な
ト
ー
ン
で
は
あ
っ
た
が
、

バ
ダ
ホ
ス
の
悲
劇
・
独
伊
の
援
助
と
い
う
事
実
を
前
に
し
て
「
即
時
完

レ
ヴ
ィ
は
ブ
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以
上
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
位
置
づ
け
を
異
に
す
る
主
要
四
グ
ル
ー
プ
の
態
度
を
見
て
き
た
が
、
春
の
選
挙
結
果
と
各
県
連
の
ス
ペ
イ
ン
問

(40) 

題
へ
の
対
応
を
政
治
社
会
学
的
手
法
で
検
討
し
た
グ
リ
ー
ン
は
、
注
目
す
べ
き
結
論
を
提
出
し
て
い
る
。
第
一
に
県
の
産
業
構
造
よ
り
も

党
指
導
部
や
県
連
の
幹
部
（
た
い
て
い
は
国
会
議
員
）
の
個
人
的
立
場
が
、
県
連
の
態
度
を
決
定
す
る
因
子
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ル
派
は

有
力
な
県
連
を
掌
握
し
て
お
り
、
少
く
と
も
六
二
名
の
議
員
の
支
持
を
集
め
て
い
た
。

C
A
S
P
E
を
支
持
し
た
議
員
は
わ
ず
か
三
名
で

あ
っ
た
。
議
員
の
か
か
る
反
応
は
一
般
党
員
の
態
度
決
定
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
党
員
数
が
上
昇
し
た
県
連
は
左
派
の
強

い
県
連
に
多
か
っ
た
。
社
会
党
も
春
の
総
選
挙
後
、
党
員
数
は
共
産
党
よ
り
劣
る
と
は
い
え
増
加
し
、
五
月
の
―
二
万
七
千
人
か
ら
一
―

(41) 

月
に
は
二

0
万
人
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
左
派
の
強
い
県
連
は
一
般
に
選
挙
で
は
弱
体
で
あ
り
、
し
か
も
全
社
会
党

議
員
の
六

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
選
出
し
た
県
連
が
党
員
の
過
半
数
を
擁
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
有
力
県
連
は
ブ
ル

ム
1

1

フ
ォ
ー
ル
派
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
左
派
県
連
の
党
員
増
加
も
、
中
央
多
数
派
を
脅
か
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
第
二
に
ブ
ル
ム
1
1

フ
ォ
ー
ル
派
を
中
心
と
し
た
党
多
数
派
は
不
干
渉
を
支
持
し
た
が
、
こ
の
多
数
派
は
異
質
で
熱
烈
支
持
か

ら
忍
従
ま
で
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
既
に
の
ち
の
多
数
派
分
裂
の
芽
が
胚
胎
し
て
い
る
と
言
い
う
る
。
第
三
に
不
干

渉
に
反
対
し
た
の
は
下
院
議
員
が
い
な
く
て
、
か
つ
共
産
党
の
挑
戦
に
直
面
し
た
県
連
と
ス
ペ
イ
ン
国
境
に
近
い
県
連
、
そ
れ
に
将
来
の

選
挙
で
勝
つ
見
込
み
の
な
い
議
会
政
治
の
う
え
で
は
無
力
の
小
規
模
な
県
連
に
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
の
結
論
は
、
三
六
年
―
一
月
と
翌
年
二
月
の
全
国
評
議
会
の
曖
昧
で
具
体
性
の
乏
し
い
決
議
に
よ
っ
て
再
確
認

．．．．．．． 

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
評
議
会
は
満
場
一
致
で
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
へ
の
武
器
売
却
を
政
府
に
要
求
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
一
致

し
た
が
、
こ
の
動
議
は
、

す
る
こ
と
が
心
要
と
さ
れ
た
。
二
月
に
は
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
の
意
見
に
か
か
わ
ら
ず
不
干
渉
を
破
棄
せ
よ
と
い
う
動
議
を
提
出

(42) 

四
ニ
ニ
―
票
対
九

0
七
票
で
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
反
共
産
主
義
、
平
和
主
義
、
現
実
主
義
、
反
帝
国
主
義
戦
争
な
ど
か
ら
党
の
多
数
派
が
不
干
渉
を
支
持
し
た
こ
と
は
明

一
五
〇

4
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左
派
で
は
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
と
ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
派
の
溝
を
深
め
る
結
果
を
も
っ
た
。

(
1
)
 
I
r
w
i
n
 M
.
 W
a
l
l
 ̀
 "F
r
e
n
c
h
 S
o
c
i
a
l
i
s
m
 a
n
d
 t
h
e
 P
o
p
u
l
a
r
 F
r
o
n
t
 ̀7: [
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 C
o
n
t
e
m
p
o
r
,
 ミ
y
H
i
s
t
o
r
y
,
 
V, N
o
.
 3, 
(1970), 
3ー

5.

(
2
)
 
L
e
 P
o
p
u
l
a
i
r
e
 ̀
 24
 juillet, 
p.l., 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
5
 juillet, 
p. 
2. 

(
3
)
 
B
e
a
u
 d
e
 L
o
m
e
n
i
e
,
 L
e
s
 
responsabilites 
d
e
s
 
d_ynasties 
b
o
u
r
g
e
o
i
 

^
 

es, 
t. 
V, D
e
 H
i
t
l
e
r
 a
 Pe
t
a
i
n
 
(Paris, 
1973), 
p. 
314. 

(
4
)
社
会
党
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

N
a
t
h
a
n
a
e
l
G
r
e
e
n
e
,
 
Crisis 
a
n
d
 D
e
c
l
i
n
e
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
1969), 
p
p
.
 1
3
-
6
4
,
 
1
0
7ー

184.
｀
 

M
i
c
h
e
l
 Bilis, 
Socialistes 
et paci/istes 
(Paris, 1
9
7
9
)
,
 p
p
.
 175-225., R
i
c
h
a
r
d
 G
o
m
b
i
n
,
 L
e
s
 socialistes 
et 
la g
u
e
n、e
(
P
a
r
i
s
,
1
9
7
0
)
 ̀
 pp
.
 

(
5
)
 
J
.
M
.
 W
a
l
l
,
 0
 p. 
cit, 
14. 

(
6
)
フ
ォ
ー
ル
派
に
つ
い
て
は

G
r
e
e
n
e
,
op. 
cit., 
p
p
.
 3
5
-
6
,
 108-121., Bilis, 
op. 
cit., 
p
p
.
 1
8
9ー

195.
な
お
七
月
下
旬
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
の
フ
ォ

ー
ル
の
考
え
は
い
ま
だ
控
え
目
な
も
の
で
あ
っ
た
。
武
器
援
助
問
題
が
争
点
で
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
フ
ォ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
秩
序
を
主
張
す

る
保
守
派
が
ス
ペ
イ
ン
で
は
反
徒
に
よ
る
無
秩
序
を
支
持
し
て
い
る
と
批
判
し
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
と
人
民
の
闘
い
の
正
統
性
を
主
張
し
て
い
た

(
L
e

P
o
p
u
S
 ire, 2
2
 juiliet, p.1.)
。
と
こ
ろ
が
中
立
決
定
後
の
八
月
二
日
に
は
両
義
的
で
一
貫
性
の
な
い
論
説
を
記
し
た
。
外
国
に
よ
る
反
徒
へ
の
支
援
を

認
め
つ
つ
も
反
乱
軍
が
勝
利
す
れ
ば
、
反
フ
ラ
ン
ス
的
政
権
が
ス
ペ
イ
ン
を
統
治
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
世
界
の
覇
権
と
民
主
主
義
国
の
粉

砕
を
追
い
求
め
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
の
で
あ
る

(Ibid.,
2
 a
o
O
t
,
 p.1.)
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
だ
か
ら
こ
そ
介
入
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
合
法
政
府
を
守
れ
と

い
う
の
か
介
入
せ
ず
中
立
を
保
て
と
い
う
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
の
ち
の
フ
ォ
ー
ル
の
言
動
を
勘
合
す
る
な
ら
後
者
に
そ
の
真
意
は
あ
る
と
言
え

(
8
)
 

2
2
0
-
2
2
9
.
 

る
で
あ
ろ
う
。

う
な
事
態
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

舌
う
ま
で
も
な
く
不
干
渉
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

一
五

立、

ジ
ロ
ム
ス
キ
ー
の
共
産
党
へ
の
接
近
、

ら
か
で
あ
る
が
、

ピ
ヴ
ェ
ー
ル
派
の
除
名
と
新
党
結
成
へ
と
い
う
事
態
を
今
後
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

(
7
)
r
 Bu
l
l
e
t
i
n
 Socialiste, 
7
 et 2
1
 d
e
e
.
 
1936, c
i
t
e
d
 G
r
e
e
n
e
 ̀
o
p
.
a響

t.,
p. 
113. 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 1
3
 d
e
c
e
r
n
b
r
e
,
 p. 4., 
1
4
 dee., 
p. 6. 

P
a
u
l
 F
a
u
r
e
,
 D
e
 M
u
n
i
c
h
 a
 la 
ve R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
 
(Paris, s.d.), 
p. 58. 

こ
の
溝
は
深
ま
る
一
方
で
、

こ
の
よ

ブ
ル
ム
と
フ
ォ
ー
ル
の
対

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
社
会
党
内
に
潜
在
す
る
対
外
政
策
の
相
違
を
強
め
、

中
央
で
は
ブ
ル
ム
派
と
フ
ォ
ー
ル
派
の
溝
を
、
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(17) 

(18) 

(
9
)
 W
e
r
t
h
,
 
T
h
e
 D
e
s
t
i
n
y
 
o
f

望
戸
p.
280. 

(10) 
L
e
 P
o
p
尽
zire,
2
9
 a
o
O
t
,
 p. 6. 
な
お
七
月
二
九
日
付
け
の
論
説
は
直
接
外
交
を
論
じ
て
い
な
い
が
、

に
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
点
で
注
目
に
価
す
る
。

Ibid.,
2
9
 juillet, 
p. 8. 

(
1
1
)
I
b
起
3
1
a
o
O
t
,
 p. 6. 

(
1
2
)
I
b
i
d
.
｀
 
2
3
 a
o
a
t
,
 p. 
8. 
な
お
当
時
二

0
歳
で
社
会
主
義
学
生
団
の
パ
リ
・
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ア
ン
リ
・
ノ
ゲ
ー
ル
は
、
不
干
渉
を
決
議
し
つ

つ
も
密
輸
を
組
織
し
「
緩
和
さ
れ
た
不
干
渉
」
を
実
施
し
た
ブ
ル
ム
政
府
を
肯
定
す
る
回
想
を
記
し
て
い
る
。

H
e
n
r
i
N
 o
g
u
e
r
e
s
 ̀
L
d
ミ

ie
q
u
o
t
i
d
i
e
n
芝

e
n
F
rミ
n
e
e
a
u
 t
e
m
p
s
 
d
u
 f
r
o
n
t
 p
o
p
u
l
a
i
r
e
 
1
9
3
5
-
1
9
3
8
,
 Paris, 
1977, 
pp. 1
3
3ー

142.

(13)
そ
れ
は
の
ち
の
フ
ォ
ー
ル
派
モ
ー
リ
ス
・
パ
ー
ズ

M
a
u
r
i
c
e
P
a
z
が
、
八
月
一
九
日
に
な
お
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
窺
知
し
う
る
。
か
れ

は
ド
イ
ツ
ヘ
の
植
民
地
返
還
を
語
り
も
す
る
が
平
和
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
未
来
を
救
う
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
正
統
政
府
と
の
連
帯
や
ス
ペ
イ
ン
人
民
と
の

連
帯
を
維
持
し
拡
大
す
る
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
で
あ
り
社
会
主
義
の
利
益
だ
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る

(
L
e
P
o
p
u
君．苔
1
9
a
o
O
t
,
 p. 
6.)
。
な
お

パ
ー
ズ
は
戦
後
に
は
人
民
戦
線
を
「
一
九
三
六
年
の
失
敗
」
と
総
括
し
て
共
産
党
を
非
難
し
、
こ
の
文
脈
の
な
か
で
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
言
及
し
、
不
干
渉

を
擁
護
し
て
い
る

(
M
a
u
r
i
c
e
P
a
z
.
 "
E
c
h
e
c
 d
e
 1
9
3
6
"
,
 L
a
 N
e
/
,
 N
o
s
.
 6
5ー

66,
juin-juillet 
1950, 
1
0
8ー

112.)
。

(14)
ブ
ル
ム
派
に
つ
い
て
は

G
r
e
e
n
e
,
op. 
cit., 
p
p
.
1
2
5ー

130.,
Bilis, 
op. 
cit., 
p
p
.
1
7
7ー

188.,
G
o
r
n
 bin, 
op. 
cit., 
pp. 2
2
1ー

2,
224. ブ
ル
ム
白
I

身
の
反

応
に
つ
い
て
は
拙
稿
、
前
掲
を
参
照
の
こ
と
。

(15) 
L
e
 P
o
p
u
l
a
i
r
e
,
 7
 ao
O
t
,
 p. 
1., 
1
0
 a
o
O
t
,
 p. 
1., 
1
6
 a
o
O
t
,
 p. 
1., 
2
3
 a
o
u
t
,
 p. 
1, 
p. 
3., 
2
5
 a
o
O
t
,
 
p. 
1, 
p. 
3., 
2
8
 a
o
O
t
,
 p. 
1. 

(16)
オ
リ
オ
ー
ル
は
不
干
渉
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
イ
ギ
リ
ス
に
と
ら
せ
た
ら
良
か
っ
た
と
語
り
、
反
徒
へ
の
批
判
と
し
て
北
ア
フ
リ
カ
の
サ
ル
タ
ン
を
利
用

す
る
こ
と
も
提
言
し
て
い
る
。
以
上

U
n
e
lettre i
n
e
d
i
t
e
 d
e
 V
i
n
c
e
n
t
 A
u
r
i
o
l
 a
 L
e
o
n
 B
l
u
m
 s
u
r
 la g
u
e
r
r
e
 civile e
s
p
a
g
n
o
l
e
,
 L
e
 M
o
n
d
e
,
 

2
6
 n
o
v
e
m
b
r
e
 1975, 
p. 
2. 
一
九
四
五
年
に
は
オ
リ
オ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
南
部
国
境
や
北
ア
フ
リ
カ
と
の
連
絡
港
に
、
独
伊
の
勢
力
が
迫
り
く
る

危
険
に
反
対
し
て
、
初
日
か
ら
共
和
ス
ペ
イ
ン
を
武
器
の
密
輸
な
ど
の
手
段
で
支
援
し
た
と
告
白
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誇
張
で
あ
ろ
う

(
V
.
A
u
r
i
o
l
,

H
i
e
r
d
e
吾
芦
t.I,
P
a
r
i
s
 1945, pp. 47-48.)
。
な
お
オ
リ
オ
ー
ル
に
近
い
ミ
リ
タ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
政
府
と
党
を
深
く
分
裂
さ
せ
た
こ
と
と
、

ケ
ー
・
ド
ル
セ
ー
の
官
僚
が
真
の
権
力
を
行
使
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
（
四
l
o
u
a
r
d
D
e
p
r
e
u
x
,
 S
o
u
v
e
n
i
r
s
 
d
'
u
n
 
militant, 
c
i
n
q
u
a
n
t
e
ミ

n
s

d
e
l
u
t
t
e
d
e
S
 social＇d
0
 mo
c
r
a
t
i
e
 a
u
 socialぢ
m
e
]
9
]
O
o
I
]
9
6
8
,
 
Paris, 
1972, p
p
.
 107, 

1
1
6ー

117.)
。

L
e
T
e
n
1
笈
4
a
o
u
t
,
 p. 3, 
8
 s
e
p
t
e
m
b
r
e
,
 p. 3. 

G
e
o
r
g
e
s
 M
o
n
n
e
t
,
 A
 p
r
o
p
o
s
 d
u
 f
r
o
n
t
 p
o
p
u
l
a
i
r
e
,
 R
e
v
u
e
 d
e
s
 D
e
u
x
 M
a
n
d
e
s
,
 avril 
1975, 95

—96. 

問
題
が
浮
上
し
た
と
き
の
原
則
が
人
民
連
合
綱
領

一
五
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匡
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F
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a
v
i
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L
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L
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Ibid.,
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行
政
慣
行
か
ら
も
、

集
団
安
全
保
障
に
よ
る
平
和

口

急

進

党

(34) 
H
芝
0

母
a
l
S
t
u
d
i
 g
 VI, N
o
.
 4
 (1970), 550. 

R
a
b
a
u
t
 ̀

 
op. 
cit., 
p. 
207. 不
干
渉
に
反
対
す
る
革
命
左
派
の
一
部
は
三
六
年
―
二
月
に
「
禁
輸
撤
回
を
求
め
る
社
会
主
義
行
動
委
員
会
C
A
S
P
L

E
」
を
組
織
し
た
。
こ
の
組
織
が
C
A
S
P
E
に
発
展
的
解
消
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

(35)
具
体
的
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
モ
ロ
ッ
コ
ヘ
の
武
器
輸
送
を
国
際
的
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る

(
L
e
P
o
p
u
l
a
i
r
e
,
 7
 ao
O
t
,
 p. 6.)
。
ま

た
コ
リ
ネ
は
ピ
ヴ
ェ
ー
ル
の
直
接
行
動
や
密
輸
に
よ
る
武
器
援
助
を
「
夢
想
」
と
批
判
し
て
い
る

(
J
o
u
b
e
r
t
,
0
 p. 
cit., 
p. 
119.)
。

(36)
詳
細
は
プ
ラ
デ
ル
、
前
掲
書
、
四
一
＼
四
、
八
五
＼
八
頁
。

(37) 
L
o
u
i
s
 L
e
v
y
,
 
V
 

(
3
8
)
L
e
p
o
p
u
k
z
i
亙
6
a
o
O
t
,
 p. 1., 
14 
a
o
O
t
,
 p. 
1., 
1
7
 
a
o
O
t
.
 p. 
2., 
1
8
 a
o
O
t
,
 p. 6., 
2
0
 a
o
O
t
,
 p. 
1. 

(39)
社
会
党
内
で
不
干
渉
に
反
対
し
た
タ
ン
ダ
ン
ス
に
第
四
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
が
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
指
示
に
従
い
、
社
会
党
を
内
部

か
ら
革
命
党
化
す
る
任
務
を
も
っ
て
入
党
し
て
い
た
。

C

A

P
の
一
員
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ル
ー
は
ス
ペ
イ
ン
革
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
連
動
を
主
張

し
、
直
接
ス
ペ
イ
ン
に
赴
き
マ
ス
ク
ス
主
義
統
一
労
働
党

P
O
U
M
の
も
と
で
行
動
し
た
。
し
か
し
社
会
党
を
「
植
民
地
化
」
せ
ん
と
す
る
か
れ
ら
の
活

動
は
他
の
党
員
か
ら
不
信
の
目
で
見
ら
れ
、
か
れ
ら
の
影
饗
力
に
も
限
界
が
あ
っ
た

(
J
e
a
n
R
o
u
s
,
 
"
N
o
t
e
s
 d
'
u
n
 militant", 
Es
p
rit
 
m
a
i
 1956, 

7
9
1
-
8
0
1
.
)
。

(40) 
G
r
e
e
n
e
,
 op・cit., p
p
.
 1

6
2
-
1
8
4
.
 

(41) 
M
i
c
h
e
l
l
e
 P
e
r
r
o
t
 et A
n
n
i
e
 K
r
i
e
g
e
l
,
 L
e
 s
o
c
i
a
l
i
s
m
e
 /
r
a
n
言
5
e
t
l
e
p
o
u
u
o
i
r
(
P
a
r
i
s
,
1966), p. 
137. な
お
同
時
期
に
共
産
党
は
一
三
一

0
0

0
人
か
ら
二
八
四
六
五
九
人
に
激
増
し
て
い
る
。

(42) 
G
r
e
e
n
e
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 167-8. 

そ
れ
に
上
下
両
院
の
外
交
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
独
占
し
て
い
た
。

急
進
党
の
立
場
は
重
要
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
急
進
党
の
外
交
方
針
は
、

人
民
戦
線
政
府
の
な
か
で
、
外
交
や
安
全
保
障
の
問
題
を
担
当
し
た
の
は
急
進
党
で
あ
っ
た
。
急
進
党
は
外
相
と
陸
海
空
三
軍
の
大
臣
、

従
っ
て
外
交
問
題
で
は
所
管
大
臣
の
見
解
が
重
視
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の

一
五
四

4-1-154 (香法'84)



不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

①

左

派

な
急
進
党
の
意
見
の
分
布
を
順
に
描
い
て
み
よ
う
。

問
題
へ
の
態
度
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
両
義
的
、

の
維
持
と
有
効
な
国
防
政
策
で
あ
っ
た
。

危
険
に
晒
さ
れ
な
い
限
り
、
交
渉
に
よ
る
平
和
が
第
一
と
さ
れ
た
。
急
進
党
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
十
字
軍
の
考
え
を
拒
否
し
、
動
乱
の
危
険

を
回
避
す
る
た
め
に
平
和
を
脅
か
す
諸
国
と
交
渉
し
、
国
防
を
強
化
す
る
こ
と
を
行
動
指
針
と
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
直
面

し
て
も
急
進
党
議
員
団
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
に
共
感
を
表
明
し
は
す
る
が
、
「
平
和
を
維
持
し
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
を
守
る
た
め
の
最
良
の
態

度
に
つ
い
て
政
府
を
信
頼
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
決
議
す
る
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ム
内
閣
の
賃
借
対
照
表
は
、
急
進
党
が
こ
の
外
交
目
的
の

と
こ
ろ
で
急
進
党
は
議
員
が
政
党
を
支
配
す
る
幹
部
政
党
（
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
）
で
あ
り
、
地
方
委
員
会
の
独
立
性
や
議
員
の
優
越
性

を
特
徴
と
す
る
名
望
家
政
党
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
社
会
党
議
員
よ
り
急
進
党
議
員
は
影
響
力
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
力
は
有
力
議
員
ほ
ど

大
き
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
急
進
党
を
分
析
す
る
際
、
派
閥
と
定
義
す
る
ほ
ど
の
凝
集
力
を
も
っ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
有
力
議
員

を
中
心
と
し
た
集
合
に
焦
点
を
あ
て
て
、
分
析
概
念
と
し
て
派
閥
を
用
い
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
急
進
党
の
派

閥
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
指
導
者
の
個
人
的
魅
力
と
い
っ
た
人
的
地
縁
的
結
合
に
よ
る
集
合
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
雑

で
は
あ
る
が
、

と
し
て
エ
リ
オ
、

ヽ

シ
ョ
ー
タ
ン

た
め
に
行
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
事
件
な
ど
の
国
際
危
機
の
高
ま
り
の
中
で
、
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
領
が

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
三
分
法
を
軸
に
派
閥
を
区
分
し
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
左
派
と
し
て
ダ
ラ
デ
ィ
エ
派
、
穏
健
派

(
3
)
 

サ
ロ
ー
の
三
派
、
保
守
派
と
し
て
カ
イ
ヨ
ー
派
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
領
袖
の
武
器
供
給

エ
リ
オ
、

ヽ

シ
ョ
ー
タ
ン

カ
イ
ヨ
ー
の
三
人
は
断
固
反
対
、

一
五
五

モ
リ
ー
ス
・
サ
ロ
ー

M
a
u
r
i
c
e

Sarraut
は
葛
藤
の
末
に
反
対
と
要
約
さ
れ
る
。
五
人
の
中
で
は

M
・
サ
ロ
ー
が
最
も
ブ
ル
ム
の
立
場
に
近
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
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エ
ド
ア
ー
ル
・
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
党
総
裁
で
あ
り
副
首
相
兼
国
防
大
臣
を
務
め
て
い
た
。
か
れ
は
「
ヴ
ォ
ク
リ
ュ
ー
ズ
の
牡
牛
」
と
い
う

渾
名
が
示
す
よ
う
に
、
鈍
重
で
は
あ
る
が
頑
強
な
政
治
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
り
、
左
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
て
い
た
。
「
ニ

月
六
日
」
事
件
の
汚
名
を
挽
回
し
、
急
進
党
を
人
民
戦
線
に
導
い
た
の
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
左
派
の
青
年
急
進
派

J
e
u
n
e
s
 r
a
d
i
c
a
u
x
も
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
を
指
導
者
と
し
て
迎
い
で
い
た
。
し
か
し
外
見
と
は
裏
腹
に
、
か
れ
の
寡
黙
は
優
柔
不
断
の
現
わ
れ

で
あ
っ
た
。
し
か
も
総
裁
は
外
交
面
で
は
傑
出
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

選
挙
戦
の
と
き
で
も
金
融
政
策
で
は
エ
リ
オ
と
立
場
を
異
に
し
た
が
、
外
交
政
策
で
は
エ
リ
オ
に
追
随
し
て
い
た
。
従
っ
て
ダ
ラ
デ
ィ
エ

は
、
交
渉
に
よ
る
平
和
の
維
持
と
国
防
と
い
う
党
の
二
つ
の
伝
統
的
政
策
以
外
の
原
則
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
前
者
の
例
を
わ

れ
わ
れ
は
第
一
次
ダ
ラ
デ
ィ
エ
政
権
下
で
の
、
仏
・
英
・
独
・
伊
の
四
国
協
定
の
調
印
（
三
三
年
六
月
）

さ
て
武
器
供
給
問
題
が
争
点
と
な
っ
た
と
き
、
総
裁
の
慎
重
な
性
格
は
相
反
す
る
評
価
を
も
た
ら
し
た
。

パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
筋

は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
を
不
干
渉
派
と
見
て
い
た
が
、
不
干
渉
派
の
ポ
ー
ル
・
バ
ス
テ
ィ
ッ
ド

P
a
u
l
B
a
s
t
i
d
商
相
（
三
二
年
議
会
期
の
下
院
外

交
委
員
長
）
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
を
干
渉
派
に
区
分
し
、
ジ
ャ
ン
・
ゼ
ー

J
e
a
n
Z
a
y
国
民
教
育
相
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
不
干
渉
に
留
保
的
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
コ
ッ
ト

P
i
e
r
r
e
C
o
t

空
相
は
一
九
四
四
年
出
版
の
書
物
の
中
で
は
三
六
年
七
月
二
四
日
の
ブ
ル
ム
の
私

邸
で
の
会
議
ま
で
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
危
険
に
自
覚
的
で
あ
り
、
国
防
の
責
任
者
と
し
て
も
ス
ペ
イ
ン
問
題
の
重
要
性
を
認

一
九
七
五
年
の
論
説
の
中
で
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
急
進
派
と
上
院
の
反
対
を

識
し
、
武
器
援
助
に
反
対
し
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
が
、

(
5
)
 

恐
れ
て
慎
重
さ
を
求
め
た
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
臣
は
全
員
急
進
党
員
で
あ
る
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ
文
書
A
r
c
h
i
v
e
s
D
a
l
a
d
i
e
r
を
利

用
し
た
ベ
ル
ス
テ
ン
は
、
総
裁
が
不
干
渉
に
留
保
的
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

急
進
党
穏
健
左
派
の
バ
ス
テ
ィ
ッ
ド
が
語
る
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
正
し
い
の
か
、

か
、
筆
者
は
決
定
的
な
判
断
の
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
確
か
に
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
首
相
の
援
助
の
意
志
に
反
対
せ
ず
、
陸
軍
の
供

コ
ッ
ト
や
ゼ
ー
ら
左
派
が
語
る
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
正
し
い
の

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
問
題
で
は
ラ
ヴ
ァ
ル
外
交
を
支
持
し
た
。
春
の

一
五
六
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一
五
七

給
可
能
な
武
器
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
を
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
空
相
と
異
な
り
、
国
防
相
は
武
器
調
達
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動

し
た
様
子
は
な
い
。
そ
れ
に
何
度
も
陸
相
を
務
め
国
防
問
題
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
い
た
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
軍
備

の
立
ち
遅
れ
を
知
悉
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
参
謀
本
部
の
消
極
的
な
意
向
に
も
明
る
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
武
器
の
援
助
か
ら
戦
争

が
勃
発
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
が
単
独
で
戦
え
る
状
態
に
な
い
こ
と
を
、
国
防
相
は
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
総
裁
と
し
て
党
の
既
定
方

針
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
党
全
体
の
否
定
的
空
気
に
も
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
理
由
は
一
九
七
五
年

の
コ
ッ
ト
説
を
傍
証
し
て
い
る
。
筆
者
は
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
不
干
渉
に
留
保
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
慎
重
な
政
策
つ
ま
り
中
立
と

交
渉
に
よ
る
平
和
の
道
を
支
持
し
た
と
考
え
て
い
る
。

(
8
)
 

曖
昧
さ
が
残
る
ダ
ラ
デ
ィ
エ
と
対
照
的
な
の
は
コ
ッ
ト
空
相
で
あ
る
。

か
れ
は
党
内
の
み
な
ら
ず
閣
内
で
も
一
貫
し
て
援
助
を
主
張
し

た
。
こ
の
た
め
コ
ッ
ト
は
、
右
翼
紙
か
ら
非
難
の
集
中
砲
火
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
空
相
が
援
助
に
賛
成
し
た
の
は
国
際
法
、
二
国

間
条
約
、
安
全
保
障
な
ど
の
理
由
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
合
法
的
で
正
統
な
民
主
政
府
へ
の
反
乱
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
へ
の
挑
戦
と

捉
え
た
こ
と
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、

の
で
あ
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
が
第
一
で
あ
っ
た
。

コ
ッ
ト
は
供
給
可
能
な
飛
行
機
に
つ
い
て
の
調
査
を
任

(
9
)
 

さ
れ
て
い
た
。
か
れ
は
迅
速
に
行
動
し
、
七
月
二
三
日
に
は
外
務
省
に
爆
撃
機
の
引
渡
し
許
可
を
求
め
て
外
務
省
首
脳
を
あ
わ
て
さ
せ
た
。

コ
ッ
ト
の
援
助
の
意
志
は
七
月
二
五
日
後
も
変
わ
ら
ず
、
八
月
上
旬
に
は
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン

J
e
a
n
M
o
u
l
i
n
 
(
空
軍
省
の
官
房
長
）
や

ガ
ス
ト
ン
・
キ
ュ
ザ
ン

G
a
s
t
o
n
C
u
s
i
n
 
(
大
蔵
省
の
官
房
で
税
関
を
担
当
）
ら
の
協
力
で
、
約
五

0
機
の
飛
行
機
を
ス
ペ
イ
ン
に
送
っ
た

コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
首
相
も
こ
の
引
渡
し
を
黙
認
し
た
と
い
う
。
不
干
渉
の
閣
議
決
定
に
空
相
は
従
い
公
に
は
不
干
渉
を
批
判

一
九
四
二
年
、

し
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
コ
ッ
ト
は
「
緩
和
さ
れ
た
不
干
渉
」
の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
密
輸
に
携
わ
る
で
あ
ろ
う
。

(10) 

リ
オ
ム
裁
判
で
空
相
が
告
発
さ
れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

未
来
の
大
蔵
大
臣
と
讃
え
ら
れ
て
い
た
財
政
問
題
の
専
門
家
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

Pierre
M
e
n
d
e
s
 F
r
a
n
c
e
は
、
外
交
に
つ
い
て
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余
り
発
言
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
お
け
る
ブ
ル
ム
内
閣
の
怠
慢
を
嘆
き
、
封
鎖
中
止
を
要
求
し
た
（
『
ト
ウ
ー
ル
ー

ズ
通
信
』
九
月
二

0
日
）
。
当
時
か
れ
が
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
を
示
す
資
料
を
筆
者
は
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
が
、

四

0
年
後
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

か
れ
は
ブ
ル
ム
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
、
急
進
党
の
反
対
と
仏
英
協
調
の

重
視
と
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
当
時
は
ブ
ル
ム
と
話
す
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
が
、

係
を
悪
化
さ
せ
た
ラ
ヴ
ァ
ル
外
交
の
負
債
を
支
払
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
は
し
た
。
し
か
し
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
は
政
府

が
行
動
を
お
こ
し
危
険
を
引
き
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
、
ポ
ア
ン
カ
レ
の
よ
う
な
人
間
な
ら
内
政
の
考
慮
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な

(11) 

く
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
占
領
し
た
だ
ろ
う
と
、
ブ
ル
ム
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
「
フ
ラ
ン
ス
国
王
な
ら
戦
争
に
訴
え
た
で
あ
ろ

(12) 

う
」
と
い
う
マ
ド
リ
ッ
ド
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
付
武
官
（
ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
系
）
の
発
言
を
紡
彿
と
さ
せ
る
が
、

・
フ
ラ
ン
ス
の
批
判
は
四

0
年
後
で
あ
る
か
ら
こ
そ
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
共
和
政
に
お
い
て
最
も
若
い
大
臣
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ゼ
ー

と
も
あ
れ
最
年
少
の
代
議
士
と
言
わ
れ
、
三
六
年
の
時
点
で

い
ま
だ
二
九
歳
の
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
長
老
が
支
配
す
る
急
進
党
を
動
か
す
力
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(13) 

（
三
一
歳
）
も
不
干
渉
に
反
対
し
た
。
し
か
し
そ
の
ト
ー
ン
は
空
相

よ
り
穏
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゼ
ー
は
空
相
と
同
じ
く
反
戦
平
和
を
主
張
す
る
親
ソ
派
で
あ
っ
た
。

か
れ
は

わ
れ
の
心
か
ら
永
久
に
駆
逐
さ
る
べ
き
」
こ
と
を
熱
っ
ぽ
く
語
り
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
利
益
は
ロ
シ
ア
と
協
力
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
主
張

し
て
い
た
。
三
五
年
に
は
対
伊
制
裁
を
支
持
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
不
干
渉
に
反
対
し
た
の
は
、
民
主
的
な
政
府
へ
の
反
乱
を
許

す
ま
じ
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
相
も
閣
議
決
定
後
は
不
干
渉
を
公
に
は
批
判
し
な
か
っ
た
。

八
月
九
日
、

サ
ン
・
ク
ル
ー
平
和
大
集
会
で
か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
も
、
聴
衆
の
平
和
感
情
に
訴
え
る
演
説
を
し
て

い
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
さ
し
か
か
っ
て
い
る
恐
る
べ
き
と
き
に
平
和
を
祝
う
こ
と
は
逆
説
で
は
な
く
、
不
可
決
で
建
設
的
な
祈
り

a
c
t
e

d
e
 foi
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
の
事
件
が
惹
き
起
こ
し
た
不
安
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
…
…
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
戦
争
に
反
対
し
平
和

の
ち
に
首
相
と
語
っ
て
、

「
戦
争
の
考
え
が
わ
れ

マ
ン
デ
ス

か
れ
は
ブ
ル
ム
が
仏
英
関

一
五
八
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が
ヽ

(14) 

を
救
う
こ
と
に
努
め
る
し
、
平
和
を
打
ち
固
め
る
こ
と
こ
そ
国
際
民
主
主
義
に
仕
え
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
」
こ
の
日
の
集
会
で
聴

衆
の
間
か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
に
飛
行
機
を
」
の
叫
び
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
ゼ
ー
を
含
め
弁
士
は
皆
ス
ペ
イ
ン
問
題
を
避
け
た
。
従
っ
て

ゼ
ー
の
こ
の
演
説
は
セ
レ
モ
ニ
ー
的
性
格
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
言
い
う
る
が
、
そ
れ
で
も
平
和
主
義
的
な
ゼ
ー
の
本
心
を
表
明
し
て

つ
ま
り
国
民
教
育
相
の
不
干
渉
批
判
は
、
社
会
党
の
ブ
ル
ム
派
に
近
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

人
民
戦
線
へ
の
支
持
で
は
一
致
し
た
左
派
ミ
リ
タ
ン
の
間
に
も
、
ス
ペ
イ
ン
問
題
に
対
し
て
は
態
度
の
相
違
が
生
じ
た
。
ア
ル
ベ
ー
ル
・

バ
イ
エ

A
l
b
e
r
t
B
a
y
e
t
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ー
ゼ
ル

J
a
c
q
u
e
s
K
a
y
s
e
r
の
二
人
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
五
九

バ
イ
エ
は
コ
ッ
ト
空
相
の
立

場
に
近
く
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
が
精
神
的
財
政
的
援
助
を
与
え
る
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
る
必
要
性
」
を
訴
え
た
。
な
ぜ
な
ら
「
ス
ペ

(15) 

イ
ン
労
働
者
の
戦
い
は
わ
れ
わ
れ
の
戦
い
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
バ
イ
エ
と
い
え
ど
も
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
介
入
を
唱
道
し
え
な
か
っ
た

(16) 

こ
の
後
も
党
内
で
は
強
硬
な
態
度
を
持
す
る
。
ケ
ー
ゼ
ル
副
総
裁
は
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
、

囲
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
は
す
る
。
し
か
し
か
れ
は
民
主
主
義
と
平
和
と
祖
国
の
利
益
に
仕
え
る
行
動
を
と
る
こ
と
と
仏
・
英
・

(17) 

ス
ペ
イ
ン
人
民
に
と
っ
て
最
も
有
効
な
援
助
と
は
敵
の
援
助
を
奪
う
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
不
干
渉
協
定
に
期

ソ
三
国
の
協
調
を
主
張
し
、

待
を
か
け
る
こ
の
立
場
は
少
く
と
も
共
和
派
に
援
助
を
送
る
立
場
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

れ
わ
れ
が
欲
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
論
説
を
公
表
し
、

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ケ
ー
ゼ
ル
は
八
月
末
に
「
平
和
こ
そ
わ

(18) 

一
月
に
は
不
干
渉
の
肯
定
的
評
価
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。

以
上
主
要
な
急
進
党
左
派
の
態
度
を
見
て
き
た
が
、
急
進
党
左
派
は
社
会
党
左
派
の
よ
う
な
理
論
も
凝
集
力
も
な
い
集
合
で
あ
っ
た
の

で
、
不
干
渉
へ
の
反
対
の
程
度
も
コ
ッ
ト
か
ら
ダ
ラ
デ
ィ
エ
、
ケ
ー
ゼ
ル
ま
で
の
偏
差
を
示
し
た
。
し
か
も
閣
議
決
定
後
は
ス
ペ
イ
ン
問
題

の
重
要
性
か
ら
し
て
、
左
派
の
大
臣
も
公
式
に
は
決
定
に
従
い
政
府
の
統
一
を
守
っ
た
。
従
っ
て
左
派
の
ミ
リ
タ
ン
と
こ
れ
ら
リ
ー
ダ
ー
と

が
結
合
し
て
、
政
府
に
圧
力
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
党
内
で
は
若
い
世
代
に
属
す
る
左
派
は
、
長
老
が
支
配
す
る

急
進
党
の
な
か
で
は
強
力
で
有
効
な
物
理
的
力
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
核
に
な
る
べ
き
は
ず
の
ダ
ラ
デ
ィ
エ
の
態
度
が
、
左

ヒ
ト
ラ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
包
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と
言
い
う
る
。

め
て
い
た
。

派
の
状
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
武
器
援
助
問
題
で
左
派
内
に
生
じ
た
偏
差
は
、
今
後
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

穏
健
三
派

エ
リ
オ
は
行
為
者
と
い
う
よ
り
調
停
者
の
役
割
を

(19) 

エ
ド
ア
ー
ル
・
エ
リ
オ
は
急
進
党
内
で
最
も
威
信
が
あ
り
、
最
も
影
響
力
に
富
む
指
導
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
下
院
議
長
を
務

エ
リ
オ
は
党
内
で
外
交
に
明
る
い
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ブ
ル
ム
が
初
め
、

こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
国
際
連
盟
と
集
団
安
全
保
障
に
よ
っ
て
平
和
を
維
持
す
る
の
が
、

エ
リ
オ
に
外
相
就
任
を
要
請
し
た

か
れ
の
方
針
で
あ
っ
た
。
三
二
年
に
仏
ソ

不
可
侵
条
約
を
締
結
し
た
の
も
エ
リ
オ
で
あ
る
。
し
か
し
三
五
年
―
二
月
に
党
総
裁
を
辞
し
、
翌
一
月
に
国
務
大
臣
を
辞
し
て
か
ら
は
以

前
の
よ
う
な
活
躍
を
し
な
か
っ
た
。
春
の
選
挙
戦
中
も
エ
リ
オ
は
、
選
挙
区
の
リ
ヨ
ン
で
し
か
語
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
れ

の
人
民
戦
線
へ
の
留
保
的
態
度
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
っ
て
三
六
年
の
諸
事
件
に
も
、

演
じ
た
の
で
あ
る
。
七
月
二
四
日
に
武
器
援
助
問
題
に
つ
い
て
ブ
ル
ム
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
「
お
願
い
だ
。
そ
れ
に
首
を
突
っ

る
。
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
礎
石
が
仏
英
友
好
に
あ
る
と
い
う
の
は
、

こ
ま
な
い
で
く
れ
た
ま
え
」
と
答
え
て
エ
リ
オ
は
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
仏
・
英
・
米
三
大
民
主
主
義
国
の
協
調
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ

(20) 

エ
リ
オ
の
信
念
で
あ
っ
た
。

-
0月
の
党
大
会
で
エ
リ
オ
は
次
の
よ
う
に
語
り
、
政
府
の
政
策
を
支
持
し
た
。

か
れ
は
デ
ル
ボ
ス
外
相
が
危
険
な
状
況
下
で
「
国
益

と
平
和
の
利
益
」
を
守
っ
た
こ
と
を
讃
え
、
ス
ペ
イ
ン
に
平
和
を
回
復
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
が
有
益
な
役
割
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
誓

っ
た
。
そ
し
て
国
際
連
盟
が
停
滞
を
被
っ
た
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
と
緊
密
に
結
び
つ
く
必
要
性
を
訴
え
、
両
国
の
「
団
結
は
カ
オ
ス
か
ら
諸

民
族
を
救
う
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
仏
英
協
調
を
主
張
し
た
。
最
後
に
急
進
党
は
対
外
戦
争
も
国
内
戦
争
も
望
ま
ず
、
こ
れ
を
回
避

(21) 

す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
と
平
和
の
政
策
を
表
明
し
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
発
言
は
政
府
の
公
式
態
度
に
近
い
も
の

(2) 

エ
リ
オ
は
三
七
年
の
党
大
会
で
も
不
干
渉
に
反
対
し
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
失
望
や
苦
悩
は
隠
せ
ず
、
躊
躇
し
つ
つ
も

一
六
〇
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フ
ラ
ン
ス
を
投
げ
出
す
の
で
あ
る

（
三
八
年
三
月
）
。

一
六

次
第
に
強
硬
な
外
交
政
策
に
傾
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
二
人
の
エ
ド
ア
ー
ル
の
争
い
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、

国
務
大
臣
（
上
院
議
員
）

エ
リ
オ
と
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
し
ば
し
ば
争
っ
た
が
、
カ
ミ
ー
ュ
・
シ
ョ
ー
タ
ン

(22) 

は
和
を
重
ん
ず
る
人
物
で
誰
と
も
仲
が
良
か
っ
た
。
妥
協
の
オ
に
か
け
て
は
並
ぶ
者
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
メ

モ
ワ
ー
ル
の
な
か
で
は
、
自
己
の
役
割
を
両
院
議
長
と
の
間
の
「
仲
介
者
」
と
控
え
目
に
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
国
務
大
臣
は
、
閣

内
で
不
干
渉
を
積
極
的
に
推
進
し
外
相
を
擁
護
し
た
。
か
れ
は
七
月

□

四
日
に
、
ま
ず
首
相
に
議
会
の
狼
狽
や
国
内
の
騒
ぎ
を
知
ら
せ
て

釘
を
刺
し
、
翌
日
の
閣
議
の
直
前
に
は
、
若
手
閣
僚
に
援
助
政
策
の
危
険
や
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
の
敗
北
を
説
い
た
り
し
て
い
た
。
社
会
党

C
h
a
u
t
e
m
p
s
」
と
す
ら
評
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
国
務
大
臣
の
行
動
を
「
シ
ョ
ー
タ
ン
の
陰
謀

les

シ
ョ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
「
国
内
的
不
一
致
状
態
の
な
か
で
対
外
紛
争
の
危
険
を
冒
す
こ
と
」
は
、

「
愛
国
主
義
1

1

フ
ラ
ン
ス
の
利
益
」
に
反
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
抜
き
さ
し
な
ら
ぬ
状
況
」
つ
ま
り
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
る
の
を
拒
否
す

る
の
が
、
シ
ョ
ー
タ
ン
の
立
場
で
あ
っ
た
。
「
外
相
に
は
デ
ル
ボ
ス
氏
の
よ
う
な
独
身
者
で
は
な
く
て
、
わ
た
し
の
よ
う
な
父
親
を
任
命
す

べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
ど
ん
な
状
況
下
で
も
、
わ
た
し
は
戦
争
に
行
か
な
い
か
ら
」
と
い
う
シ
ョ
ー
タ
ン
の
発
言
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い

る
。
か
か
る
平
和
主
義
は
、
妥
協
に
た
け
た
シ
ョ
ー
タ
ン
を
宥
和
主
義
者
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
妥
協
が
困
難
に
な
る
や
、

政
治
責
任
を
放
棄
し
、

も
と
上
院
議
院
で

か
れ
は

『
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
通
信
』
の
編
集
長
で
あ
る
モ
ー
リ
ス
・
サ
ロ
ー
は
、

(23) 

に
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
首
相
を
務
め
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
サ
ロ
ー

A
l
b
e
r
t
S
a
r
r
a
u
t
は
か
れ
の
弟
で
あ
る
。
外
相
デ
ル
ボ
ス
も
サ
ロ
ー

(24) 

派
に
属
し
た
。

M
・
サ
ロ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
態
度
は
ブ
ル
ム
と
同
じ
く
苦
悩
に
満
ち
て
い
た
。
か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
に

共
鳴
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
エ
リ
オ
や
ダ
ラ
デ
ィ
エ
よ
り
首
相
に
近
か
っ
た
。
三
一
年
に
誕
生
し
た
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
に
好
意
的
で
、

共
和
派
と
の
連
帯
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
南
西
部
約
二

0
県
の
急
進
党
議
員

M
・
サ
ロ
ー
は
反
乱
に
直
面
し
た
共
和
派
が
、
共
和
国
と
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
に
極
左
に

の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
イ
エ
ル

D
a
n
i
e
l

M
a
y
e
r
は、

agi笏
e
m
e
n
t
s

d
e
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開
放
し
た
こ
と
は
、

サ
ロ
ー
は
漸
次
、
対
独
強
硬
派
に
転
ず
る
で
あ
ろ
う
。

弟
の

A
・
サ
ロ
ー
も
党
の
伝
統
的
政
策
（
平
和
・
国
防
・
国
際
連
盟
支
持
）
を
主
張
し
て
、
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
三
六
年
秋
の
党
大

会
で
外
交
政
策
の
審
議
の
議
長
を
務
め
た

A
・
サ
ロ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
か
れ
は
外
相
が
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
と
平
和

の
た
め
に
多
く
の
労
苦
と
勇
気
を
捧
げ
た
こ
と
を
称
讃
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
す
る
心
要
の
な
い
紛
争
に
干
渉
せ
ず
外
国
の
命
令
や
圧

(25) 

カ
」
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
「
平
和
の
政
策
」
を
導
く
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
が
ソ
連
な
い
し
共
産
党
を
批
判
し
て
い

『
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
通
信
』
も
「
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
を
説
く
騒
々
し
い
デ
モ

(26) 

や
暴
力
事
件
は
、
多
数
の
有
権
者
の
意
思
と
一
致
し
て
い
な
い
」
と
主
張
し
「
ト
ゥ
ー
ル
ズ
派
」
の
立
場
を
示
し
て
い
た
。

穏
健
派
に
属
す
る
急
進
党
員
と
し
て
バ
ス
テ
ィ
ッ
ド
商
相
の
ほ
か
に
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
オ

J
e
a
n
P
i
o
t
 (
『
ル
ー
ヴ
ル
』
編
集
長
）
、
ポ
ー
ル
・

る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。
党
大
会
前
日
の

か
れ
の
苦
し
い
胸
中
、

支
持
を
求
め
る
の
も
止
む
な
し
と
考
え
て
い
た
。

か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
を
願
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
共
感
を

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
は
い
た
が
、
他
方
で
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
卒

む
危
険
も
認
識
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
徒
が
勝
利
し
た
際
、

の
安
全
の
確
保
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
か
れ
は
理
解
し
た
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
が
独
伊
フ
ァ
シ
ス
ト
の
駒
に
な
り
、

フ
ラ
ン
ス
本
土
と
北
ア
フ
リ
カ
と
を
結
ぶ
航
路

ピ
レ
ネ
ー
国
境
に
フ
ラ

フ
ラ
ン
ス
南
部
が
独
伊
の
飛
行
機
の
航
続
距
離
内
に
は
い
り
直
接
脅
か
さ
れ

る
危
険
を
恐
れ
た
。
そ
れ
に
友
人
デ
ル
ボ
ス
外
相
を
、
窮
地
に
追
い
こ
ま
な
い
と
い
う
考
慮
も
働
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
て

M
．
サ

ロ
ー
は
葛
藤
の
末
、
不
干
渉
の
支
持
に
回
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
こ
の
後
変
わ
ら
ず
、
三
六
年
一

0
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
か
ら

全
面
戦
争
が
生
ず
る
危
険
を
語
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し

M
・
サ
ロ
ー
が
不
干
渉
の
反
対
者
に
も
『
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
通
信
』

の
紙
面
を

つ
ま
り
不
干
渉
へ
の
不
快
感
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
不
干
渉
に
執
着
し
つ
つ
も

M
.

ン
ス
軍
の
三
分
の
一
を
常
駐
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
危
険
や
、

か
れ
は
反
徒
の
残
虐
行
為
に
憤
り
、

押
し
留
め
た
の
は
現
実
主
義
的
な
考
察
で
あ
っ
た
。

一
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(3) 
穏
健
三
派
の
な
か
で
サ
ロ
ー
派
は
ブ
ル
ム
派
の
立
場
に
近
く
、

ヽ

ちら 結
と
平
和
の
維
持
を
図
ら
ん
と
し
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
サ
ロ
ー
派
に
精
神
的
外
傷
を
残
し
た
と

エ
メ
・
ベ
ル
ト

A
i
m
e
B
e
r
t
h
o
d
 
(
下
院
議
員
）

ら
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ピ
オ
は
「
ヨ
ー

エ
ル
ベ
ル
は
独
伊
に
経
済
的
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
終

ベ
ル
ト
は
二
つ
の
敵
対
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
の
分
裂
回
避
と
戦
争
阻
止
、

(27) 

フ
ラ
ン
ス
の
中
立
と
ド
イ
ツ
と
の
交
渉
を
提
唱
し
た
。

か
れ
ら
は
地
理
的
の
み
な
ら
ず
心
理
的
に
も
、
共
和
ス
ペ
イ
ン
に
近
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
残
り
の
二
派
は
安
全
と
平
和
の
論
理
で
不
干

渉
を
主
張
し
た
。
し
か
し
「
安
全
と
平
和
の
論
理
」
と
い
っ
て
も
、

．
 

六

そ
れ
は
危
険
を
避
け
る
と
い
う
以
外
に
積
極
的
意
味
の
な
い
論
理
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
反
共
を
掲
げ
共
産
党
と
い
う
明
確
な
攻
撃
対
象
を
も
つ
保
守
派
の
活
発
な
主
張
に
二
派
の
メ
ン
バ
ー
は
吸
引
さ
れ
、

の
聴
衆
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

保

守

派

夏
ま
で
党
内
で
燻
っ
て
い
た
保
守
派
の
不
満
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
勃
発
と
と
も
に
一
挙
に
吹
き
出
し
た
。
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は

共
産
党
で
あ
る
。
共
産
党
の
介
入
要
求
は
ソ
連
の
策
略
と
解
釈
さ
れ
、
保
守
派
の
反
共
産
主
義
を
強
め
保
守
派
に
行
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

上
院
財
政
委
員
長
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
カ
イ
ヨ
ー
は
他
の
上
院
議
員
の
み
な
ら
ず
、
下
院
議
員
や
党
の
青
年
組
織
で
あ
る
急
進
青
年
団
J
e
,
 

(28) 

u
n
e
s
s
e
s
 r
a
d
i
c
a
l
e
s
に
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
カ
イ
ヨ
ー
と
ブ
ル
ム
は
当
然
な
が
ら
冷
た
い
関
係
に
あ
っ
た
が
、
三
六
年
八
月
か
ら

翌
年
一
月
ま
で
カ
イ
ヨ
ー
は
ブ
ル
ム
の
平
和
の
政
策
を
称
讃
し
た
。

し
う
る
政
策
だ
と
絶
讃
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
パ
の
平
和
の
た
め
に
」
不
干
渉
を
支
持
し
、

エ
ル
ベ
ル

P
a
u
l
E
i
b
e
l
 
(
下
院
議
員
）
、

か
れ
は
不
干
渉
政
策
を
慎
重
で
思
慮
が
あ
り
、

そ

イ
ギ
リ
ス
と
も
共
同

か
れ
に
と
っ
て
不
干
渉
政
策
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
尊
厳
を
保
ち
平
和
を
救
済
す
る
政
策
」

で
あ

い
う
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
と
い
う
理
由
か

4 - 1 -163 (香法'84)



保
守
派
は

の
共
感
や
共
産
主
義
へ
の
憎
悪
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
の
国

(29) 

っ
た
。
年
を
経
る
に
つ
れ
て
平
和
主
義
を
色
濃
く
し
た
カ
イ
ヨ
ー
は
、

滅
を
も
た
ら
す
こ
と
を
恐
れ
た
。
従
っ
て
親
独
的
な
「
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル

A
g
a
d
i
r
の
人
」
は
、

に
は
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
が
、
交
渉
は
武
力
の
行
使
に
勝
る
と
し
て
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ラ
ム
ー
ル
ー

L
u
c
i
e
n
L
a
m
o
u
r
e
u
x
も
カ
イ
ヨ
ー
に
近
い
立
場
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
介
入
政
策
が
惹
き
起
こ
す
危
険
を

(30) 

強
調
し
、
首
相
の
中
立
政
策
を
讃
え
た
の
で
あ
る
。
カ
イ
ヨ
ー
よ
り
右
に
ル
イ
・
マ
ル
ヴ
ィ

L
o
u
i
s
M
a
l
v
y
下
院
議
員
が
い
た
。
か
れ
は

フ
ラ
ン
コ
派
の
軍
人
と
も
親
交
が
あ
り
、

ビ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
エ
ミ
ー
ル
・
ロ
ッ
シ
ュ

E
m
i
l
e
R
o
c
h
e
 
(
急
進
党
第
二
の
県
連
た
る
ノ
ー
ル
県
連
会
長
）

ド
ミ
ニ
ク

Pierre
D
o
m
i
n
i
q
u
e
 (
『
共
和
国
』
の
編
集
長
）
、

(31) 

急
進
党
反
共
グ
ル
ー
プ
の
支
持
も
得
て
い
た
。
ド
ミ
ニ
ク
は
武
器
の
移
送
に
反
対
し
た
。

と
非
難
し
、

や
ピ
エ
ー
ル
・

マ
ル
セ
ル
・
サ
ブ
ロ
ー

M
a
r
c
e
l
S
a
b
l
e
a
u
 
(
急
進
青
年
団
団
長
）

と
い
っ
た

か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
を
「
愚
か
で
犯
罪
的
」

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
の
争
い
を
前
に
し
て
、
戦
争
の
拡
大
を
阻
止
し
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
荷
担
し
な
い
こ
と
こ
そ
が
フ

(32) 

ラ
ン
ス
人
の
義
務
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

『
共
和
国
』
や
『
新
時
代
』
と
い
っ
た
宣
伝
機
関
を
も
ち
、
介
入
反
対
の
論
陣
を
は
っ
た
。

カ
イ
ヨ
ー
派
は
フ
ラ
ン
コ
派
へ

フ
ラ
ン
ス
を
戦
争
に
巻
き
こ
む
こ
と
の
拒
否
か
ら
不
干
渉
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
保
守
派
の
反
共
産
主
義
は
秋
の
党
大
会
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
。
も
っ
と
も
外
交
政
策
の
討
議
で
は
対
立
は
巧
み
に
避
け
ら
れ
、

政
府
の
外
交
政
策
は
大
会
で
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
外
交
政
策
は
大
会
一
一
日
目
に
議
論
さ
れ
た
。
右
派
の
ジ
ャ
ン
・
ミ
ス
ト
レ

J
e
a
n

M
i
s
t
l
e
r
下
院
外
交
委
員
長
が
基
調
報
告
を
行
な
い
、
か
れ
が
朗
読
し
た
議
事
日
程
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ス
ト
レ
は

党
の
伝
統
的
な
外
交
方
針
（
平
和
•
仏
英
友
好
・
国
防
・
国
際
連
盟
）
を
確
認
し
、

内
管
轄
事
項
で
あ
り
、
国
際
的
殺
戦
を
避
け
る
た
め
に
外
相
が
あ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
圧
力
に
屈
せ
ず
、
不
干
渉
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と

か
れ
ら
を
「
秩
序
に
熱
中
す
る
真
の
共
和
派
」
と
紹
介
し
た
。

マ
ル
ヴ
ィ
は
フ
ラ
ン
コ
派
の
ロ

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
モ
ロ
ッ
コ
に
及
ぽ
す
脅
威

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
「
国
際
的
内
戦
」
に
拡
大
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
破

一
六
四
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不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

一
六
五

つ
ま
り
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
と
き
に
生
じ

(33) 

っ
た
こ
と
を
讃
え
た
の
で
あ
る
。
「
あ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
圧
力
」
と
し
て
非
難
さ
れ
た
の
は
共
産
党
で
あ
る
。
ミ
ス
ト
レ
の
報
告
は
名
ざ

し
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
共
和
秩
序
を
乱
し
自
由
を
脅
か
す
共
産
党
へ
の
批
判
を
含
ん
で
い
た
。
共
産

(34) 

党
の
干
渉
要
求
は
五
月
以
降
の
社
会
的
混
乱
の
文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
、
急
進
党
内
の
反
共
産
主
義
の
奔
出
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
態
は
保
守
派
に
有
利
に
作
用
し
た
。
保
守
派
は
党
内
の
潮
の
変
化
を
よ
く
読
み
と
っ
て
い
た
。

ル
ボ
ス
を
讃
え
る
決
議
を
あ
げ
た
の
は
一
六
、

八
月
か
ら
一
―
一
月
に
か
け
て

『
ル
・
タ
ン
匡
が
報
じ
た
急
進
党
の
県
連
大
会
や
地
方
委
員
会
の
大
会
の
ニ
ュ
ー
ス
―
二
の
う
ち
、
平
和
と
中
立
の
政
策
を
支
持
し
市
民
デ

ス
ペ
イ
ン
に
言
及
し
て
い
な
い
が
国
内
の
秩
序
を
乱
す
共
産
党
批
判
の
決
議
を
あ
げ
た
の

が
四
つ
あ
っ
た
。
共
産
党
批
判
は
共
産
党
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
へ
の
批
判
を
意
味
す
る
の
で
、
二

0
の
県
連
な
い
し
地
方
委
員
会
が
政
府
の

政
策
を
支
持
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
左
派
が
強
い
セ
ー
ヌ
県
連
す
ら
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
支
持
す
る
決
議
を
あ
げ
た
事
実
は
、

(35) 

党
全
体
の
動
向
を
象
徴
し
て
い
た
。
カ
イ
ヨ
ー
を
中
心
と
し
た
保
守
派
は
こ
の
状
況
か
ら
利
益
を
引
き
出
す
。
か
れ
ら
は
三
七
年
六
月
に

ブ
ル
ム
内
閣
を
倒
し
た
。
そ
し
て
反
共
と
い
う
点
で
社
会
党
の
フ
ォ
ー
ル
派
と
も
共
同
し
、
三
八
年
九
月
に
は
交
渉
に
よ
る
妥
協
の
道
を

選
択
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
三
潮
流
五
派
閥
の
態
度
を
検
討
し
て
き
た
が
、

わ
れ
わ
れ
は
次
の
三
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
左
派
と
穏
健
派
の

平
和
主
義
者
と
右
派
の
ネ
オ
平
和
主
義
者
か
ら
な
る
党
の
多
数
派
は
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
第
二
に
党
内
に
生
じ
た
外
交
問
題
を
め
ぐ
る

分
岐
は
、
そ
れ
以
前
の
よ
う
に
穏
健
派
の
中
で
生
じ
た
の
で
は
な
く
て
左
派
の
中
に
生
じ
た
。

た
外
交
政
策
に
対
す
る
党
内
不
和
は
拡
大
さ
れ
、
三
五
年
の
対
伊
制
裁
派
の
多
く
も
三
六
年
に
は
譲
歩
派
に
転
じ
、
抵
抗
派
が
少
数
派
に

(36) 

な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
保
守
派
を
中
心
に
党
内
に
反
共
多
数
派
が
勢
力
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
く
に
反
共
産
主
義
は
か
つ
て
の

反
教
権
主
義
に
代
わ
っ
て
、
党
内
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
生
む
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
生
み
出
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

4 -1-165 (香法'84)
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 L'Express, 

18 d
e
c
e
m
b
r
e
 1958, 

p. 
6., 

L
a
r
m
o
u
r
,
 op. 

cit., 
p. 
53 .. 

lay, op. 
cit., 

p. 
114., Camille C

h
a
u
t
e
m
p
s
,
 Cahiers secrets 

de !'armistice 
1
9
3
9
-
1
9
4
0
 (Paris, 1963), pp. 32-35. 歪

語
「
K"4-*

溢
賂

S
彩

按
菊

祀
□
兎
率
゜
+
'
ー
ゴ
入
m
_
ぷ
，
＼
ぷ
卜
全
~
8
1
図
如
宜
京
旦
指
，
.
い
叶
←
f
-
r
~
Q
柴
到
如
凶
揺
⇒
ゃ
二
巾
芯
＇
ゃ
ニ
竺
斡
こ
や

~r-0
゜
・
ト

~
~
Q
如
迄
如
玉
デ
旦
蹂
垣
ヤ

'(.\IT)や
埒
心
＂
゜

Cf.,
Zay, op. 

cit., 
p. 

114. 

ぼ
）

益
)L---QfJ

叫
ば

0
;
ャ

Henri
Lerner, L

a
 Depeche, journal 

de 
la 

democratie, t. 
II 

(Toulouse, 1978), 
pp. 923-951. 

（苫）
i卜
~
¾
K
旦

0;1-.J
竺
苺
誤
,

i忌
翌

如
-l!.;,¥

涯゚

ぼ
）

L
e
 congres 

d
u
 parti 

radical 
1936, pp. 220-3. 

ぼ
）

L
e
 Temps, 23 octobre, p. 

4. 

(Voo玉ぶ炉）おI|IIt
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(27) 
M
i
c
h
a
e
l
,
 op. 
cit., 
pp. 5
3ー

5
4
.
,
]
.
 0., 
D
e
p
ミ
変
5

d
e
c
e
m
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
pp. 3
3
6
8ー

9
.

(28)
カ
イ
ヨ
ー
に
つ
い
て
は

J
e
a
n
,
 
D
e
n
i
s
 B
r
e
d
i
n
 :
 foseph 
Cailla
苔
（
Paris,
1
9
8
0
)
,
 
pp. 2
7
9ー

2
8
0
.
,

J
e
a
n
'
C
l
a
u
d
e
 Allain, J
o
s
e
p
h
 Caillaux, t. 
II 

(Paris, 1
9
8
1
)
,
 
p. 4
4
3
,
 
p. 4
5
7
.
,
 
E
m
i
l
e
 R
o
c
h
e
,
 A
v
e
c
 J
o
s
e
p
h
 Caillaux, 
m
e
m
o
i
r
e
s
,
 souvenirs 
et 
d
o
c
u
m
e
n
t
s
 
(Paris, 1
9
8
0
)
,
 
pp. 8
5ー

8
6
,

(29) 

(30) 

(32) 
1
7
8ー

9
.

ジ
ェ
ー
ル
県
連
、

エ
ロ
ー
県

L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
,
 1
4
 
aoOt, p. 2
.
 
こ
の
あ
と
カ
イ
ヨ
ー
は
「
彼
此
で
主
権
の
変
更
を
引
き
起
こ
す
い
か
な
る
行
為
」
に
も
忍
耐
し
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
共
産
党
は
こ
の
発
言
を
反
徒
へ
の
批
判
と
し
て
我
田
引
水
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
カ
イ
ヨ
ー
の
真
意
は
共
産
党
批
判
に
あ
る
と
言
い
う
る
。
そ

れ
は
か
れ
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
主
権
の
変
更
も
許
さ
な
い
こ
と
を
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

8
 
aofit, 
p. 4
.
)

。

L
e
 T
e
m
p
s
,
 1
e
r
 
s
e
p
t
e
m
b
r
e
,
 p. 3
.
,
 
1
5
 sep., 
p. 3
.
,
 
2
3
 sep., 
p. 3
.
 
2
3
 dee., 
p. 2
.
 
,.,;;;. と十ハ
E
E
ラ
ム
ー
ル
ー
は
后
{
人
民
戦
四
線

im
で
あ
り
春
に
は
茨
湛
送
し

た
が
、
年
末
の
補
欠
選
挙
で
雪
辱
を
果
た
し
た
。

L
を
n
B
l
u
m
 c
h
e
f
 d
e
 g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
,
 A
n
n
e
x
e
 
VIII, p. 1
8
4
.
 

(31)
以
上

J
e
a
n
L
a
c
o
u
t
u
r
e
,
 L
e
。n
B
l
u
m
 (Paris, 1
9
7
7
)
,
 
pp. 3
5
3
 
|
 
4
.
,
 
D
.
W
.
 Pike, op. 
cit., 
p. 6
6
.
 
ド
ミ
ニ
ク
は
「
イ
タ
リ
ア
と
の
同
盟
」
を
望
む
親

伊
派
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
な
ら
「
ド
イ
ツ
と
手
を
握
る
」
こ
と
も
辞
さ
な
い
現
実
主
義
者
で
も
あ
っ
た
（
『
共
和
国
』

L
e
T
e
m
p
s
,
 

ロ
ッ
シ
ュ
や
ド
ミ
ニ
ク
の
反
共
に
つ
い
て
は

G
•
D
u
p
e
u
x
,
 "
L
含
n
B
l
u
m
 et 
la 
m
a
j
o
r
i
t
e
 p
a
r
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
"
,
 
in 
L
e
o
n
 B
l
u
m
 

一
六
八

ド
ゥ
ー
・
セ
ー

c
h
e
f
 d
e
 g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
,
 p. 
113. 

L
d
R
魯
bliq
亙
2
4

et 2
8
 juillet, 8
 
et 2
0
 aoOt, cited 
in 
M
i
c
h
a
e
l
,
 op. 
cit., 
p. 5
2
.
,
 
Pike, 
op. 
cit., 
p. 8
4
.
 

(33)
以
上

L
e
c
o
n
g
r筋

d
u
pミ
n
i
rミ
dical
1
9
3
6
,
 pp. 2
2
3
-
2
4
2
,
 2
6
1ー

2
.

(34)
外
交
政
策
の
討
議
で
は
右
派
と
左
派
の
衝
突
は
巧
み
に
避
け
ら
れ
た
が
、
一
般
政
策
で
は
正
面
衝
突
し
た
。
カ
イ
ヨ
ー
は
こ
の
大
会
に
は
欠
席
し
て
い
た

が
、
か
れ
の
副
官
で
ノ
ー
ル
県
連
会
長
ロ
ッ
シ
ュ
を
中
心
に
右
派
は
大
会
で
自
己
の
存
在
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。
左
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
て
い
た

ダ
ラ
デ
ィ
エ
総
裁
は
、
一
―
―
月
に
右
派
の
一
員
か
ら
「
わ
れ
ら
の
指
導
者
し
と
讃
え
ら
れ
て
い
た
が

(
L
a
n
n
o
u
r
,
op. 
cit., 
p. 2
2
0
.
)

、
総
裁
の
豹
変
の

契
機
も
大
会
で
右
派
の
台
頭
を
目
撃
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
は
急
進
党
史
の
み
な
ら
ず
、
人
民
戦
線
史
に

と
っ
て
も
重
要
な
日
付
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Berstein,
op. 
cit., 
pp. 4
6
6ー

4
8
5
.

(35)
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
括
孤
内
の
日
付
と
頁
数
は
『
ル
・
タ
ン
』
の
も
の
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ム
県
の
急
進
青
年
団
と
同
県
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
郡
の

委
員
会
（
八
•
四
、
三
頁
）
、
ヴ
ァ
ー
ル
県
連
（
九
・
九
、
三
頁
）
、
セ
ー
ヌ
県
連
（
九
・
―
―
-
、
二
頁
）
、
ロ
ー
ヌ
県
連
（
同
上
、
六
頁
）
、
ア
ル
プ
・
マ

リ
テ
ィ
ー
ム
県
連

(
I
O
・
!
、
三
頁
）
、
ニ
エ
ー
ヴ
ル
県
連
、
タ
ル
ン
県
連
、
ソ
ー
ヌ
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
連
（
以
上
一

O・
七
、
三
頁
）
、

連

(IO・
八
、
四
頁
）
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
委
員
会

(
I
O
・
1
0、
三

頁

）

、

ピ

レ

ー

ネ

・

ゾ

リ

ア

ン

タ

ル

県

連

、

4-1-168 (香法'84)
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こ。t
 

る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

一
六
九

ヴ
ル
県
連
、
サ
ン
ト
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
県
連
（
以

t
1
 

O・ 
一
四
、
三
頁
）
、
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル
県
連
(

1

O・ 
一
六
、
二
頁
）
、
ア
ル
プ
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム

県
グ
ラ
ー
ス
地
区
の
急
進
青
年
団

(1
O・ 
一
八
、
三
頁
）
、
オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
連

(
1
0
・ニ

0
、
八
頁
）
、
サ
ル
ト
県
ル
・
マ
ン
の
三
郡
委
員
会
、

ヴ
ァ
ー
ル
県
サ
ン
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
委
員
会
（
以
上
一

0
・
ニ
ニ
、
三
頁
）
、
ニ
エ
ー
ヴ
ル
県
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
の
委
員
会
と
急
進
青
年
団
執
行
委
員
会
（
以
上

―
ニ
・
三
、
四
頁
）
。

(36)
三
五
年
か
ら
三
六
年
の
急
進
党
内
の
対
外
姿
勢
の
変
化
に
つ
い
て
は

M
i
c
h
a
e
l
,
op. 
cit., 
p
p
.
 3
3
-
6
9
 

共
産
党
は
民
主
集
中
制
を
組
織
原
理
と
す
る
一
枚
岩
的
政
党

parti
m
o
n
o
l
i
t
h
i
q
u
e
で
あ
る
。
従
っ
て
社
会
党
の
ご
と
き
タ
ン
ダ
ン
ス

は
党
内
に
存
在
し
な
い
し
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
表
面
化
す
る
の
は
、
除
名
と
離
党
の
時
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

メ
モ
ワ
ー
ル
類
を
除
い
て
、
政
治
局
や
書
記
局
の
宣
言
や
声
明
お
よ
び
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
の
演
説
や
論
説
と
い
っ
た
公
式
見
解
以
外
の

意
見
に
、

と
で
、

わ
れ
わ
れ
が
接
近
し
づ
ら
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
「
満
場
一
致
の
意
見
」
以
外
、
わ
れ
わ
れ
は
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
細
胞
レ
ヴ
ェ
ル
の
意
見
を
掬
い
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
さ
ら
に
コ
ミ
ン
テ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
支
部
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
今
日
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。
よ
っ
て
共
産
党
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
を
試
み
る
こ

共
産
党
の
意
見
の
態
様
を
観
察
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
外
部
に
現
わ
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
診
断
す
る

以
外
、
接
近
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

国

共

産

党

か
か
る
資
料
的
制
約
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
党
の
特
異
性
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
三
六
年
の

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
共
産
党
の
行
動
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ッ
ク
に
追
跡
し
、
共
産
党
の
関
心
が
奈
辺
に
あ
り
、
意
見
の
布
置
状
況
は
い
か
な

こ
の
時
期
の
共
産
党
は
、
革
命
闘
争
よ
り
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
を
優
先
さ
せ
、

そ
の
た
め
の
方
針
と
し
て
次
の
二
つ
を
打
ち
出
し
て
い

―
つ
は
内
外
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
に
対
抗
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線

F
r
o
n
t
F
r
a
n
~
a
i
s

」
の
結
成
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ

4-1-169 (香法'84)



ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。

策
を
同
時
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
政
策
の
ど
ち
ら
に
ウ
ェ
ー
ト
が
置
か
れ
る
か
に
よ
っ
て
、

動
は
急
進
化
し
た
り
穏
健
化
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
政
策
は
同
列
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

お
い
て
も
ソ
連
の
国
家
利
益
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の
利
益
を
制
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
支
部
も
ソ
連
の
利
益
に
奉
仕
す
る
「
フ
ラ
ン

ス
戦
線
」
の
連
合
政
策
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
人
民
戦
線
の
団
結
の
維
持
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
は
言
う

を
ま
た
な
い
。
従
っ
て
国
民
の
団
結
を
優
先
さ
せ
ん
と
す
れ
ば
、
国
内
に
分
裂
を
も
た
ら
す
武
器
援
助
政
策
を
自
粛
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

は
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
共
産
党
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
フ
ラ
ン
ス
支
部
と
し
て
の
、
秘
密
裏
の
非
合
法
的
な
支
援
活
動
に
甘

ん
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
共
産
党
は
不
干
渉
政
策
に
反
対
し
た
唯
一
の
政
党
で
あ
る
。
確
か
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
勃
発
し
て
以
降
、
共
産
党
は
ポ
ー
ル
・

ニ
ザ
ン

P
a
u
l
N
i
z
a
n
や
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
1
1

ク
ー
チ
ュ
リ
エ

P
a
u
l
V
 aillant'Couturier
を
現
地
に
送
り
、
連
日
ス
ペ
イ
ン
の
戦
況
を
報
道

し
て
、
平
和
と
国
際
法
と
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
の
名
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
を
援
助
す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
た
。

(
2
)
 

ン
ペ
ー
ン
は
八
月
下
旬
ま
で
、
幾
分
、
抑
制
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
共
産
党
が
共
和
国
へ
の

せ
た
の
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
戦
線

F
r
o
n
t
d
e
s
 Frarn;ais
」

ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
を
支
援
す
る
左
翼
的
連
帯
政

し
か
し
共
産
党
の
援
助
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
激
化
さ
せ
る
の
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
号
事
件
や
ド
イ
ツ
の
兵
役
二
年
法
の
導
入
と
シ
ャ
ハ
ト

H
j
a
l
m
a
r
S
c
h
a
c
h
t
帝
国
銀
行
総

裁
の
パ
リ
訪
問
の
あ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
ま
で
共
産
党
は
ス
ペ
イ
ン
人
民
と
の
連
帯
や
通
商
の
自
由
、
封
鎖
反
対
を
主
張
し
て
は
い
た

こ
れ
ら
の
主
張
は
別
の
主
張
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
が
七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
最
も
大
き
な
関
心
を
寄

の
結
成
で
あ
る
。
人
民
戦
線
連
合
の
右
へ
の
拡
大
を
企
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
テ
ー
ゼ
が
定
式
化
さ
れ
た
の
は
八
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ク
ロ

J
a
c
q
u
e
s
D
u
c
l
o
s
 
(
下
院
副
議
長
）

和
派
は
緊
密
に
団
結
を
保
つ
べ
き
だ
」
と
い
う
シ
ョ
ー
タ
ン
国
務
大
臣
の
考
え
は
、
連
合
の
拡
大
を
望
む
共
産
党
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る

が
ヽ

つ
ま
り
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
挙
国
的
連
合
政
策
と
、

「
制
裁
反
対
」
．
「
封
鎖
反
対
」

は
「
共

の
キ
ャ

ス
ペ
イ
ン
に

こ
の
時
期
の
共
産
党
の
活

一
七
〇
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と
不
干
渉
の
闘
士
を
も
ち
あ
げ
て
共
産
党
の
動
機
を
語
る
の
で
あ
る
。

一
七

こ
の

フ
ラ
ン
ス
人
民
は
慎
重
か
つ
毅
然

フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
真
の
和
解
を
も
た
ら
さ
ん
と
す
る
共
産
主
義

者
は
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
現
在
、
何
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
人
の
団
結
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

(
3
)
 

る
と
。
二
日
後
、

モ
ー
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ

M
a
u
r
i
c
e
T
h
o
r
e
 N
書
記
長
は
パ
リ
の
党
員
を
前
に
し
て
演
説
し
た
。
ト
レ
ー
ズ
は
内
外
の
敵

に
対
し
て
、
内
外
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
、

め
に
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
を
と
訴
え
、

ヒ
ト
ラ
ー
と
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
代
理
人
に
対
し
て
共
和
国
の
防
衛
と
わ
が
国
の
安
全
の
た

そ
の
目
的
を
明
確
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

隣
国
ス
ペ
イ
ン
の
内
戦
に
直
面
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
を
訴
え
る
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
既
に
七
月
二
五
日
、

て
萌
芽
的
に
示
さ
れ
、
翌
日
、
デ
ュ
ク
ロ
に
よ
っ
て
具
体
的
に
提
示
さ
れ
て
い
た
。
書
記
長
は
人
民
戦
線
か
ら
生
ま
れ
た
政
府
は
フ
ラ
ン

ス
全
体
の
た
め
に
働
く
政
府
で
あ
る
と
述
べ
た
あ
と
で
、
「
ス
ペ
イ
ン
事
件
の
大
き
な
教
訓
」
と
し
て
、

と
行
動
し
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
団
結
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
内
戦
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
す
ぐ
に
ヒ
ト
ラ
ー

(
5
)
 

の
餌
食
に
な
る
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
な
か
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
深
い
敵
意
を
見
た
デ
ュ
ク
ロ
は
、

一
層
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
孤
立
と
包
囲
を
防
ぐ
た
め
に
「
わ
れ
わ
れ
は
自
由
と
平
和
と
フ

つ
ま
り
国
民
の
団
結
が
第
一
と
さ
れ
、
階
級
闘
争
は
後
景
に
お
い
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
で
答
え
た
の
で
あ
る
。

ラ
ン
ス
の
安
全
の
擁
護
者
と
し
て
行
動
」
し
、
「
内
外
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
に
抗
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
」
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
共
産

(
6
)
 

党
の
決
意
の
ほ
ど
を
示
し
た
。
共
産
党
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
政
府
の
武
器
要
請
に
対
し
て
、

共
産
党
の
内
外
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
に
対
す
る
警
戒
と
国
民
の
団
結
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
は
、
春
の
総
選
挙
以
来
、

ト
レ
ー
ズ
に
よ
っ

一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
選
挙
戦
中
、
共
産
党
は
ヒ
ト
ラ
ー
と
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
代
理
人
や
二
百
家
族
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
を
呼
び
か
け
、

団
結
こ
そ
が
戦
争
を
も
く
ろ
む
ヒ
ト
ラ
ー
を
後
退
さ
せ
る
道
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ク
ロ
ワ
・
ド
・

フ
ー
に
も
手
を
さ
し
の
べ
た
の
で
あ
る
。
選
挙
後
に
は
、
平
和
の
強
化
に
資
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
仏
独
接
近
を
肯
定
す
る
と
や
や
ト

4-1-171 (香法'84)



ー
ン
・
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
の
、
今
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
と
自
由
を
最
も
脅
か
し
て
い
る
の
は
、

(
8
)
 

は
な
か
っ
た
。
「
す
べ
て
は
可
能
で
は
な
い
」
（
五
月
二
九
日
）
、
「
ス
ト
を
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
六
月
一

（
六
月
一
四
日
）
、
「
急
進
党
は
正
し
い
」
（
六
月
二
七
日
）
と
い
う
主
張
も
如
上
の
文
脈
の
な
か
で
よ
り
良
く
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
『
リ
ュ
マ
ニ
テ

L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
』
の
見
出
し
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
共
産
党
の
関
心
は
中
産
階
級
を
怯
え
さ
せ
ず
、
国
内
の
混
乱
と
人
民

戦
線
の
分
裂
を
回
避
し
て
、
一
致
団
結
し
て
内
外
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
に
対
処
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
こ
の
頃
、
党
の
穏
健

路
線
に
批
判
的
で
あ
っ
た
中
央
委
員
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
ラ

A
n
d
r
e
F
e
r
r
a
t

を
追
放
し
た
事
情
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ソ

連
外
交
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
ソ
連
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
基
本
目
的
は
、
仏
・
英
・
独
・
伊
の

(10) 

フ
ラ
ン
ス
政
府
と
国
民
の
間
に
親
ソ
反
独
の
共
鳴
板
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

反
ソ
連
合
の
形
成
を
阻
止
し
、

た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
に
内
戦
が
勃
発
し
て
ド
イ
ツ
の
脅
威
が
現
実
化
し
た
た
め
に
、

八
月
四
日
前
後
は
イ
タ
リ
ア
の
軍
事
介
入
が
発
覚
し
、

八
月
四
日
の
提
言
（
「
フ
ラ
ン
ス
人
戦
線
」
）
と
な
っ
て
表
わ
れ

が
許
可
す
れ
ば
武
器
引
渡
し
も
可
能
な
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
共
産
党
は
政
府
に
圧
力
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、
不
干
渉
の
闘
士

た
る
シ
ョ
タ
ー
ン
国
務
大
臣
を
讃
え
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
介
入
に
否
定
的
な
急
進
党
や
中
道

政
党
を
も
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
に
組
み
こ
も
う
と
す
れ
ば
、
当
然
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
自
粛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
八
月
初

め
ま
で
共
産
党
の
批
判
の
対
象
は
、
主
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
代
理
人
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
月
二
五
日
の
閣
議
の
決
定
事
項
を
報
道
し
つ
つ
も
、
共
産
党
の
批
判
は
直
接
政
府
に
向
け
ら
れ
ず
、
政
府
を
分
裂
さ
せ
る
た
め
に
激

し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
「
反
動
新
聞
」
と
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
仕
え
る
」
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
に
向
け
ら
れ

(11) 

た
。
三

0
日
、
共
産
党
議
員
団
の
事
務
局

B
u
r
e
a
u
executif
は
「
政
府
が
ス
ペ
イ
ン
の
内
政
に
干
渉
し
な
い
こ
と
は
正
し
い
と
し
て
も

(12) 

…
…
ス
ペ
イ
ン
と
の
正
常
な
通
商
関
係
の
修
正
を
正
当
化
す
る
も
の
は
何
も
な
い
」
と
み
ず
か
ら
政
府
の
行
為
の
一
面
の
正
し
さ
を
認
め

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
七
月
二
五
日
の
中
立
決
議
を
撤
回
し
、
外
務
省

一
日
）
、
「
共
産
党
は
秩
序
で
あ
る
」

ヒ
ト
ラ
ー
で
あ
る
と
の
認
識
に
変
わ
り

一
七
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し
て
い
る
。

後
者
で
あ
る
。

か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
で
自
己
が
目
撃
し
た
状
況
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し

た
あ
と
、
共
和
政
府
の
正
統
性
と
ピ
レ
ネ
ー
に
外
国
軍
隊
が
進
駐
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
脅
か
す
危
険
を
語
り
、
国
際
法
上
、
ス
ペ
イ
ン
政
府

と
フ
ラ
ン
ス
の
間
の
私
的
な
通
商
の
自
由
を
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
妨
げ
え
な
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
か
れ
も
こ
れ
以
上
、
政
府
批
判
の
言
葉

を
発
せ
ず
、
武
器
へ
の
言
及
も
禁
じ
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
1
1

ク
ー
チ
ュ
リ
エ
は
最
後
に
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
ス
ペ
イ
ン
の
国
内
問
題
に

(14) 

干
渉
す
る
の
を
望
ま
な
い
こ
と
は
、
誤
り
で
は
な
い
」
と
締
め
く
く
り
、
政
府
に
理
解
を
示
す
の
で
あ
る
。

八
月
五
日
の
下
院
外
交
委
員
会
で
も
共
産
党
の
フ
ロ
リ
モ
ン
・
ボ
ン
ト
F
l
o
r
i
m
o
n
d
B
o
n
t
e
は
、
通
商
の
自
由
と
同
時
に
「
フ
ラ
ン
ス

(15) 

戦
線
」
を
主
張
し
て
い
る
。
同
日
、
共
産
党
議
員
団
も
同
様
の
決
議
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
七
日
の
ト
レ
ー
ズ
か
ら
ブ
ル
ム
宛
の
書
簡
も
、

共
産
党
の
穏
健
な
態
度
を
示
唆
し
て
い
た
。
『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
が
、
六
日
の
共
産
党
集
会
で
ト
レ
ー
ズ
が
人
民
戦
線
政
府
の
行
動
を
攻

撃
し
た
と
報
じ
た
た
め
に
、
ト
レ
ー
ズ
は
す
ぐ
に
書
簡
を
送
っ
て
「
わ
た
し
は
政
府
批
判
の
言
葉
を
発
し
て
い
な
い
。
…
…
共
産
党
は
政

(16) 

府
を
忠
実
に
欠
け
る
こ
と
な
く
支
持
し
て
き
た
」
と
弁
明
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
は
、
こ
の
時
期
の
共
産
党
の
慎
重
な
態
度
を
示

ま
た
共
産
党
が
援
助
を
主
張
す
る
論
理
も
、
共
産
党
の
関
心
が
奈
辺
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
共
産
党
は
社
会
党
左
派
と
異

な
り
、
内
戦
の
革
命
的
性
格
を
不
問
に
付
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
連
帯
や
革
命
的
大
衆
行
動
の
論
理
か
ら
で
は
な
く
て
、
平
和
と
フ
ラ
ン

ス
の
国
家
的
安
全
の
論
理
を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
た
。
共
産
党
は
ド
イ
ツ
の
地
中
海
へ
の
進
出
に
よ
っ

っ
た
。
こ
の
日
の
下
院
で
は
、

て
い
た
。
ま
た
三
一
日
の
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
は
「
あ
る
政
府
が
他
の
あ
る
正
規
の
政
府
を
軍
事
手
段
の
補
給
面
で
苦
し
め
る
な
ら
、
中
立

(13) 

た
り
え
な
い
」
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ペ
リ
G
a
b
r
i
e
l
Peri)
と
不
定
冠
詞
付
き
で
間
接
的
一
般
的
表
現
で
し
か
批
判
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
午
後
の
下
院
に
お
け
る
外
交
政
策
の
審
議
で
、
内
政
不
干
渉
を
主
張
す
る
政
府
に
共
産
党
も
信
任
票
を
投
じ
た
の
は
当
然
で
あ

ペ
リ
と
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
1
1

ク
ー
チ
ュ
リ
エ
の
二
人
が
登
壇
し
て
い
た
。

ス
ペ
イ
ン
問
題
を
と
り
あ
げ
た
の
は

一
七
三
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て
、
北
ア
フ
リ
カ
や
モ
ロ
ッ
コ
ヘ
の
海
上
ル
ー
ト
が
遮
断
さ
れ
る
危
険
や
、
ア
ル
ザ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
次
い
で
ピ
レ
ー
ネ
ー
を
も
防
衛
せ

(17) 

ね
ば
な
ら
な
い
危
険
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
う
す
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
、
共
産
党
が
望
む

ス
戦
線
」
と
い
う
新
戦
術
を
補
完
し
促
進
す
る
機
能
も
合
わ
せ
も
っ
た
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

八
月
四
日
後
も
表
現
は
や
や
異
な
る
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
連
合

!'Union
entre F
r
a
~
a
i
s

」
（
八
月
六
日
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
（
八
月

七
日
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
連
合

!'Union
des Franc;ais
」

月
一
四
日
）

月
九
日
、

と
国
民
の
団
結
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
は
、

に
対
す
る
考
慮
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
は
、

上
の
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
重
視
す
れ
ば
、
共
産
党
は
「
フ
ラ
ン
ス
戦

線
」
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
へ
の
脅
威
を
強
調
し
、
挙
国
一
致
的
な
「
フ
ラ

ン
ス
戦
線
」
を
創
出
す
る
方
向
に
結
実
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

民
連
合

U
n
i
o
n
N
 ationale
を
め
ざ
す
も
の
と
冷
笑
さ
れ
、
中
道
政
党
か
ら
も
無
視
さ
れ
て
八
月
下
旬
に
は
余
り
聞
か
れ
な
く
な
る
。
九

(18) 

の
表
現
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
を
正
式
に
通
知
し
た
。

ト
レ
ー
ズ
は
社
会
党
に
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」

産
党
の
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

国
民
的
団
結
を
容
易
に
せ
ん
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
の
内
政
に
干
渉
す
る
考
え
は
な
い
が
武
器
を
も

「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
は
社
会
党
か
ら
は
国

つ
ま
り
国
家
理
性
的
な
安
全
保
障
を
強
調
す
る
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
「
フ
ラ
ン

（
八
月
九
日
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
連
合

I'Union
d
u
 peuple frarn;ais
」
（
八

八
月
二

0
日
過
ぎ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ

共
産
党
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
重
視
さ
れ
る
外
交

そ
れ
に
代
わ
っ
て
勢
い
を
え
る
の
は
、
封
鎖
反
対
・
ス
ペ
イ
ン
と
の
通
商
要
求
・
ド
イ
ツ
の
干
渉
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
共

ド
イ
ツ
の
兵
役
二
年
法
の
導
入
と
シ
ャ
ハ
ト
の
パ
リ
訪
問
と
と
も
に
強
ま
っ
た
。

八
月
二
五
日
、

ト
レ

ー
ズ
は
フ
ラ
ン
ス
を
全
滅
さ
せ
ん
と
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
意
図
を
非
難
し
、
不
干
渉
に
は
賛
成
で
あ
る
が
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
の
封
鎖
に
は
反

(19) 

対
で
あ
り
、
武
器
を
も
含
む
通
商
の
自
由
を
要
求
し
た
。
ト
レ
ー
ズ
が
飛
行
機
や
大
砲
な
ど
の
武
器
に
言
及
し
た
の
は
、
公
式
に
は
こ
れ

(20) 

が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
―
―
七
日
の
政
治
局
会
議
は
書
記
長
の
発
言
を
承
認
し
、

一
七
四
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こ
れ
ま
で
も
共
産
党
は
、
政
府
に
は
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
必
要
と
す
る
武
器
を
フ
ラ
ン
ス
で
購
入
す
る
権
利
を
認
め
る
こ
と
と
、
人
民
大

衆
に
は
反
徒
へ
の
補
給
を
妨
げ
る
た
め
の
監
視
委
員
会
の
結
成
と
、
武
器
や
医
薬
品
を
援
助
す
る
た
め
の
資
金
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
て
い

た
。
し
か
し
各
地
で
ス
ペ
イ
ン
と
の
連
帯
集
会
を
開
き
、
武
器
引
渡
し
の
要
求
を
大
衆
的
規
模
で
始
め
た
の
は
八
月
下
旬
か
ら
で
あ
る
。

九
月
以
降
、
共
産
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
名
ざ
し
の
政
府
批
判
が
増
え
る
。
政
治
局
は
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
」
に
中
立
政
策
を
再
考
し

封
鎖
反
対
の
行
動
を
と
る
よ
う
要
求
し
た
り
（
九
月
一

0
日
）
、
反
徒
を
利
し
平
和
を
危
険
に
し
た
「
ブ
ル
ム
政
府
」
の
有
害
な
イ
ニ
シ
ア

(22) 

チ
ヴ
を
非
難
し
た
り
し
て
い
た

(
1
0月
八
日
）
。
ま
た
下
院
外
交
委
員
の
ボ
ン
ト
は
不
干
渉
を
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
恐
る
べ
き
誤
謬
」
と

(23) 

非
難
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
決
定
は
国
際
法
と
通
商
の
権
利
の
侵
犯
で
あ
る
」
と
批
判
し
た
。
九
月
二
日
、
ト
レ
ー
ズ
は
ル
ノ
ー
工
場
で

(24) 

演
説
し
て
い
た
。
か
れ
は
「
封
鎖
反
対
・
通
商
の
自
由
・
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
な
ど
従
来
の
主
張
と
と
も
に
、
封
鎖
に
抗
議
し
て
ス
ト
ラ
イ

あ
ろ
う
か
。

照
的
で
あ
っ
た
。

一
七
五

―
つ
は
国
内

キ
を
始
め
ん
と
望
む
労
働
者
の
心
理
を
理
解
し
是
認
す
る
と
発
言
し
た
。
大
衆
的
行
動
に
よ
っ
て
政
府
に
圧
力
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
で

(25) 

お
り
し
も
共
産
党
は
、
社
会
党
に
封
鎖
撤
回
の
共
闘
を
迫
る
書
簡
を
手
渡
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
穏
健
な
ト
ー
ン
と
は
対

ス
ペ
イ
ン
の
封
鎖
に
抗
議
し
て
一
時
間
の
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を

か
く
て
七
日
、
共
産
党
系
の
パ
リ
地
区
金
属
労
組
は
、

敢
行
す
る
。
九
月
に
な
っ
て
連
日
、
共
産
党
批
判
を
掲
載
し
て
い
た
『
ル
・
タ
ン
』
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
史
上
「
初
め
て
の
政
治
ス

(26) 

ト
ラ
イ
キ
」
と
非
難
し
た
。

な
ぜ
共
産
党
は
六
月
と
異
な
り
、
九
月
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
煽
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

的
理
由
で
あ
る
。
八
月
下
旬
か
ら
解
雇
撤
回
や
賃
上
げ
を
要
求
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
フ
ラ
ン
ス
を
襲
っ
た
が
、

(21) 

含
む
通
商
の
自
由
を
要
求
し
た
。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
を

中
心
と
し
た
社
会
党
が
共
産
党
よ
り
強
力
な
地
域
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
共
産
党
は
労
働
者
の
共
感
を
得
ら
れ
な
い
愛
国
的
な
「
フ
ラ
ン
ス

戦
線
」
と
い
う
階
級
協
調
路
線
に
よ
っ
て
、
新
た
に
獲
得
し
た
労
働
者
階
級
の
支
持
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
、
不
干
渉
反
対
の
政
治
ス
ト
ラ
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ス
ペ
イ
ン
問
題
に
敏
感
な
労
働
者
の
間
に
共
産
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確

立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
九
月
六
日
の
リ
ュ
ナ
・
パ
ル
ク
演
説
の
な
か
で
ブ
ル
ム
が
共
産
党
を
批
判
し
、
社
会
党
内
で
の
介
入
要
求
の

声
が
鎮
静
化
し
つ
つ
あ
る
だ
け
に
、
共
産
党
は
ス
ペ
イ
ン
問
題
で
大
き
な
う
ね
り
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

他
の
一
っ
は
国
際
的
理
由
で
あ
る
。
八
月
下
旬
は
ソ
連
国
内
で
は
カ
ー
メ
ネ
フ
や
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
ら
の
粛
清
裁
判
が
行
な
わ
れ
、

一
方
で
不
干
渉
協
定
に
調
印
し
て
武
器
の
禁
輸
を
声
明
し
つ
つ
、
他
方
で
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
と
初
め
て
大
使
を
交
換

し
外
交
関
係
を
深
め
る
時
期
で
あ
っ
た
。
八
月
下
旬
の
ソ
連
外
交
の
展
開
と
と
も
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
も
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
こ
と
が
、

フ
ラ
ン
ス
支
部
の
活
動
に
も
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
七
月
ニ
―
日
と
二
六
日
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
プ
ロ
フ
ィ

ン
テ
ル
ン
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、

そ
の
場
で
ス
ペ
イ
ン
共
和
政
府
の
た
め
に
食
糧
・
原
料
・
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

し
か
も
こ
の
資
金
の
運
用
に
は
、
有
力
な
一
員
と
し
て
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
の
ほ
か
ト
レ
ー
ズ
書
記
長
も
当
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
非
軍
事
的
援
助
を
与
え
る
運
動
を
精
力
的
に
組
織
し
た
の
は
、

パ
リ
に
本
部
を
置
く
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
西
欧
局
の
宣
伝
部
長
ヴ
ィ
リ
・

ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
w
'
i
l
l
i
M
t
i
n
z
e
n
b
e
r
g
で
あ
っ
た
。
「
同
調
者
の
守
護
神
t
h
e
p
a
t
r
o
n
 saint 
of the fell o
w
 ,
 
t
r
a
v
e
l
l
e
r
」
と
し

て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
プ
レ
イ
エ
ル
運
動
や
文
化
擁
護
国
際
作
家
会
議
な
ど
様
々
な
反
戦
・
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
組
織
し
た
ミ
ュ
ン
ツ

ェ
ン
ベ
ル
ク
は
、

八
月
三
一
日
に
ス
ペ
イ
ン
人
民
救
援
国
際
委
員
会
（
委
員
長
は
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
バ
ッ
シ
ュ
V
i
c
t
o
r
B
a
s
c
h
)
を
組
織

し
た
。
こ
の
あ
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
外
国
の
干
渉
を
調
査
す
る
委
員
会
を
作
っ
た
の
も
か
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

ス
ペ
イ
ン
の
隣
国
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
当
然
、
食
糧
・
医
薬
品
・
武
器
の
調
達
や
輸
送

の
任
務
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
演
じ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
（
も
っ
と
も
九
月
ま
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
も
武
器
の
輸
送
に
は
携
っ
て

(27) 

い
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。
共
産
党
は
そ
の
た
め
に
有
利
な
状
況
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
共
産
党
は
「
フ
ラ
ン
ス

戦
線
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
取
り
下
げ
、
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
し
て
左
に
揺
れ
る
の
で
あ
る
。

活
動
の
拠
点
が
パ
リ
に
あ
る
以
上
、

外
交
の
う
え
で
は
、

ィ
キ
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
を
経
済
紛
争
か
ら
そ
ら
し
、

一
七
六

ソ
連
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九
月
は
五
月
・
六
月
に
つ
い
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
多
い
月
と
な
っ
た
が
、
共
産
党
は
ま
も
な
く
再
び
穏
健
な
路
線
に
戻
っ
た
。
九
月
九
日

の
左
翼
代
表
団
の
席
上
、

ト
レ
ー
ズ
は
人
民
的
政
治
権
力
の
維
持
は
中
立
政
策
の
問
題
よ
り
優
位
を
占
め
る
の
で
、
共
産
主
義
者
は
ブ
ル

(28) 

ム
に
信
任
票
を
投
ず
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
共
産
党
は
中
立
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
止
め
な
い
と
語
っ
て
い
た
。
こ
の
発
言
は
、
中

立
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
反
政
府
行
動
や
倒
閣
運
動
に
結
び
つ
け
な
い
と
、
共
産
党
が
政
府
に
言
質
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
は
共
産
党
が
、
人
民
戦
線
の
分
裂
回
避
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
共
産
党
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
急
進
党
の
間
で

再
度
、
急
進
党
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

一
七
七

そ
れ
に
人
民
戦
線
の
成
功
と
と
も
に
党
員
が
二
倍
半
に
膨
れ
あ
が
っ
た
こ
と
は
、
人
民
戦
線
戦
術
の
勝
利
と
し
て
党
指
導
部
に
認
識
さ

れ
、
党
の
穏
健
路
線
に
影
聾
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
入
党
員
の
殺
到
と
い
う
現
象
は
、
若
く
て
精
力
的
で
感
じ
の
よ
い
イ
メ

(29) 

ー
ジ
を
も
つ
ト
レ
ー
ズ
書
記
長
（
三
六
歳
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
も
一
部
負
っ
て
い
た
。
党
員
数
は
四
月
未
の
一
〇
六
五
五
一
人
か

(30) 

ら
、
九
月
初
め
に
は
二
五

0
六
六
一
人
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
確
か
に
こ
の
時
期
の
新
入
党
員
は
労
働
者
層
が
圧
倒
的
に
多
く
、
共
産
主

義
を
新
版
の
急
進
主
義
と
考
え
て
入
党
し
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
極
少
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
ル
ノ
ー
工
場
で
は
三
六
年
五
月
に
は
―
二

0
名

二
月
に
は
六

0
0
0名
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
勝
利
し
た
闘
争
が
も

た
ら
す
熱
狂
か
ら
入
党
し
た
こ
れ
ら
新
参
者
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
三
四
年
ま
で
に
入
党
し
た
党
員
と
は
異
質
の
世
代
を
構
成
し
て
い
た
。

ク
リ
エ
ジ
ェ
ル
女
史
は
マ
ク
ロ
な
巨
視
的
分
析
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
女
史
は
こ
の
「
人
民
戦
線
の
世
代
」

考
の
上
に
、

特
質
を
「
多
義
性

a
m
b
i
g
u
i
t
e
」
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
多
義
性
は
新
人
党
員
の
世
界
観
と
、
生
き
た
時
代
と
、
社
会
参
加
様
式
の
三
領
域

に
お
け
る
「
多
様
性
pluralite
」
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
最
初
の
世
界
観
の
多
様
性
は
そ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
対
社
会
主
義
の
二
分
法
思

フ
ァ
シ
ズ
ム
対
民
主
主
義
の
公
式
が
、
資
本
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
段
階
的
相
違
の
承
認
を
伴
っ
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
た
。
第
二
の
生
き
た
時
代
の
多
様
性
は
そ
れ
ま
で
未
来
に
生
き
て
き
た
革
命
家
に
と
っ
て
も
、
現
在
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
現
実

の
党
員
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、

の
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い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
共
産
党
の
勢
力
激
増
は
、
共
産
党
が
民
主
的
で
国
民
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
「
パ
ン
と
平
和
と
自
由
」
）
に
基
づ
い
て
左

翼
連
合
を
結
成
し
、
春
の
選
挙
で
大
勝
し
た
こ
と
に
負
っ
て
い
た
。
従
っ
て
共
産
党
の
穏
健
化
・
国
民
化
と
と
も
に
大
量
に
入
党
し
た
党

員
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
を
体
験
し
た
世
代
ほ
ど
思
想
的
に
堅
忍
不
抜
で
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
に
人
民
戦
線
戦
術
と
と
も
に
「
政
治
ゲ

ッ
ト
ー
」
を
抜
け
出
し
、
社
会
的
政
治
的
に
認
知
さ
れ
た
共
産
党
は
、
こ
れ
ら
新
入
党
員
を
強
硬
路
線
で
失
い
た
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
時
期
の
共
産
党
に
と
っ
て
数
の
み
が
重
要
で
あ
り
、
「
人
民
戦
線
」
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
へ
の
連
合
の
拡
大
は
、

数
量
的
増
加
と
し
て
の
み
具
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
共
産
党
は
三
二
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
の
政
治
生
活
の
な
か
で
、

数
量
の
も
つ
政
治
的
魔
力
を
痛
感
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
連
合
を
第
一
と
す
る
以
上
、
共
産
党
が
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
急
進
化
し
え
ず
、

急
進
党
と
決
裂
し
え
な
い
理
由
を
こ
こ
に
も
見
い
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

共
産
党
と
急
進
党
と
の
関
係
が
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
耳
目
を
引
い
て
い
た
一

0
月
一
七
日
、
共
産
党
中
央
委
員
会
は
急
進

党
に
書
簡
を
送
り
、
急
進
派
の
不
安
を
鎮
め
ん
と
し
た
。
右
翼
陣
営
が
急
進
党
に
人
民
戦
線
か
ら
の
離
脱
を
慾
憑
す
る
の
で
、
共
産
党
は

急
進
党
を
連
合
に
繋
留
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
書
簡
の
中
で
共
産
党
は
統
一
と
秩
序
と
平
和
を
訴
え
、
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て

(32) 

は
「
わ
れ
わ
れ
は
国
際
法
の
尊
重
以
外
、
何
も
要
求
し
な
い
」
と
宣
言
し
て
い
た
。
実
際
に
は
一

0
月
か
ら
始
ま
る
ソ
連
の
公
然
た
る
援

か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
1
1

国
民
連
合
」

で
は
な
い
こ
と
の
承
認
と
し
て
現
わ
れ
た
。
最
後
の
社
会
参
加
様
式
の
多
様
性
は
そ
れ
ま
で
既
成
社
会
と
相
互
排
除
の
関
係
に
あ
っ
た
共

(31) 

産
党
員
が
、
既
成
社
会
に
認
知
さ
れ
価
値
体
系
の
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
。

こ
の
こ
と
は
「
人
民
戦
線
の
世
代
」

の
共
産
党
員
が
、
前
世
代
の
思
想
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
に
拘
泥
せ
ず
、
反
資
本
主
義
闘
争
よ
り
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
闘
争
や
民
主
主
義
の
戦
い
を
優
先
さ
せ
、
既
存
の
一
切
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
て
現
状
肯
定
的
傾
向
に
あ
り
、
従
っ
て
既
成
社

会
と
絶
縁
せ
ず
、
国
民
的
民
主
的
価
値
を
擁
護
す
る
政
治
態
度
を
と
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
党
指
導
部
は
「
人
民
戦
線
1

1

人
民
連
合
L

へ
の
連
合
の
拡
大
を
第
一
義
と
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
新
参
者
の
心
性
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な

一
七
八
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請
か
ら
で
あ
っ
た
。

A
n
d
r
e
 M
a
r
t
y
 
(
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
）

一
七
九

（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
既
に
七
月
か
ら
援
助
は
な
さ
れ
て
い
る
）
、
共
産
党
も
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
テ
ィ

ヽ

や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ビ
ュ
ー

F
r
a
n
~
o
i
s

Billoux 
シ
ャ
ル
ル
・
テ
ィ

(33) 

ヨ
ン

C
h
a
r
l
e
s
Tillon
ら
が
中
心
に
な
っ
て
、
国
際
旅
団

B
r
i
g
a
d
e
s
internationales
の
編
成
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
こ
れ

(34) 

ら
三
名
は
下
院
議
員
で
も
あ
っ
た
）
。
共
産
党
は
一
―
月
に
再
び
不
干
渉
批
判
を
強
め
、
―
二
月
五
日
の
下
院
で
は
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策

を
批
判
し
て
、
棄
権
票
を
投
ず
る
と
い
う
事
態
を
惹
き
起
こ
し
た
。
下
院
で
共
産
党
が
政
府
を
難
詰
し
た
の
は
六
月
以
来
初
め
て
の
こ
と

(35) 

で
あ
り
、
人
民
戦
線
の
解
体
が
さ
さ
や
か
れ
た
。
人
民
戦
線
諸
政
党
が
採
決
で
割
れ
た
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ル
ム
は
出
処
進

退
を
考
慮
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
事
件
の
も
つ
重
大
性
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
共
産
党
が
反
対
票
を
投
じ
な
か

の
団
結
の
配
慮
に
よ
る
の
み
」

っ
た
点
こ
そ
、
止
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ト
レ
ー
ズ
書
記
長
は
下
院
で
、
「
わ
れ
わ
れ
が
反
対
票
を
投
じ
な
い
の
は
、
た
だ
人
民
戦
線

(36) 

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
共
産
党
指
導
部
は
人
民
戦
線
の
団
結
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

間
髪
を
入
れ
ず
共
産
党
書
記
局
は
、
「
人
民
連
合
綱
領
を
実
施
す
る
た
め
に
、
新
た
に
政
府
を
誠
実
か
つ
欠
け
る
こ
と
な
く
支
持
す
る
。
…
…

(37) 

（
共
産
党
）
議
員
団
は
将
来
も
は
や
同
様
の
票
を
投
じ
な
い
」
と
声
明
し
、
社
会
党
の
緩
撫
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
分
裂
回
避
の
要

共
産
党
は
確
か
に
不
干
渉
に
反
対
す
る
戦
い
の
先
頭
に
立
っ
た
と
言
い
う
る
。
共
産
党
は
政
府
不
参
加
の
利
点
を
、
ス
ペ
イ
ン
問
題
で

十
分
活
用
し
た
。
共
産
党
は
政
府
に
閣
僚
を
送
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
不
干
渉
の
決
定
に
責
任
を
負
う
こ
と
な
く
、
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー

(38) 

ン
を
展
開
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
共
産
党
は
毎
週
水
曜
に
プ
ル
ム
の
私
邸
で
定
期
協
議
を
も
ち
、
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
へ
の

内
密
の
援
助
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
階
級
の
な
か
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
し
、
国
際
共
産

主
義
運
動
に
奉
仕
す
る
と
い
う
政
治
的
動
機
か
ら
、
社
会
党
批
判
の
道
具
と
し
て
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
次
の
理
由
か
ら
、
共
産
党
は
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
徹
底
的
に
押
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
民

助
活
動
と
と
も
に
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の
団
結
の
重
視
と
い
う
戦
術
的
理
由
で
あ
る
。

っ
た
の
で
あ
る
。
内
戦
勃
発
一
カ
月
の
間
の
共
産
党
の
穏
健
な
ト
ー
ン
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
の
主
張
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
戦
線
か
ら
の
呼
び
か
け
に
、

も
ド
イ
ツ
を
見
す
え
て
決
定
さ
れ
た
。
デ
ュ
ク
ロ
は
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
事
件
に
よ
っ
て
対
外
政
策
に
敏
感

(39) 

に
な
っ
て
い
た
の
で
一
層
、
仏
独
間
に
生
起
し
た
こ
と
に
用
心
深
か
っ
た
」
と
。
そ
れ
は
ま
た
ソ
連
の
利
益
で
も
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
よ
り
も
ド
イ
ツ
を
、

軟
両
極
に
進
む
こ
と
な
く
、

ヒ
ト
ラ
ー
・
ド
イ
ツ
に
対
抗
す
る
た
め
に
分
裂
を
避
け
、
国
内
の
統
一
を
保
つ
必
要
が
あ

共
産
党
は
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」

で
答
え
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
の
外
交
政
策
は
、

ス
ペ
イ
ン
よ
り

つ
ま
り
国
民
を
分
裂
さ
せ
る
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
、
国
民
の
連
合
を
説
く
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
を

重
視
す
る
共
産
党
の
戦
術
の
正
し
さ
を
証
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
が
、
新
入
党
員
の
増
加
で
あ
る
。
ク
リ
エ
ジ
ェ
ル
の
政
治
社
会
学

的
分
析
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
選
挙
の
勝
利
に
よ
る
解
放
感
と
幸
福
感
か
ら
大
挙
入
党
し
た
新
参
者
が
全
党
員
の
六
割
近
く
を

•••••••••• 

占
め
る
に
至
っ
た
共
産
党
は
、
連
合
を
第
一
と
す
る
以
上
、

か
れ
ら
の
現
状
肯
定
的
穏
健
主
義
や
平
和
主
義
を
無
視
し
て
政
策
を
決
定
し

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
共
産
党
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
は
秘
密
裏
に
進
め
ら
れ
た
国
際
旅
団
の
組
織
化
を
別
に
し
て
、
公
式
に
は
硬

そ
の
間
で
揺
れ
動
い
た
の
で
あ
る
。
要
求
の
中
心
に
置
か
れ
た
の
は
私
的
取
引
の
自
由
、
通
商
の
自
由
で
あ

っ
た
。
共
産
党
が
フ
ラ
ン
ス
軍
の
介
入
も
政
府
に
よ
る
介
入
も
要
求
し
な
か
っ
た
こ
と
に
、
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
七

月
・
八
月
の
共
産
党
の
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
条
件
付
き
留
保
付
き
で
し
か
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
共
産
党
は

人
民
戦
線
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
公
然
と
展
開
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
こ
の
意
味
で
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
は
ソ
連
の
国
家
利
益
に
接
合
す
る
方
針
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
1

1

国
際
共
産
主
義

運
動
の
利
益
に
奉
仕
す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。
も
っ
と
も
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
最
終
的
に
は
ソ
連
の
国
益
と
結
合
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
ソ
ビ
エ
ト
外
交
が
国
家
と
し
て
の
ソ
連
外
交
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
革
命
外
交
の
両
輪
の
う
え
に
あ
る
以
上
、
や
や

一
八
〇

い
わ
ば
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(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

図
式
的
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
共
産
党
の
一
―
つ
の
方
針
を
こ
う
位
置
づ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
指
摘
は

J
a
c
q
u
e
s
F
a
u
v
e
t
,
 Histoire 
d
u
 parti 
c
o
m
m
u
n
i
s
t
e
 f
r
a
n
c
a
i
s
 1920

—] 

9
7
6
 (Paris, 
1977), pp. 182-5., 
D
a
n
i
e
l
 
R. B
r
o
w
e
r
,
 

T
h
e
 N
e
w
 ]
a
c
o
b
i
n
s
 :
 the F
r
e
n
c
h
 C
o
m
m
u
n
芝
P
ミ
ty
a
n
d
 the 
P
o
p
u
l
a
r
 F
r
o
ミ
（
N
e
w
Y
o
r
k
,
 1968), p
p
.
1
5
7
-
1
6
2
.
 

L
'
H
u
m
ミ
zite,
4
 aoOt, 
pp. 1'2. 
『
ル
・
タ
ン
』
は
国
際
事
件
が
紛
糾
し
、
保
存
本
能
が
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
内
紛
を
止
め
さ
せ
る
よ
う
に
求
め
て

い
る
例
と
し
て
、
左
翼
連
合

u
n
i
o
n
d
e
s
 g
a
u
n
c
h
e
s
か
ら
共
和
派
連
合

u
n
i
o
n
d
e
s
 r
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
s
へ
の
拡
大
を
主
張
し
た
シ
ョ
ー
タ
ン
の
演
説
を
紹

介
し
て
い
る
。

L
e
T
e
m
p
s
,
 4
 ao
O
t
,
 p. 
1. 
シ
ョ
ー
タ
ン
の
真
意
は
連
合
か
ら
の
共
産
党
排
除
に
あ
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。

L
H
u
n
u
z
n
i
t応

8
aoOt, p. 4., 
C
a
h
i
e
r
s
 d
u
 B
o
l
c
h
e
v
i
s
m
e
 
(25 a
o
O
t
 1936), 8
9
8ー

909.,
CEuvres 
d
e
 M
a
u
r
i
c
e
 T
h
o
r
e
z
,
 livre III, t. 
12 
(Paris, 

1954), pp. 135-152. ト
レ
ー
ズ
は
次
の
こ
点
か
ら
な
る
「
フ
ラ
ン
ス
人
戦
線
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
て
い
た
。
①
マ
チ
ニ
ョ
ン
協
約
、
リ
ー
グ
の

解
散
な
ど
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
法
の
尊
重
゜
②
金
持
に
支
払
わ
せ
、
農
民
や
中
産
階
級
を
保
護
す
る
国
民
経
済
の
防
衛
、
③
平
和
と
集
団
安
全
保
障
を
望
む

す
べ
て
の
国
と
一
致
す
る
政
策
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
と
独
吃
。
な
お
党
公
認
の
党
史
は
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
の
意
図
に
つ
い
て
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

「
中
史
委
員
会
は
ス
ペ
イ
ン
戦
争
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
て
•
…
•
•
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
団
結
と
い
う
政
策
を
大
胆
に
実
行
し
た
。
」
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
は
フ
ラ

ン
ス
国
内
に
水
と
油
の
よ
う
に
相
い
れ
ぬ
二
つ
の
陣
営
が
で
き
て
内
乱
や
人
民
戦
線
の
解
体
に
い
た
る
の
を
防
ご
う
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
て
い

た。」

(
Hぢ
t
o
i
r
e
d
u
pミ
n
i
c
o
m
m
u
m
5
t
e
f
rミ
ミ

tミ

g
m
a
n
u
e
l
,
 Paris, 1964, pp. 3
2
7
 ,
 
8. 
邦
ば
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
史
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九

七
一
年
、
一
五

0
頁
。
）
も
っ
と
も
党
史
は
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
と
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
二
政
策
の
関
係
な
い
し
翻
能
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ら
二
つ
の
政
策
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
と
い
う
観
点
か
ら
は
理
論
的
に
予
盾
し
な
い
が
、
現
実
的
に
は
本
文
に
も
記
し

た
よ
う
に
、
二
つ
の
政
策
は
背
反
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
党
指
導
部
が
こ
れ
ら
二
政
策
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
は
、
興
味
あ
る

問
題
で
あ
る
。
な
お
八
一
年
刊
行
の
党
史
も
、
八
月
の
こ
れ
ら
二
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い

(
R
o
g
e
r
B
o
u
r
d
e
r
o
n
,
 J
e
a
n
 Buries, 

J
a
c
q
u
e
s
 G
i
r
a
u
l
t
 et 
al., 
L
e
 P
C
F
 et 

L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
,
 2
9
 juillet, p. 
4., 
C
a
h
i
e
r
s
 d
u
 B
o
l
c
h
e
v
i
s
m
e
 (25 a
o
O
t
 1936), 989-991.. CEuvres d
e
 M
a
u
r
i
c
e
 T
h
o
r
e
z
 ̀
op.cit.
｀
 
pp. 131 |
 134. 

L
'
H
u
m
a
n
蛍
2
6
juillet, 
p. 
1. 

(
7
)
 
V
o
i
r
,
 
C
a
h
i
e
r
s
 
d
u
 B
o
l
c
h
e
m
'
s
m
e
 
(15 m
a
i
 1936). 

(
9
)
 

(
8
)
 
Ibid. 
(15 juillet 
1936), 6
6
7
-
6
8
9
.
 

P
h
i
l
i
p
p
e
 R
o
b
r
i
e
u
x
,
 Histoire 
interieure 
d
u
 parti 
c
o
m
m
u
n
i
s
蕊

t.
I
,
 

1
9
2
 0
|
 1
9
4
5
 
(Paris, 
1980), pp. 468-469. 
ロ
ブ
リ
ュ
ー

リ
ス
ト
）
『
共
産
党
党
内
史
』
現
在
第
四
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
全
五
巻
）
。
必
ず
し
も
分
析
的
と
は
言
い
が
た
い
が
、
党
内
闘
争
や
党
内

(
2
)
 

の

よ‘
9

9

 

一
八

（
ジ
ャ
ー
ナ
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象
を
受
け
る
。
勿
論
デ
ュ
ク
ロ
や
ト
レ
ー
ズ
も
ス
ペ
イ
ン
に
言
及
す
る
が
、

(14)
以
上
j
o
.
9
D念
utes,
3
1
 
juillet 
1
9
3
6
 ̀

 
p
p
.
2
3
1
2ー

5.,
2
3
3
4ー

6,
2
3
4
0
-
3
.
 

(15)
以
上

L
e
T
e
m
p
s
 ̀

 
7
 ao
u
t
,
 p. 2., 
L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
,
 6
 ao
O
t
,
 p. 
2. 

(16) 
L
e
 P
o
p
u
l
a
i
苔
7
a
o
O
t
,
 p. 3., 
L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
,
 8
 ao
O
t
,
 p. 
2., 
C
E
u
v
r
e
s
 
d
e
 M
a
u
n
・
c
e
 
T
h
o
r
e
z
,
 
0
 
p. 
cit., 
p
p
.
1
5
3
-
4
.
,
 L
e
 T
e
m
p
s
,
 8
 ao
O
t
,
 p. 
4, 

p. 8., 
9
 ao
O
t
,
 p. 4. 
な
お
海
原
峻
氏
も
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
社
会
党
に
対
す
る
態
度
は
鄭
重
で
人
民
戦
線
の
戦
列
確

保
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
氏
は
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
書
簡
の
位

置
づ
け
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
海
原
峻
『
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
史
』
（
現
代
の
理
論
社
、
一
九
六
七
年
）
、
七
四
頁
。

こ
の
時
期
の
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
に
は
、
こ
の
種
の
主
張
は
毎
日
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
の
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
と
と
も
に
」

(
L
w
u
mミ
nil応

に
そ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
ド
キ
ュ
マ
ン
は

C
a
h
i
e
r
r
s
d
u
 B
o
l
c
h
e
v
i
s
m
e
 
(25 a
o
O
t
 1936), 9
9
5ー

8.
に
も
掲
載

(18) 

(19) 
C
a
h
i
e
r
s
 
d
u
 B
o
l
c
h
e
v
i
s
m
e
 
W
r
 o
c
t
o
b
r
e
 1936), 
1127-8. 

L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
,
 2
7
 a
o
O
t
,
 p. 
4., 
<
E
u
v
r
e
s
 
d
e
 M
a
u
r
i
c
e
 T
h
o
r
e
z
,
 
0
p
.
c
i
i
:
 pp. 1
5
7ー

171.
こ
の
日
の
集
会
で
も
ト
レ
ー
ズ
は
、

く
を
引
用
し
て
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
強
調
し
て
い
る
。

(20)
実
際
に
は
ト
レ
ー
ズ
は
、
八
月
六
日
の
共
産
党
集
会
で
も
武
器
に
つ
い
て
言
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。
七
日
付
け
『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
の
中
で
ダ
ル
ナ
ー
ル

J.
｀
 
P. 

D
a
m
a
r
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
ト
レ
ー
ズ
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
連
帯
の
主
張
や
決
議
や
募
金
も
結
構
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
十
分
で
あ
る
と
発

(17) 
3
 ao
O
t
,
 p. 
6.) 

さ
れ
て
い
る
。

ペ
リ
ら
よ
り
穏
健
な
ト
ー
ン
で
あ
っ
た
。

『
わ
が
闘
争
』

か
ら
多

『
リ
ュ
マ
ニ
テ
』
を
読
む
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
つ
い
て
は
、

ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
が
主
に
担
当
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」

に
つ
い
て
は
、

デ
ュ
ク
ロ
と
ト
レ
ー
ズ
が
担
当
し
て
い
た
と
の
印

事
情
を
知
る
う
え
で
は
神
益
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

(10)
ブ
ル
ム
政
権
下
で
の
共
産
党
の
穏
健
な
政
策
の
背
景
に
つ
い
て
は

A
n
n
i
e
K
r
i
e
g
e
l
,
 "
L
e
o
n
 B
l
u
m
 et 
le 
parti 
c
o
m
m
u
n
i
s
t
e
"
,
 in 
L
e
o
n
 B
l
u
m
 

c
h
e
f
 d
e
 g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
,
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2
5ー

135.
ソ
連
外
交
に
つ
い
て
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F
r
a
n
t
z
B
o
r
k
e
n
a
u
,
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
m
m
u
n
i
s
m
 (
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1953), pp. 1
6
7
 

-8., 
D
a
v
i
d
 T
.
 Cattell, 
S
o
v
i
e
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D
芝
0
m
d
C
y
ミ

n
d
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S
p
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i
s
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Civil 
W

m
、
(
B
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r
k
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pp. 3
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x
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i
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f
 S
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v
i
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R
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I
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L
o
n
d
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8
 
|
 

38. 

(
1
1
)
L
、H

u
m
a
n
i
t応

2
6
juillet, 
p. 2. 

(12) 
Ibid., 
3
1
 juillet, 
p. 
4. 

(13) 
Ibid., 3
1
 juillet, p. 
1. 
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不干渉とフランス世論一九三六 （渡邊）

一
八
五

ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

O
l
y
m
p
i
a
d
e
s
d
e
s
 T
r
a
v
a
i
l
l
e
u
r
s
に
参
加
し
て
い
た
労
働
者
が
、
義
勇
兵
と
し
て
銃
を
握
っ
て
い
た
）
を
勘

合
す
る
と
、
ト
レ
ー
ズ
の
進
言
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
動
か
す
の
に
ど
れ
だ
け
効
力
を
も
っ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
マ
ル
テ
ィ
の
役
割
や

国
際
旅
団
に
つ
い
て
は
、

T
h
o
m
a
s
,
0
 
p. 
cit., 
pp. 4
5
2
-
4
6
2
.
,
 
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
 0
 
p. 
cit., 
M
o
r
t
i
m
e
r
,
 0
 
p. 
cit., 
pp. 2
7
0
-
2
7
1
.
 
が
詳
し
い
。
と
ま
れ
最

も
多
く
の
義
勇
兵
を
供
給
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
約
一
万
人
（
全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
共
和
ス
ペ
イ
ン
の
た
め
に
戦
っ
た
。

こ
の
う
ち
何
名
が
共
産
党
員
か
は
不
明
で
あ
る

(
T
h
o
m
a
s
,
op. 
cit., 
pp. 9
8
2
-
3
.
)

。
ジ
ャ
ン
・
プ
リ
ュ
ア
は
最
近
の
回
想
録
の
な
か
で
、
ナ
ン
ト
に

お
け
る
共
産
党
の
ス
ペ
イ
ン
支
援
集
会
と
義
勇
兵
の
出
発
に
つ
い
て
記
し
て
い
る

(
J
e
a
n
B
r
u
h
a
t
,
 
fl 
n'est 
j
a
m
a
i
s
 
trap 
tard, 
Paris 1
9
8
3
,
 
p. 

8
1
.
)

。
ド
・
バ
ヤ
ッ
ク
は
出
所
を
明
示
せ
ず
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
八
月
初
め
ス
ペ
イ
ン
共
産
党
が
国
際
旅
団
の
考
え
を
提
起
し
、
こ
の
案
は
ト

リ
ア
ッ
テ
ィ
、
マ
ル
テ
ィ
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
ト
レ
ー
ズ
ら
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
八
月
末
な
い
し
九
月
初
め
に
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
こ
の
方
向
で
の

原
則
的
決
定
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
七
月
未
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
員
の
労
働
者
が
、
個
人
的
資
格
で
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
赴
い
た
と
い

う
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
出
所
を
明
示
し
て
い
な
い

(
J
a
c
q
u
e
s
D
e
l
p
e
r
r
i
e
 d
e
 B
a
y
a
c
,
 L
e
s
 B
r
i
g
a
d
e
s
 
internationales, P
a
r
i
s
 1
9
6
8
 `
 
pp. 3
9
 

-
4
6
,
 7
6
.
)

。
な
お
国
際
旅
団
で
戦
っ
た
共
産
党
ミ
リ
タ
ン
の
回
想
録
が
、
一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。

R
o
g
e
r
C
o
d
o
u
,
 L
e
 c
a
b
o
c
h
a
r
d
 :
 me
m
o
i
r
e
s
 

d
、U
n
c
o
m
m
ミ
g
t
e
]9
2
5
-
1
9
8
2
 (Paris, 1
9
8
3
)
,
 pp. 71ー

1
2
6
.

が
そ
れ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
コ
ド
ゥ
ー
は
三
七
年
に
な
っ
て
か
ら
参
戦
し
た
ミ
リ
タ

ン
で
あ
る
。
地
方
ご
と
に
義
勇
兵
の
リ
ク
ル
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
コ
ド
ゥ
ー
は
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
に
参
戦
の
希
望
を
表
明
し
、
こ

の
リ
ー
ダ
ー
が
南
東
部
地
域
の
リ
ク
ル
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
マ
ル
セ
イ
ユ
に
報
告
し
て
、
出
発
の
許
可
を
得
て
い
る
。
コ
ド
ゥ
ー
は
三
八
年
末
ま
で

ス
ペ
イ
ン
で
戦
い
、
五
六
年
に
離
党
し
た
。

(34) 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 6
 
n
o
v
e
m
b
r
e
,
 p. 6
.
 

(35)
人
民
党
の
機
関
紙
は
「
人
民
戦
線
は
解
体
し
た
」
、
「
共
産
セ
義
者
が
人
民
戦
線
を
打
ち
砕
い
た
」
と
書
き
た
て
た
。

L
'
E
mミ
zcipation
Nationale, 5
 

d
e
c
e
m
b
r
e
,
 p. 1
 
et 
p. 4
.
,
 
1
2
 dee., 
p. 1
.
 

(
3
6
)
I
O
.、
D
念
U
蕊
5

d
e
c
e
m
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
p. 3
3
6
8
.
 

(37) 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 7
 
d
e
c
e
m
b
r
e
,
 p. 4
.
 

(38) 
I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
 d
e
 J
a
c
q
u
e
s
 D
u
c
l
o
s
,
 in 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
e
 N
a
z
 ̀0
e
l
l
e
(
m
a
i
 1
9
6
6
)
 

`
 
4
3
.
 ~
\
v、
と
と
)
八
日
口
ま
で
は
毎
週
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(39) 
J
a
c
q
u
e
s
 Duclos, 
M
e
m
o
i
r
e
s
 I
I
 1
9
3
5
ー

]

9
3
9
 
(Paris, 1
9
6
8
)
,
 
p. 1
6
6
.
 ~
 お
一
ャ
立
ハ
六
ハ
午
千
で
も
）
共
虎
守
党
が
、
人
民
戦
線
空
3

起
源
を
国
内
因
よ
り
ヒ

ト
ラ
ー
の
出
現
と
い
う
対
外
的
理
由
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
共
産
党
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
物
語
っ
て
い
て
興
味
深
い
。

1̂
L
e
s
 

lec;ons d
u
 front populaire", D
e
m
o
c
r
a
t
i
e
 Nouvelle, 
(
m
a
i
 ̀

 
1
9
6
6
)
,
 
1
6
-
1
7
.
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ロ
ギ
ー
的
側
面
が
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
両
者
も
の
ち
に
は
、
不
干
渉
の
支
持
に
回
る
。
ヴ
ィ
エ
ノ
は
三
六
年
末
の
集
会
で
次

の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。

か
れ
は
仏
英
両
国
の
緊
密
な
連
合
を
称
揚
し
た
あ
と
で
、
不
干
渉
を
「
冒
険
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
争
に
反
対

す
る
フ
ラ
ン
ス
国
民
全
体
の
意
思
に
一
致
」
す
る
も
の
と
指
摘
し
、
不
干
渉
の
効
あ
ら
し
め
る
た
め
の
厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
を
要

(
3
)
 

求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
の
な
か
に
枢
軸
国
の
協
定
侵
犯
に
対
す
る
か
れ
の
苛
立
ち
を
読
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
八
月
と

ま
た
武
器
援
助
問
題
は
U
S
R
の
な
か
に
も
、
社
会
党
よ
り
小
規
模
で
は
あ
る
が
ひ
び
割
れ
を
も
た
ら
し
た
。

き
左
翼
は
協
力
し
て
き
た
と
述
べ
、

共
産
党
に
寛
大
な
と
こ
ろ
を
示
し
た
。
こ
れ
に
立
し
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
フ
ロ

E
u
g
e
n
e
F
r
o
t
は
、
共
産

(
4
)
 

党
が
モ
ス
ク
ワ
の
指
令
で
行
動
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
の
立
場
は
「
左
翼
に
敵
な
し
」
と
い
う
共
和
主
義
の
伝
統
に
根

フ
ロ
の
発
―
―
-
E

は
人
民
連
合
か
ら
共
産
党
を
排
除
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ー
プ
が
発
言
力
を
得
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。

ざ
す
も
の
で
あ
る
が
、

U
S
R
に
お
い
て
も
党
内
反
共
グ
ル

す
る
共
産
党
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
。

比
較
し
て
か
れ
の
態
度
の
変
化
は
明
瞭
で
あ
る
。

で
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、

U
S
R
の
閣
僚
の
う
ち
閣
議
で
不
干
渉
に
反
対
し
た
の
は
、

社
会
共
和
連
合
そ
の
他

(
l
)
 

人
民
戦
線
に
結
集
す
る
小
政
党
は
政
治
的
影
響
力
と
い
う
点
で
は
、
社
会
共
和
連
合

U
n
i
o
n
socialiste et 
republicaine 
(
以
下
U

S
R
)
を
除
き
小
さ
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
U
S
R
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ス
ト
党

Parti
frontiste
、
急
進
党
カ
ミ
ー
ュ
・
ペ
ル
タ
ン

C
a
m
i
l
l
e

Pelletan
派
（
以
下

C
P
派
）
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
統
一
党

U
n
i
t
e
proletarienne 
(
以
下

u
p党
）
を
と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

と
ピ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
エ
ノ

Pierre
V
i
e
n
o
t
外
務
次
官
（
下
院
議
員
）

お
そ
ら
く
正
統
で
民
主
的
な
共
和
政
府
へ
の
反
乱
に
対
す
る
自
由
民
主
主
義
的
義
憤
と
い
っ
た
、

（四）

モ
ー
リ
ス
・
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト

M
a
u
r
i
c
e
Violette
国
務
大
臣
（
上
院
議
員
）

(
2
)
 

の
二
人
で
あ
る
。
両
者
が
い
な
か
る
理
由
で
反
対
し
た
の
か
今
日

と
り
わ
け
介
入
を
要
求

-
0月
の
第
一
回
党
大
会
で
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
は
、
共
和
国
が
危
機
の
と

一
八
六

イ
デ
オ

4 - 1-186 (香法'84)



不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

執
着
し
、

不
干
渉
に
対
す
る
党
の
立
場
は
、
総
裁
ポ
ー
ル
1
1

ボ
ン
ク
ー
ル
や
書
記
長
マ
ル
セ
ル
・
デ
ア
の
考
え
に
示
さ
れ
て
い
た
。
首
相
や
外
相

ド
イ
ツ
と
の
交
渉
、

を
歴
任
し
、
当
時
は
国
際
連
盟
の
フ
ラ
ン
ス
常
任
代
表
で
あ
っ
た
総
裁
は
、
ブ
ル
ム
政
府
が
国
益
を
重
視
し
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
犠
牲
に
し

た
こ
と
を
讃
え
た
。
総
裁
は
不
干
渉
を
唯
一
正
当
な
政
策
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
書
記
長
は
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
反
共
と

(
6
)
 

そ
れ
に
仏
英
両
国
の
緊
密
な
和
合
を
主
張
し
て
お
り
、
党
内
で
の
声
望
も
高
か
っ
た
。
か
れ
は
週
刊
誌
『
新
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

l
'
E
u
r
o
p
e
N
 ouvelle.n 
(
三
六
年
七
月
二
五
日
）
の
な
か
で
、

社
会
党
マ
ル
セ
イ
ユ
大
会
の
決
議
（
武
器
の
通
商
の
自
由
）
を
批
判
し
、

(
8
)
 

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ス
・
ビ
ビ
エ

M
a
x
e
n
c
e
B
i
b
i
e
は
発
言
し
た
。

一
八
七

フ
ラ
ン
ス
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
支
持
し
て
も
共
産
主
義
を
支
持
し
て
も
、

戦
争
は
不
可
避
で
フ
ラ
ン
ス
は
分
裂
に
陥
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
を
発
し
て
い
た
。
こ
の
態
度
は
中
立
を
意
味
す
る
。
三
七
年
に
は
デ
ア
は

か
か
る
立
場
は
―
二
月
五
日
の
下
院
に
お
け
る
、
外
交
論
議
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

U
S
R
を
代
表
し
て
下
院
外
交
委
員
の
マ
グ

か
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
心
は
ス
ペ
イ
ン
正
統
政
府
の
側
に
あ
る
が
、
平
和
と
国
益
を
守

る
条
件
を
無
視
し
え
な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
独
伊
の
行
動
に
よ
っ
て
国
際
的
性
格
を
お
び
た
現
在
、

ロ
ン
ド
ン
委
員
会
に
よ
り
多
く
の
権
威
と
力
を
与
え
る
よ
う
訴
え
た
の
で
あ
る
。

U
S
R
は
不
干
渉
政
策
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

「
戦
争
の
恐
る
べ
き
雲
」
を
遠
ざ
け
た
と
評
価
し
、
不
干
渉
を
留
保
な
く
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て

U
S
R
系
の
全
議
員
二
九
名
は
、

(
9
)
 

政
府
を
信
任
す
る
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ス
ト
党
と

C
P
派
と

u
p党
は
、
同
じ
院
内
会
派
（
独
立
左
翼
派

G
a
u
c
h
e
i
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
e
)

に
属
し
て
い
た
。

フ
ロ
ン

テ
ィ
ス
ト
党
の
代
表
者
は
、
ガ
ス
ト
ン
・
ベ
ル
ジ
ュ
リ

G
a
s
t
o
n
B
e
r
g
e
r
y
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
に
急
進
党
と
袂
別
し
た
か
れ
は
、
人

(10) 

民
戦
線
の
先
駆
形
態
た
る
共
同
戦
線

F
r
o
n
t
c
o
m
m
u
n
運
動
を
担
っ
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ジ
ュ
リ
は
三
六
年
七
月
三
一
日
の
下

院
で
政
府
の
外
交
政
策
を
信
任
し
て
い
た
が
、

―
二
月
四
日
の
下
院
で
も
自
己
が
不
干
渉
派
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
あ
と
で
、
仏

一
層
不
干
渉
に

ス
ペ
イ
ン
の
状
況
は
不
干
渉
政
策
の
変
更
を
正
当
化
し
な
い
と

4-1ー187(香法'84)



フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
真
の
安
全
は
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和

英
両
国
が
一
致
し
て
独
伊
と
ソ
連
に
対
し
二
重
の
働
き
か
け
を
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
の
目
的
は
こ
れ
ら
の
国
々
に
不
干
渉
を
尊
重
さ

(11) 

せ
る
こ
と
と
、
独
伊
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
譲
歩
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ジ
ュ
リ
の
こ
の
発
言
は
、
不
干

渉
が
フ
ラ
ン
コ
派
を
利
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
仏
英
の
協
力
に
よ
っ
て
、
枢
軸
国
と
ソ
連
に
不
干
渉
を
遵

C
P
派
は
一
九
三
四
年
に
急
進
党
左
派
が
作
っ
た
新
党
で
あ
る
。
中
心
人
物
は
も
と
急
進
党
セ
ー
ヌ
県
連
会
長
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
キ
ュ
ド

ネ
G
a
b
r
i
e
l
C
u
d
e
n
e
t
で
あ
る
。
キ
ュ
ド
ネ
は
八
月
八
日
の
人
民
連
合
主
催
の
ス
ペ
イ
ン
支
援
集
会
で
、
中
立
に
激
し
く
反
対
し
た
。
八

一
方
的
中
立
を
批
判
し
、
「
わ
れ
わ
れ
の
利
益
に
反
し
て
共

月
中
旬
の
『
プ
チ
・
ジ
ュ
ル
ナ
ル

Petit
J
o
u
r
n
a
l
』
の
な
か
で
も
か
れ
は
、

(12) 

和
国
を
封
鎖
す
る
こ
と
」
に
反
対
し
た
。
九
月
の

C
P
派
臨
時
中
央
委
員
会
は
、
人
民
戦
線
へ
の
忠
誠
を
誓
い
、
ブ
ル
ム
首
相
を
讃
え
つ

つ
も
、
首
相
が
国
際
法
に
の
っ
と
っ
て
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
他
方
で
内
閣
危
機
を
引
き
起
こ
す
こ
と
や
、
あ
ら
ゆ

(13) 

る
十
字
軍
に
反
対
す
る
こ
と
も
表
明
し
曖
昧
さ
を
示
し
た
。

C
P
派
は
民
主
政
府
へ
の
反
乱
に
立
腹
し
つ
つ
も
、
十
字
軍
戦
争
の
予
兆
の

前
で
仔
立
す
る
の
で
あ
る
。

u
p党
の
シ
ャ
セ
ー
ニ
ュ

C
h
a
s
s
e
i
g
n
e
は
、
「
何
よ
り
も
常
に
平
和
を
保
つ
こ
と
」
を
主
張
し
て
政
府
を
支
持
し
た
。

か
れ
は
下
院
で
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

も
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
、

ス
ペ
イ
ン
戦
争
が
続
く
限
り
、

こ
の
戦
争
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
仲
裁
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
っ
た
こ
と
を
讃
え
、

に
行
動
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
た
。

―
二
月
四
日
、

こ
の
方
向
で
よ
り
精
力
的

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
は
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
を
支
持
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
平
和
を
第
一
義
と
す
る

(14) 

綱
領
に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
語
り
、
仏
・
英
・
米
三
国
の
調
停
に
期
待
を
か
け
る
の
で
あ
る
。
三
政
党
少
し
づ
つ

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
が
、
仏
英
協
調
・
避
戦
主
義
・
平
和
主
義
か
ら
三
党
を
中
心
と
し
た
二
五
名
の
議
員
は
、
政
府
を
信
任
し
た
の

(15) 

で
あ
る
。

守
さ
せ
ん
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

¥
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国
左
翼
代
表
団
と
人
民
連
合
全
国
委
員
会

最
後
に
左
翼
代
表
団
と
人
民
連
合
全
国
委
員
会
の
行
動
を
記
し
て
お
く
。
な
ぜ
な
ら
左
翼
の
連
合
機
関
で
あ
る
こ
れ
ら
の
組
織
は
、

ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
左
翼
の
動
向
や
左
翼
集
団
間
の
反
応
の
相
違
を
象
徴
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ス

ス
ペ
イ
ン
共
和
派
に
精
神
的
連
帯
を
表
明
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
終
始
、
穏
健
な

ト
ー
ン
を
保
っ
た
。
従
っ
て
左
翼
代
表
団
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
へ
の
共
感
を
表
明
し
、

そ
の
勝
利
を
願
い
、

と
あ
る
国
の
反
徒
へ
の
援
助

を
非
難
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
す
る
か
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
大
統
領
に
ア
ピ
ー
ル
を
送
る
（
八
月
―
―
日
）
以
外
何
も
な
し
え
な
か
っ
た
。

九
月
か
ら
は
左
翼
代
表
団
内
部
で
政
府
を
批
判
す
る
共
産
党
と
他
政
党
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
が
、
こ
の
対
立
は
解
消
さ
れ
ず
、
八
月
と

同
じ
一
般
的
ア
ピ
ー
ル
の
も
と
対
立
は
隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

議
会
外
の
集
団
を
も
含
む
人
民
連
合
全
国
委
員
会
は
左
翼
代
表
団
よ
り
活
動
的
で
、
所
属
団
体
は
自
由
に
発
言
し
政
府
批
判
も
口
の
端

に
の
ぼ
っ
た
。
人
民
連
合
全
国
委
員
会
は
、

し
ば
し
ば
大
規
模
な
ス
ペ
イ
ン
人
民
支
援
集
会
を
開
き
も
し
た
。
八
月
八
日
、

月
四
日
の
集
会
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
会
で
は
弁
士
は
ス
ペ
イ
ン
に
精
神
的
物
質
的
援
助
を
送
る
こ
と
を
要
求
し
、
ミ
リ
タ
ン
の

間
か
ら
は
「
ス
ペ
イ
ン
に
飛
行
機
を
」
、
「
行
動
せ
よ
、
ブ
ル
ム
」

二
五
日
、
九

の
叫
び
が
湧
き
お
こ
っ
た
。
所
属
組
織
な
い
し
個
人
の
責
任
で
な
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
発
言
に
は
不
干
渉
を
批
判
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
る
に
人
民
連
合
全
国
委
員
会
名
の
ア
ピ
ー
ル
は
、

は
か
る
に
穏
健

な
ト
ー
ン
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
八
月
四
日
に
は
医
薬
品
・
食
糧
・
資
金
の
カ
ン
パ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
全
国
委
員
会

(
2
)
 

の
事
務
局
員
の
一
人
で
あ
る
急
進
党
の
ケ
ー
ゼ
ル
が
、
対
外
事
件
は
全
国
委
員
会
で
殆
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
事
実
も
、

穏
健
な
こ
と
以
外
決
定
し
え
な
い
全
国
委
員
会
の
内
情
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
言
い
う
る
。
九
月
一
九
日
の
全
国
委
員
会
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
は
、
人
民
連
合
全
国
委
員
会
が
他
国
の
協
定
侵
犯
に
不
満
を
示
し
つ
つ
も
、
不
干
渉
政
策
の
枠
内
で
の
行
動
を
承
認
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
た
。
全
国
委
員
会
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
「
平
和
の
政
策
は
他
国
の
中
立
の
監
視
を
意
味
す
る
と
強
調
し
、
政
府
が
い
か
な
る
中
立
侵

議
会
内
左
翼
の
協
議
機
関
で
あ
る
左
翼
代
表
団
は
、

一
九
〇

4 -1-190 (香法'84)



不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

わ
れ
わ
れ
は
左
翼
政
治
集
団
の
不
干
渉
に
対
す
る
意
見
の
一
覧
表
を
作
成
し
て
き
た
。
最
終
的
な
結
論
は
次
稿
の
右
翼
政
治
集
団
の
意

見
の
形
状
を
検
討
し
た
の
ち
下
す
こ
と
に
す
る
が
、
本
稿
の
結
論
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
左
翼
政
治
集
団
の
多
数
は
、
武
器
供
給
に
反
対
し
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
急
進
党
は
勿
論
の
こ
と
、
第
一
党
の
社
会
党
も
多
数

が
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
も
っ
と
も
フ
ォ
ー
ル
派
が
積
極
的
に
支
持
し
、

四

む

す

び

(
l
)
以
上
L
e
T
e
m
p
s
,
 2
5
 juillet, 
p. 2
.
,
 
8
 
aoOt, p. 3
.
,
 
1
3
 
aoOt, p. 3
.
,
 

11 
sep., 
p. 3
.
,
 
1
5
 n
o
v
.
 `

 
p. 4
.
,
 

L
e
 Populaire, 1
2
 
aoOt, p. 
1. 

(
2
)
 
J
a
c
q
u
e
s
 K
a
y
s
e
r
,
 "
L
e
 parti radical ,
 
socialiste et 
le 
r
a
s
s
e
m
b
l
e
m
e
n
t
 p
o
p
u
l
a
i
r
e
 1
9
3
5ー

1
9
3
8
"
,

Bulletin 
d
e
 la 
Socicte d'Histoire 
d
e
 

la 
I
l
l
e
 
R
念
u
b
l
i
q
u
e
,
no. 1
4
 
(
1
9
5
5
)
,
 
2
9
0
.
 

(
3
)
以
上
L
e
T
e
m
p
s
,
 
10 aoOt, p. 1., 
2
7
 aoOt, p. 4
.
,
 
6
 
sep., 
p. 2
.
,
 
2
1
 
sep., 
p. 2
.
,
 

L
e
 Populaire, 5
 
aoOt, p. 
1. 

ン
チ
ノ
ミ
ー
ほ
ど
、

人
民
戦
線
の
苫
悶
を
指
し
示
す
も
の
は
な
か
っ
た
。

衆
の
間
か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
に
飛
行
機
を
」

こ
の
よ
こ
う
に
二
つ
の
組
織
は
左
翼
内
部
の
意
見
の
相
違
を
反
映
し
、
全
団
体
に
承
認
さ
れ
る
行
動
と
い
え
ば
穏
健
な
連
帯
声
明
と
食

糧
や
医
薬
品
の
た
め
の
募
金
活
動
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

犯
も
見
の
が
さ
な
い
こ
と
と
、

一
九

ブ
ル
ム
派
が
渋
々
支
持
し
た
と
い
う
違
い
は
あ
っ
た
が
。
不
干

八
月
九
日
に
は
サ
ン
・
ク
ル
ー
で
平
和
大
集
会
が
開
か
れ
、

の
叫
び
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
平
和
を
願
う
集
会
で
戦
争
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
ア

ス
ペ
イ
ン
問
題
が
国
際
連
盟
に
提
訴
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
」

(
3
)
 

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
聴

4 -1-191 (香法'84)



る
重
心
が
右
に
移
動
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

渉
反
対
の
先
頭
に
立
っ
た
と
言
わ
れ
る
共
産
党
も
、
七
月
・
八
月
の
決
定
的
な
時
期
に
、
内
外
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
に
対
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
戦

線
」
と
い
う
国
民
の
団
結
を
重
視
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
、
武
器
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
控
え
て
い
た
。
共
産
党
が
政
府
批
判
を
強
め
る

の
は
、

八
月
下
旬
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
共
産
党
も
人
民
戦
続
の
分
裂
を
賭
し
て
ま
で
、
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
位
置
づ
け
を
異
に
す
る
共
産
党
と
社
会
党
左
派
の
関
係
は
良
好
で
は
な
く
、
援
助
派
も
一
っ

第
二
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
左
翼
政
治
集
団
の
反
応
の
な
か
に
、
政
治
運
動
な
い
し
政
党
政
治
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
「
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
」
の
原
型
を
看
取
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
平
和
•
安
全
保
障
・
革
命
・
仏
独
関
係
と
い
っ
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
含
ま
れ
る
諸
問
題
は
、

政
党
の
ラ
ベ
ル
に
よ
る
分
岐
で
は
な
く
て
一
政
党
内
に
分
岐
を
も
た
ら
す
種
子
と
な
っ
た
。
こ
の
状
態
は
社
会
党
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。
社
会
党
四
潮
流
の
対
応
の
相
違
は
、
外
交
問
題
に
対
す
る
一
致
し
た
態
度
形
成
を
今
後
、
困
難
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
急
進
党
も
ス

ペ
イ
ン
内
戦
を
通
し
て
対
外
問
題
に
つ
い
て
の
分
割
線
が
、
そ
れ
以
前
の
中
央
か
ら
左
に
移
動
し
た
。
こ
れ
は
党
内
の
外
交
問
題
を
め
ぐ

戦
を
通
じ
て
、

第
三
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
社
会
心
理
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
の
原
型
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
内

フ
ラ
ン
ス
弱
体
論
や
親
英
恐
独
の
心
理
が
強
化
さ
れ
、
反
共
産
主
義
と
（
ネ
オ
）
平
和
主
義
が
結
合
し
、
宥
和
主
義
を
支

え
る
心
理
風
土
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
社
会
党
フ
ォ
ー
ル
派
や
急
進
党
保
守
派
の
成
長
が
、

に
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

に
あ
っ
て
は
、
反
共
産
主
義
は
か
つ
て
の
反
教
権
主
義
に
代
わ
っ
て
党
内
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
生
む
論
理
に
高
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
フ
ォ

ー
ル
派
や
急
進
党
の
穏
健
・
保
守
両
派
の
な
か
に
、
植
民
地
問
題
な
ど
で
経
済
的
譲
歩
を
ド
イ
ツ
に
与
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
ド
イ
ツ
と

の
交
渉
を
望
む
潮
流
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
。
こ
の
よ
う
な
反
共
・
反
戦
・
避
戦
・
平
和
の
多
数
派
が
宥
和
現
象
を

惹
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

一
九

と
く
に
急
進
党
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以
上
の
結
論
は
右
翼
政
治
集
団
の
意
見
を
検
討
す
る
こ
と
で
一
層
、
確
認
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

(
l
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
続
稿
で
や
や
詳
し
く
展
開
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

(
2
)
宥
和
政
策
の
経
済
的
軍
事
的
動
機
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
九
三

（
一
九
八
四
年
三
月
脱
稿
）
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